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2. アイドルコンテンツとプロダクトプレイスメント

第 2 章で YouTube とプロダクトプレイスメントに
ついて触れたが、ここでは、K-POP アイドルを例にし
てコンテンツ内で行われているプロダクトプレイスメ
ントについて扱っていく。日本でも有名な K-POP アイ
ドルである BTS は「BANGTANTV」、SEVENTEEN
は「GOING SEVENTEEN」、TWICE は「TIME TO 
TWICE」など、グループの公式 YouTube チャンネル
で独自のウェブバラエティ番組を配信している。その番
組には時々プロダクトプレイスメントが行われ、アイド
ルのコンテンツ内に実在する商品が登場する。

例えば、PUMA のアンバサダーを務める NCT127 が
出演する NCT のコンテンツではプロダクトプレイスメ
ントが行われた。メンバーが PUMA の製品を着用して
いることをアピールし「PUMA 最高」と字幕で書かれ
ている。第 2 章でも触れたが、動画を再生する際に左上
に「プロモーションを含みます」という表示が出ている。

出典：�NCT 公式 YouTube チャンネル（2022/09/28 公開）「NCT
추계 워크숍 Ep.1 ❮사훈:리액션 크게 !!!!!❯| THE NCT SHOW」

（https://youtu.be/OSs8RokO4nM?si=y2ZSXHosE-
XzhRy_）

出典：�SEVENTEEN 公式 YouTube チャンネル（2023/08/30 公
開）「[GOING SEVENTEEN]EP.91 전참시 벌 #1（Point 
of Omniscient Interfere Penalty #1）」（https://youtu.be/
q3rfMpxOl08?si=eKI7AFVWvQ_a7M7m）

画面下には、韓国語で「このコンテンツにはMUMCHIT

第４節　�推し活

次は若者のカルチャーに触れていきたい。
2021 年にユーキャンの新語・流行語大賞に「推し活」が

ノミネートされた。「推し活」とは「オタ活」にも近い言葉であり、
好きな芸能人や声優など、人を応援することである。42

1. 推し活と消費

今や、日本人の 4 人に 1 人が推し活をしているといわ
れており、若年層の Z 世代で６割以上、中高年世代でも3
割近くとなっていて、その市場規模は 8000 億円を超える
と試算されている。43 推し活エコノミー（推し活に関連す
る経済効果）という言葉が生まれるほど、推し活の経済
効果は凄まじい。推しをきっかけに商品を購入する「推し
消費」は、最近では一つの社会現象として注目されている。

Oshimoa が、Oshimoa が抱える SNS・メディアのユー
ザーへ、推し活女子の購買活動に関するアンケート調査
を行った。44

このアンケートでは、推し活をしている人全体、2 次元推
し（アニメや漫画、ゲーム）と、3 次元推し（アイドルや俳
優など）で結果が分かれているが、本論文はドラマに関し
ての論文であるため、3 次元推しのみについて触れていく。

その調査によると、推しが広告に起用されていたり、
コラボしている商品・サービスを購入した経験がある人
は 90％を超えている。

出典：�PRTIMES（2023/09/30）「 推 し 活 女 子 の 消 費 行 動
を 徹 底 調 査！「 推 し 」 を 起 用 し た 広 告 施 策 の 効 果 と
は？（oshimoa）」（https://prtimes.jp/main/html/rd/
p/000000003.000122459.html）

42	 �ニッセイ基礎研究所（2021/12/15）「2021 年 JC・JK 流行語大賞を総括
する－「第 4 次韓流ブーム」と「推し活」という2 つのキーワード」（https://
www.nli-research.co.jp/report/detail/id=69662?pno=3&site=nli）

43	 �FNN プライムオンライン（2024/09/20）「今や 4 人に 1 人が「推し活」
中市場規模は 8000 億円「仏壇」ならぬ「推し壇」も登場」（https://
www.fnn.jp/articles/-/761069?display=full）

44	 �PRTIMES（2023/09/30）「推し活女子の消費行動を徹底調査！「推し」
を起用した広告施策の効果とは？（oshimoa）」（https://prtimes.jp/
main/html/rd/p/000000003.000122459.html）
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2. Google レンズのCM

Google レンズの広告モデルは、日本でも絶大な人
気を誇る K-pop アイドル・TWICE の日本人メンバー、
MOMO・SANA・MINA だ。3 人が出演する CM では、
帽子やチュロス、ぬいぐるみを、Google レンズを使っ
て調べる様子が映されている。45

先ほどの推し活にも関連する話だが、この 3 人が
Google レンズのアンバサダーを務めることに大きな意
味があると考える。推し活をしている多くの人は、推し
が使用しているものや着用しているものが気になるはず
だ。先ほど取り上げたアンケート調査の他の質問では、
広告起用などは関係なく「推しが利用していたから」と
いう理由で商品・サービスを購入したことがあるという
人は 80% を超えた。　

出典：�PRTIMES（2023/09/30）「 推 し 活 女 子 の 消 費 行 動
を 徹 底 調 査！「 推 し 」 を 起 用 し た 広 告 施 策 の 効 果 と
は？（oshimoa）」（https://prtimes.jp/main/html/rd/
p/000000003.000122459.html）

日本に多くのファンを持ち、日本でも知名度が高いこ
の 3 人がカメラをかざすだけで商品を検索できる機能を
宣伝することで、より推し活に Google レンズが利用で
きると視聴者は考えるだろう。

出典：�Google Japan（2023/11/13）「Google ア プ リ ｜ Google
レ ン ズ 使 っ て み た by MISAMO」（https://youtu.be/
zeCQG6V2v2g?si=eZ-rh6fRp8Ic3eSf）

の広告が含まれています」と記載されており、実際にこの
コンテンツ内では、MUMCHIT の製品を使った CM のよ
うな演出がある。

3. 推し活がプロダクトプレイスメントに及ぼす影響

プロダクトプレイスメントを行う場合、ドラマに出演す
る俳優・アイドルが広告起用されている商品・サービス
がドラマに登場すると考えられる。その場合、アンケー
トの結果から考えると、そのアイドルを推している人の
90% 近くの人が商品・サービスを買うということだ。購
入したことを SNS に載せれば、他のファンの目にも留ま
り、ブランド・商品の認知度拡大にもつながる。「推し消費」
という言葉もあり、アイドルや俳優を推している人にはプ
ロダクトプレイスメントは効果的な広告手法だということ
ができる。また、アイドルたちがウェブバラエティ内で商
品を PR することで、プロダクトプレイスメントに対する
不信感を和らげ、身近なものにしていると考えられる。ま
た、それがドラマ内でのプロダクトプレイスメントを受け
入れられるようになる要因になっているとも考えられる。

プロダクトプレイスメントが増加する要因は、推し活
に関係していることも多い。プロダクトプレイスメント
が徐々に増えてきている理由は、推し活が流行してい
る今の日本にとって、効果的な広告手法であるからだ。
SNS を最も利用する層と、推し活をしている割合が高
い層が同じ若者であるということも、プロダクトプレイ
スメントの増加につながっていると考えられる。

第５節　検索を簡単にする最新技術

1. Google レンズ

Google アプリの機能に「Google レンズ」というも
のがある。これは、スマートフォンのカメラや写真を
使って、目の前のものを検索できる機能だ。商品の名
前がわからなくても、検索したいもの・画像さえあれば、
Googleレンズ機能を使って商品を特定することができる。

例えば、ドラマの主人公が使っているバックが可愛い
が、ブランド名がわからず、検索の仕様がない。そんな
時にこの機能を使えば、そのバックの情報が判明するとと
もに、販売サイトまでたどり着くことができる。この簡易
検索機能の普及は、プロダクトプレイスメントが行われた
商品を視聴者が特定するうえで、非常に便利な機能である。

45	 �Google Japan（2023/11/13）「Google アプリ｜ Google レンズ使っ
て み た by MISAMO」（https://youtu.be/zeCQG6V2v2g?si=eZ-
rh6fRp8Ic3eSf）
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出典：�Instagram Nami 芸能人の美容・ファッション

出典：�Instagram まゆ 大人女子コスメ（@na_beauty）（@otonajoshi_
cosme）

また、2024 年 11 月 17 日には、韓国の人気ガールズ
グループ「aespa（エスパ）」が出演する WebCM が公
開された。4 種類の WebCM が公開され、それぞれ翻訳
機能や Google が開発した、生成 AI の Gemini など推し
活に絡めた Android の機能が紹介されており、Google
レンズの一機能である、かこって検索が紹介されている。

3. 特定班

X（旧：Twitter）では特定班と呼ばれるような人た
ちがいる。推し活においてよく使われ、アイドルの衣装
や小物などを特定する人たちのことをいう。画像検索
機能が誕生したことにより、商品を容易に特定しやすく
なった。K-POP アイドルは韓国から出国する際、報道
陣や多くのファンに囲まれて出国する。普段衣装を着て
いるアイドルの私服姿をみることができ、その姿を写し
た空港写真が話題になる。そして、その際に K-POP ア
イドルが来ていた服を特定し、SNS に投稿する人が多い。
最近は、そのようなファンたちの行動を利用して、空港
でアイドルたちが着用している服が私服のように見えて、
企業と事務所が用意した衣装であることも少なくない。

ドラマのファンにも特定班は存在し、InstagramやX（旧：
Twitter）に投稿しているユーザーがいる。日本のドラマの
衣装を特定するアカウント・投稿はまだ少ないが、韓国ドラ
マの衣装を特定するアカウントは多く存在している。その特
定班が、セレクトショップのアカウントであることもあり、そ
のままその商品の購入ページに飛ぶことが可能な場合もある。

ファッションを真似したいファンにとっては便利な投
稿であり、SNS がプロダクトプレイスメントを共有す
る場であることが表れている投稿である。第 3 章のアン
ケートの結果からこのような投稿を見て、ドラマを視聴
し始める人もいることが判明し、特定アカウントのフォ
ロワー数が多いことも、需要の高さを表している。
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ファッションを真似したいファンにとっては便利な投
稿であり、SNS がプロダクトプレイスメントを共有する
場であることが表れている投稿である。第3章のアンケー
トの結果からこのような投稿を見て、ドラマを視聴し始
める人もいることが判明し、特定アカウントのフォロワー
数が多いことも、需要の高さを表している。

4. 最新技術がプロダクトプレイスメントに及ぼす影響

Google レンズやかこって検索のような簡易検索機能
の普及により、プロダクトプレイスメントで登場した
商品を視聴者が簡単に検索できる環境が整った。また、
Google レンズのプロモーションにおいて大人気アイド
ルをアンバサダーに起用し、CM 内で商品や場所を特定
する具体的な利用法を提示することで、機能の存在を
広く浸透させた。単に機能の認知を高めるだけでなく、
CM の演出はドラマ内のファッションや小物を特定した
いというニーズに応えるものとなっており、これにより
Google レンズの利用シーンが視聴者の日常や趣味に関
連づけられ、ツールとしての価値がより身近に感じられ
るようになった。最新技術はプロダクトプレイスメント
が消費者の購買行動に与える影響力をさらに高めるプラ
スの要素となったと言うことができる。

第 6節　購買行動モデル

第 2 節〜第 5 節までは現在の SNS の利用率や、最新
技術などの若者を取り巻く環境からそれぞれプロダクト
プレイスメントが加速する理由を考察した。第 6 節、そ
して続く第 7 節では人間の認知や行動に関する内面的な
ものに着目して考察していく。

購買行動モデルとは、消費者が商品やサービスを購入
するまでのプロセスを理解するためのフレームワークで、
消費者行動を理解するためのフレームワークとして活用
することができる。時代の変化、ユーザーとの接点の多
様化などを背景にさまざまなモデルが提唱されている。46

消費者が商品やサービスを購入するまでのプロセスを英語
で表し、その各段階の頭文字を取ってモデル名が構成される。

第 3 章で扱ったアンケート調査により、Z 世代がドラ
マ視聴をきっかけに商品に興味を持ち、検索・購入・拡

出典：�Instagram Korean Fashion Catalogue

出典：�Instagram KFASHIONSIN（＠ fashionskorea_）	  
（@kfashionsin）

46	 �PRINCIPLE Company（2023/9/25）「購買行動モデルのご紹介と活
用方法（AIDA から ULSAS まで）」

	 �（https://www.principle-c.com/column/marketing/purchasing-
behavior-models-aida-ulsas- etc/?srsltid=AfmBOopiDhY3yLjEebBY
kMex-KFAT7CyQ1YQCi4r9RpoGViSv_80p6Mv）
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ゴウリカマーケティング株式会社のホームページには
以下のように説明されている。

「	 1 �Attention（認知）…広告やメディアよって商品
やサービスを知る

	 2 �Interest（興味・関心）…商品やサービスなど
に対して興味を抱く

	 3 ��Search（検索）…商品やサービスなどの情報を
インターネットで検索する

	 4 �Action（行動）…商品やサービスを購入する
	 5 �Share（共有）…商品やサービスを購入した結果

についてインターネットで共有する」47

プロダクトプレイスメントを AISAS に当てはめると、
Ａ �主人公の使っている化粧水を見て、商品の存在を知る
Ｉ �プロダクトプレイスメントを通して知った化粧水

に興味を持つ
Ｓ 化粧水の情報をインターネットで調べる
Ａ 化粧水を購入する
Ｓ �購入したことをインターネット上（SNS も含む）で、
「〇〇が使ってた化粧水いい！」と載せる	 	
となる。

これは「プロダクトプレイスメントをきっかけに商品
が気になり検索、その後購入し、それを SNS に載せる
視聴者」の購買行動に当てはまる。

3. SNS 時代の購買行動モデル

SNS 時代の購買行動モデルには、SNS が普及し、消費
者同士が相互に情報発信を行う文化を背景にした購買行動
モデルで、現在の消費者心理を反映しているといえる。47

SNS 時代の購買行動モデルを 2 つ紹介する。

まずは、「SIPS（シップス）」だ。

ゴウリカマーケティング株式会社のホームページには
以下のように説明されている。

「	 1 �Sympathize（共感）…発信者の情報や意見に共
感する

	 2 �Identify（確認）…得られた情報の信頼性を確
認する

	 3 �Participate（参加）…消費者が行動を起こすこ
とで販促活動に参加する

散といった行動を行うことが明らかになった。この結果
を購買行動モデルに当てはめることで、彼らの行動プロ
セスをさらに深掘りし、プロダクトプレイスメントの効
果を具体的に分析していく。

1. マスメディア時代の購買行動モデル

マスメディア時代は、マスメディア（テレビ・新聞・
ラジオ・雑誌）によって、企業から消費者へ一方的かつ
画一的に情報提供がなされていた。

その中に「AIDA（アイダ）」と呼ばれる 1990 年代初
頭に提唱された、最も古典的な購買行動モデルがある。

ゴウリカマーケティング株式会社のホームページには
以下のように説明されている。

「	 1 �Attention（認知）…広告によって商品やサービ
スを知る

	 2 �Interest（興味、関心）…商品やサービスなど
に対して興味を抱く

	 3 �Desire（欲求）…商品やサービスを欲しいと感
じる

	 4 Action（行動）…商品やサービスを購入する」47

プロダクトプレイスメントを AIDA に当てはめると、
Ａ ドラマの食事シーンを見て、商品の存在を知る
Ｉ �プロダクトプレイスメントを通して知った食品に

対して興味を抱く
Ｄ その食品を「欲しい」「食べてみたい」と感じる
Ａ その食品を購入する� となる。

これは「プロダクトプレイスメントをきっかけに商品
が気になり購入した視聴者」の購買行動に当てはまる。

2. インターネット時代の購買行動モデル

インターネット時代の購買行動モデルではインター
ネットの特性を反映して、消費者自らが情報取得を行う
ことを基本に考えられている。47

インターネット時代の購買行動モデルの中に「AISAS
（アイサス）」がある。AISAS は AIDA と違い、インター
ネットの登場により可能となったインターネットで検索
する行動が含まれている。

47	 �ゴウリカマーケティング株式会社（2022/03/03）「購買行動とは？
９のモデル・フレームワークを解説【マーケター必読】」（https://
gourica.co.jp/service/goinsight/goinsight-column/gi-20220225/）
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これは「プロダクトプレイスメントを取り上げた視聴
者の投稿をきっかけに商品が気になり検索、その後購入
し、それを SNS に載せる視聴者」の購買行動に当てはまる。

インターネット時代の購買行動モデルと、SNS 時代
の行動購買モデルは共有するという点は似ている。しか
し、消費者同士が相互に情報発信を行う文化によって
SNS 時代の購買モデル・ULSSAS は商品・サービスを
知るきっかけがユーザーの投稿という点がインターネッ
ト時代の購買行動モデルと変化している点だ。

4. �購買行動モデルがプロダクトプレイスメントに及ぼ
す影響

購買行動モデルは今回挙げた以外にもいくつかあるが、
今回触れた 4 つは、プロダクトプレイスメントの影響を
受けた視聴者に特に当てはまる購買行動モデルとして挙
げることができる。第 3 章のアンケートの結果を見ても、
視聴者の購買行動はこれらの購買行動モデルに当ては
まっていると言うことができる。

購買行動モデルを用いてプロダクトプレイスメントを
加速させる要因を考察した結果、視聴者が商品を購入に
至るプロセスをいくつかのパターンで説明できることが
明らかとなった。

第７節　心理学・神経学からのプロダクトプレイスメント

プロダクトプレイスメントは心理学・神経学の観点か
ら見ると、どんな効果・影響があるのかを検証していく。

1. ミラーニューロン

プロダクトプレイスメントの効果に大きく関係してく
るのが「共感」する気持ちだ。主人公が美味しそうに食
べている様子を見て、自分もその料理を食べたいと思う
気持ちには、主人公に対して「共感」する思いがあるか
らこそ生まれる感情である。

他の人を見ているだけで、自分もその行動をしたかのよ
うに反応する大脳にある神経細胞群のことを「ミラーニュー
ロン」といい、共感能力の基盤と考えられている。48 このミ

	 4 �Share ＆ Spread（共有・拡散）…参加したこと
を共有・拡散する

プロダクトプレイスメントを SIPS に当てはめると、
Ｓ �主人公が使用するバッグを見て「この商品、いいな」

と感じる 
Ｉ �プロダクトプレイスメントを通して知ったバッグ

を検索する
Ｐ そのバッグを購入する
Ｓ �購入したことを SNS に「○○がドラマで使ってた

バッグ買った！」などと投稿する
� となる。

これは「プロダクトプレイスメントをきっかけに商品
が気になり検索、その後購入し、それを SNS に載せる
視聴者」の購買行動に当てはまる。

次に「ULSSAS」だ。ULSSAS は 2019 年に提唱され、
SIPS に比べると比較的新しい購買行動モデルである。

ゴウリカマーケティング株式会社のホームページには
以下のように説明されている。

「	 1 �UGC（ユーザー投稿コンテンツ）…消費者の投
稿によって商品・サービスを知る

	 2 �Like…SNS で気になる投稿に「いいね！」をす
る

	 3 �Search 1（SNS 検索）…SNS で商品・サービス
を検索する

	 4 �Search 2（Google/Yahoo! 検索）…検索エンジ
ンで商品・サービスを検索する

	 5 Action（行動）…商品やサービスを購入する
	 6 �Spread（拡散）…商品やサービスを購入した結

果について SNS で拡散する
※UGCはUser Generated Contentの略

プロダクトプレイスメントを ULSSAS に当てはめると、
Ｕ �Instagram でのドラマファンの投稿を通じて、主

役が着用していた服を知る。
Ｌ その投稿に「いいね！」をする
Ｓ SNS でその服を検索する
Ｓ Google でその服を検索する
Ａ その服を購入する
Ｓ �購入したことをドラマのハッシュタグをつけて投

稿する� となる。

48	 �葛西俊治 日本人間性心理学会 人間性心理学研究 第 31 巻第 1 号
（2013）「特集 1: 第 31 回大会 : 理事会企画

	 �シンポジウム : 身体について考えよう 身体性について考える―優先
情報チャンネルとミラー・ニューロン」
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主人公が仕事に追われ、食事をゆっくり取る時間がな
い状況で、レンジで簡単に調理できる食品を食べる場面
がある。この場面では、主人公が「簡単に準備できるの
に本格的な味わいで美味しい」と述べることで、視聴者
にその食品が手軽でありながら質の高い商品であるとい
う印象を与える。主人公の状況が食品の便利さを際立た
せ、同時に主人公のセリフが味や品質に対する肯定的な
印象をもたらす。視聴者はその食品を、日常生活の中で
自分をサポートしてくれる、実用的かつ満足感を得られ
る商品として認識しやすくなり、購買意欲が高まる。

4. ストーリーテリング

ストーリーテリングとは、情報やメッセージを聞き手
に印象づけたりする目的で、体験談やエピソード、既存
の物語などを利用して伝える手法である。52

人間の脳と物語には深い関係があり、スタンフォー
ド大学経営大学院の教授で行動科学者のジェニファー・
アーカー氏によれば、事実や数字だけの説明よりも、ス
トーリーに織り込んで説明することで最大 22 倍記憶に
残りやすいと述べている。53

先ほどの文脈効果と似ているように感じるが、違いと
しては、文脈効果は商品が登場する背景やシチュエー
ション、ストーリーテリングは物語の流れや登場人物の
行動によって、対象物の知覚・認知が変化する。

高級ホテルの社長が主人公のドラマの中で、主人公が
客室へのコーヒーメーカーの設置を検討する場面がある。
このシーンでは、社長が会議で参加者とコーヒーメーカー
で淹れたコーヒーを飲みながら、そのコーヒーメーカーが
客室に合う理由を語ることで、視聴者に商品の価値や特
徴を強調する。この描写により、視聴者はそのコーヒーメー
カーを「主人公が目指す理想のホテルにマッチする、質
が高く、上品な味わいで高級感のある製品」と認識しや
すくなる。物語を通じて、商品が視聴者の感情や価値観
に深く結びつき、この商品に高級感や信頼感が付与される。

5. 心理現象がプロダクトプレイスメントに及ぼす影響

ミラーニューロンの活性化やハロー効果、文脈効果、

ラーニューロンによって、視聴者がドラマで見た商品・サー
ビスの使用シーンを、自分の体験として擬似的に感じ、そ
の商品への興味や購買意欲が高まると考えられる。

韓国ドラマにおける会食シーンでは、登場人物たちが
韓国料理を囲みながら、緑の瓶の焼酎を飲む描写がしば
しば見られる。このようなプロダクトプレイスメントは、
視聴者に対し焼酎を飲む行為そのものや、韓国料理を楽
しむシチュエーションへの共感を呼び起こす。特に、視
聴者がドラマのキャラクターの行動を観察する際、ミ
ラーニューロンが活性化し、自分がその場で同じ行動を
しているかのような感覚を生み出すと考えられる。これ
により、視聴者は焼酎を飲む行為や韓国料理を囲む体験
に対して魅力を感じ、自らも同様の行動を試したいと購
買意欲が高まると考えられる。

このようなミラーニューロンをはじめとした脳科学の知見
を活用して消費者の心理や行動原理を分析し、マーケティ
ング施策の立案に役立てる手法をニューロマーケティングと
いい、次世代型のマーケティングとして注目を浴びている。49

2. ハロー効果

ハロー効果とは対象を評価する際、その対象が持つ顕
著な特徴に印象が引きずられてしまうことで対象の評価
が歪んでしまう心理現象で、認知バイアスと呼ばれるも
のの 1 つである。50

例えば、効果が不明確なスキンケア用品であっても、
美しい女優がその製品を使用する描写がドラマに含まれ
ることで、視聴者はその製品に信頼感を抱き、効果があ
ると感じやすくなる。また、女優の外見的な美しさが製
品の価値と直接結びつきやすい。

3. 文脈効果

文脈効果とは、文章や音、風景などの周囲の情報や前
後関係によって、対象物の知覚・認知が変化する現象の
ことである。51

49	 �GMO RESEARCH&AI（2022/08/19）「ニューロマーケティングとは？
メリットや問題点、活用事例を解説」

	 （https://gmo-research.ai/research-column/neuro-marketing）
50	 �一般社団法人 日本経営心理士協会（閲覧日 2024/12/23）「ハロー効果」
	 （https://keiei-shinri.or.jp/word/ ハロー効果 /）
51	 �池田まさみ・森津太子・高比良美詠子・宮本康司（2020）「文脈効果 

錯思コレクション 100」
	 �（https://www.jumonji-u.ac.jp/sscs/ikeda/cognitive_bias/cate_d/d_01.html）

52	 � ミライイ（閲覧日 2024/12/22）「ストーリーテリングとは？意味、
やり方、ビジネスでの活用事例を紹介」

	 （https://www.hrpro.co.jp/miraii/post-1419/）
53	 �LEAN IN（ 閲 覧 日 2024/12/22）「How to Use Stories to Win Over 

Others」（https://leanin.org/education/harnessing-the-power-of-stories#!）
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が本格的なビジネスとして確立している。
海外では、Netflix オリジナルシリーズ『クイーンズ・

ギャンビット』（2020）の影響で、チェスセットの売り
上げが前年から約 215% 増加し、大ヒットドラマ『太陽
の末裔』（2016）では、プロダクトプレイスメントによ
り平均の約 3 倍となる売り上げを記録した。また、日
本では ANA 全面協力のもと撮影が行われた『GOOD 
LUCK !!』（2003）の影響で、航空業界への志望者も激
増し、女性整備士が増加した。また、『海のはじまり』

（2024）では、河出書房新書が出版する絵本『くまとや
まねこ』（2008）や、豊島屋の「鳩サブレー」が登場
し、放送後に大きな反響を呼んだ。『くまとやまねこ』は、
Amazon ランキング 1 位を獲得し、重版が決定。「鳩サ
ブレー」は公式サイトのサーバーがダウンし、来店者数
も増加した。国内外でプロダクトプレイスメントの効果
が顕著に表れている。

『西部警察』（1979）で日産自動車が提供する車が登
場し、日本のテレビドラマで最も有名なプロダクトプレ
イスメント事例として知られている。300 年前にも歌舞
伎では似たような広告手法が使われており、日本人には
馴染み深い手法であることが判明した。300 年前から馴
染みのある手法は、日本のテレビドラマにおいて 2000
年以前は盛んに行われていたものの、一時衰退し、2010
年代後半から再び増加している。

第 2 章では、日本の法律や放送基準をもとに、日本に
おけるプロダクトプレイスメントを行う際に直面する可
能性のある問題や、関連するルールや障壁について調査
した。現行の放送制度では、対価を得ないで行う場合に
は規制はされていないが、過度な露出によって視聴者に
誤解を与える場合は規制対象となる可能性がある。配信
の場合も規制されていない。対価を得て行う場合は放送
法第 12 条に基づき規制されているが、現状では放送法
におけるプロダクトプレイスメントの規定が曖昧である
ため、解釈の違いやグレーゾーンが存在している点が課
題となっている。放送法や放送基準には「放送と広告を
明確に識別する」旨が再三記されており、実際、過去に
は番組と広告の区別が不十分であったことから、BPO
で審議が行われた事例も存在し、プロダクトプレイスメ
ントを行う際には、視聴者が広告と認識できるかが重要
であると考えられる。

プロダクトプレイスメントが主流の広告手法となって
いる韓国では、放送法によりプロダクトプレイスメント
に関する詳細なルールが定められており、これが広告ビ
ジネスとして確立される基盤となっている。一方で、日

ストーリーテリングといった心理学的現象によって、プ
ロダクトプレイスメントが心理的に非常に効果的な広告
手法であることも明らかになった。

これまで、心理学・神経学の観点からプロダクトプレ
イスメントを研究した例はほとんどないが、今回の研究
により、これら 4 つの現象は、プロダクトプレイスメン
トが視聴者の購買行動に与える影響を解明する鍵となる
ことが判明した。

プロダクトプレイスメントの長所に触れ、企業側・制
作側にも収益以外のメリットがあることがわかった。多
角的な面から、プロダクトプレイスメントが消費者に与
える影響を検証し、プロダクトプレイスメントが加速す
る原因を調べた。技術の発展や推し活といった若者を取
り巻く環境に加え、購買行動モデルや心理学・神経学と
いった内面的な観点からプロダクトプレイスメントの影
響を検証した。その結果、プロダクトプレイスメントが
現代の若者に効果的な広告手法であることを裏付ける知
見が得られ、プロダクトプレイスメントの影響を受けや
すく、その効果が十分に発揮される条件が整っているこ
とが明らかとなった。

おわりに

本研究では「俳優と同じものを使いたい、同じものを
食べたい、ドラマの世界に近づきたいという視聴者の願
望をごく自然に叶えるプロダクトプレイスメントとい
う広告手法は、現代の SNS 時代において従来のテレビ
CM より効果的なのではないか。テレビ CM の効果が疑
われつつある現在、広告主や放送局もプロダクトプレイ
スメントという手法を再評価しつつあると考えられるの
ではないか。」という仮説をもとに研究をしてきた。

第 1 章では、プロダクトプレイスメントの歴史、事例、
市場規模、国内外の効果について調べた。プロダクトプ
レイスメントの起源は諸説あるが、1890 年代後半にユ
ニリーバがリュミエール兄弟制作の映画に自社商品を登
場させたことが始まりだと言われている。この手法は映
画『E.T.』（1982）でハーシー社のチョコレートが登場
し、売り上げが大きく伸びたことで世界中に広まり、広
告ツールとして認知されるようになった。

2019 年の市場規模は 205.7 億ドルに達し、2011 年か
ら 2019 年の 8 年間で約 2.8 倍に成長し、2024 年には世
界市場規模が 294.2 億ドルから 329.4 億ドルに拡大する
と予測されている。海外ではプロダクトプレイスメント
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プレイスメントに不快感を感じる人もいた。プロダクト
プレイスメントが行われた商品に対して不快感を抱きつ
つも、つい気になって検索してしまう心理が働いている
と考えられる。

さらに、視聴したドラマから影響を受け、登場人物
の真似をして SNS に投稿する事例が見られた。少数で
はあるが、中には未視聴ドラマのファンの投稿から影
響を受け、真似をした様子を SNS に投稿する人もいた。
SNS のアルゴリズムによってユーザーの嗜好に基づい
た情報が表示されるため、興味のあるスタイルに似た登
場人物のファッションが表示されることが要因と考えら
れる。このように、視聴の有無に関わらず、ドラマはラ
イフスタイルに影響を及ぼし、インフルエンサーではな
い一般視聴者による SNS 投稿も、商品やサービスへの
関心を高める材料となっていることがわかった。

アンケートから、ドラマを見た視聴者が真似をした
り、ファッションをまとめたりした投稿を、ドラマ未視
聴の SNS ユーザーが見る→その投稿をきっかけにユー
ザーがドラマを気になって視聴する→ドラマを視聴後、
真似をした様子を SNS に投稿する→それがまた違う未
視聴ユーザーの目に留まるといったサイクルが生まれて
いることが明らかとなった。SNS は、プロダクトプレ
イスメントが行われた商品を共有・探求する場として機
能すると同時に、ドラマの視聴のきっかけにもなってい
る。特に、ドラマそのものではなく、関連するファンの
投稿がきっかけで視聴を始めるケースも多く、SNS が
プロダクトプレイスメントと密接に関係していることが
わかった。

第 4 章では、まずプロダクトプレイスメントの長所に
触れ、CM が見られなくなっている現状や、実在する商
品が登場することでドラマのクオリティが上がることか
ら、広告主・制作側に収益以外の、メリットがあること
がわかった。

また、プロダクトプレイスメントが若者に与える影響
を多角的に検証し、増加している理由を分析した。

増加する要因として若者の SNS の利用率、OTT の
普及、推し活文化、技術の発展などが挙げられる。Z 世
代の SNS の利用率は 60％を超え、SNS で情報を収集し、
第三者の口コミやレビューを購買意思決定に活用する傾
向も確認された。若者の約7 割が SNSコンテンツをきっ
かけに商品やサービスを購入した経験があると回答して
いる。加えて、SNS を通じて視聴したテレビ番組が購買
行動に影響を与えることから、SNS とテレビは相互に作
用していることが考えられる。第 3 章で行ったアンケー

本では「どの程度の収益が見込めるのか」「ルール整備
のための労力に見合うのか」との意見があり、現時点で
はプロダクトプレイスメントが広告ビジネスとして確立
される状況には至っていない。

ドラマの制作現場ではスポンサーとの協議のもと、視
聴者に誤解を与えないよう商品を自然に取り入れる工夫
がなされており、広告主・制作・視聴者にとって、お互
いにプラスになれるよう、限られたルールの中でドラマ
のクオリティを高めている。

第 3 章では、10 代・20 代を対象に独自のアンケート
を実施し、若者とプロダクトプレイスメントの関係につ
いて調査を行った。

アンケートの結果、プロダクトプレイスメント・間接
広告ともに知名度・認知度が高いとは言えないことがわ
かった。しかし、大多数の人が実際に実在する商品が登
場する描写を見た経験があり、近年プロダクトプレイス
メントが増加していることがその背景にあると考えられ
る。また、実際のプロダクトプレイスメントが行われた
シーンに対して「不快感を感じない」と回答した人が大
半を占め、その理由として「ドラマに現実味が生まれる」

「ドラマとの距離が近く感じられる」「食べているものが
わかるから」といった意見が挙げられた。一方で「あか
らさまだから」といった理由から不快感を抱く人も一定
数おり、過度な露出は嫌悪感を生む可能性があることが
明らかになった。また「無感情」「何も感じない」といっ
た中立的な意見を持つ人もおり、プロダクトプレイスメ
ントに対する受け止め方は様々であることがわかった。

以上の調査結果から、実在する商品がドラマに登場す
ることで、視聴者がドラマの世界と現実世界との距離感
を縮め、共感や興味を引き起こす効果があることがわ
かった。プロダクトプレイスメントは視聴者にとってド
ラマがより身近なものとなる役割を果たしており、仮説
通り「ドラマの世界に近づきたい」「俳優と同じものを
使いたい」といった彼らの願望を叶える広告手法だとい
うことができると結論づけられる。

プロダクトプレイスメントが行われた商品を調べる際
に SNS が役立ったと回答した人が多く、制作側ではな
く第三者の SNS での投稿を通じて商品情報を得るケー
スが一般的であった。実際にプロダクトプレイスメント
が行われた商品を購入した人は、調べた経験がある人の
半数程度であり、プロダクトプレイスメントが必ずしも
購買行動につながるわけではないことがわかる。しかし、
購買に繋がらずとも、ブランドの認知度を拡大すること
ができる。また、調べた経験がある一方で、プロダクト
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2010 年代後半からプロダクトプレイスメントが徐々に
増えてきたのは、プロダクトプレイスメントの効果が高
まる環境に大きく変化したからである。

また、若者の視聴者がドラマに望んでいるものは「現
実味」や「ドラマの世界と現実世界の近さ」であり、実
在する商品の登場は、視聴者にとってドラマをより身近
なものとする役割を果たしている。プロダクトプレイス
メントは「ドラマの世界に近づきたい」「俳優と同じも
のを使いたい」といった彼らの願望を叶える広告手法だ
といえる。

プロダクトプレイスメントの影響は視聴者だけに現れ
るものではない。

制作側は、実在する商品が登場することでドラマのリ
アリティが増す。また、SNS でプロダクトプレイスメ
ントが行われた商品が拡散されれば、商品の認知度だけ
でなく、ドラマ自体の認知度を拡大することができ、視
聴者の獲得もできる。日本でビジネスとして確立されれ
ば、制作費の拡大が見込め、質の高い作品が制作できる
ようになる。

広告主は、現在のテレビ CM の視聴状況を考えると、
プロダクトプレイスメントは費用対効果が高い。ファン
によって SNS で拡散されれば商品が多くの人の目に触
れる。OTT でプロダクトプレイメントにのせて商品を
国内外に具体的な利用法を提示しながら広告すれば、世
界的にブランドの認知度を向上させ、視聴者の購買意欲
を高められる。また、新商品のプロモーションの場にも
なりうる。物語に合わせて魅力を伝え、さらに商品の新
たな価値の提供を行うことも可能だ。

昔よりもプロダクトプレイスメントがより効果的な環境
へと大きく変化しているため、今の状況でプロダクトプレ
イスメントを行えば、視聴者・制作・広告主、三者それ
ぞれにメリットがあることが明らかとなった。それらが相
互的に作用することで大きな効果を生み出し、プロダクト
プレイスメントの再評価に繋がっていると結論づける。

本研究を通じて、プロダクトプレイスメントに関する
研究が日本ではまだ十分にされていないことが確認され
た。法整備が行われ、ビジネスとして確立すれば、収益
の拡大につながり、日本のドラマ産業の発展が期待でき
る。また、プロダクトプレイメントにのせて、日本の製
品をアピールすることができれば、世界に日本の文化や
ライフスタイルを発信するチャンスにもなる。本研究が
プロダクトプレイスメントの効果を裏付けるものとなっ
たため、いち早く法整備が行われることを願っている。

トでも SNS でのファンの投稿をきっかけに番組を見始
めた経験がある人がおり、この考えは正しいといえる。

技術の発展もプロダクトプレイスメントの追い風と
なっている。HDD レコーダーや OTT の登場により、
CM を見ない視聴者が増加しており、ドラマの劇中で商
品を宣伝するプロダクトプレイスメントは、CM の代替と
なるのではないかと考えられる。OTT の広告料やライセ
ンス料が収益を拡大させる中、AI を活用した CG 合成広
告や配信ビジネスなどの新しいビジネスが誕生している。

さらに、簡易検索機能の普及により、視聴者がプロダ
クトプレイスメントで登場した商品を簡単に特定・検索
できる環境が整備された。また、若者の間で推し活文化
が普及しており、推しが使用する商品への関心が高いこ
とから、アイドルの動画内でもプロダクトプレイスメン
トが行われており、この広告手法を受け入れやすくなっ
ている。これらの現代の若者を取り巻く環境がプロダク
トプレイスメントを増加させている要因になっていると
結論づけられる。

購買行動モデルや心理学・神経学の観点から、プロダ
クトプレイスメントが与える影響のメカニズムが解明さ
れた。ミラーニューロンやハロー効果といった心理的現
象が消費者の購買意欲を刺激する仕組みが明らかとなり、
視聴者が商品を購入するまでのプロセスをいくつかの購
買行動モデルで説明することが可能となった。これまで
心理学・神経学の観点からプロダクトプレイスメントを
研究した例は少なかったが、本研究により、購買行動に
与える影響を深く理解する手がかりが得られた。

これらの若者を取り巻く環境と内面的なものが複合的
に作用し、プロダクトプレイスメントは現代の若者に
とって効果的な広告手法であることが示された。

HDD レコーダーの登場や OTT の普及により、CM
を見ない視聴者が増加し、昨今テレビ CM の効果が疑
われつつある。近年、海外ではドラマの劇中で商品を宣
伝するプロダクトプレイスメントが大きな注目を帯びて
おり、規模も拡大している。

一時衰退した手法が、なぜ再び増加しているのか、そ
の影響や視聴者へのメリットについて研究を行った。

その結果、日本ではプロダクトプレイスメントがビジ
ネスとして確立されていないことから、収益目的だけで
はなく、それ以上の効果が期待できるために増加してい
ると結論づける。SNS、技術の発展、若者のカルチャー
といった現代の若者を取り巻く環境や、心理学や購買行
動モデルといった内面的なものがさらにプロダクトプレ
イスメントの効果を高めていると断定することができる。
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今回は、プロダクトプレイスメントと SNS の使用に
関係性があると考え、SNS に親和性の高い Z 世代を対
象に行ったが、もう一度研究する機会があれば、全世代
を対象にして研究してみたい。また、プロダクトプレイ
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この心理は「憧れ」にも通ずるものがあるように思う。
自分にはない可愛さ・かっこよさを持っているから、自
分にはない思考回路や強靭なメンタルを持っているから、
自分にはない価値観や考え方を持っているから、人は誰
かに憧れを抱くのではないだろうか。

ここで新たな疑問が生まれる。それは、「憧れ」と「尊
敬」の違いである。上述した心理は、「尊敬」にも当て
はまってしまうのではないだろうか。「憧れ」と「尊敬」
の決定的な差異とは何なのだろうか。

武藤（2016）*2 はこの両者の感情について分析したう
えで、二つの感情の間では、欲求の種類や強度が異なっ
ていると述べている。まず「憧れ」の場合、親和的欲求
が高い傾向がある。一方で「尊敬・敬意」では、模範的
な欲求や相手からの承認欲求が高い傾向がある。すなわ
ち、「尊敬」の方がその人のことを敬ったうえで、お手
本にしたい、認めてほしいと思う感情が強いということ
である。両者とも非常に似た感情ではあるが、その人を
尊んで敬う気持ちがあるかどうかで「憧れ」と「尊敬」
に分類できるのではないかと考えられる。また、「尊敬」
は単に感心するだけで完結しているのに対して、「憧れ」
の場合は、感心に加えて、その人に近づくために努力を
しよう、などのように、意思と行動も伴うことが多い。
つまり、「憧れ」の感情の中に「尊敬」が内包されてい
るケース、また「尊敬」が転じて「憧れ」の感情になる
ケースもあるのではないだろうか。

ここまできて、ある仮説に至った。それは、「憧れ」
はロールモデルタイプの一つとして分類できるのではな
いかということである。これについて溝口・溝上はロー
ルモデルを以下のように定義している *3。

 �「親、教師、上司やメンターのような、個人が模範す
べき手本を提供する影響のある人」や、「（個人的に）
成功への動機づけと道筋を提供する、同一化と学習
の対象となる手本である人」、「何かを行い、称賛に
値する者になることで、人生における学業とキャリ
ア（職業）についての決定を与えた人」と理解され
ている。

つまり、ロールモデルとは、模倣する対象であると同
時に、行動や意思決定に対して様々な影響を与える人物

はじめに 

「憧れ」とは、一体どのような感情なのだろうか。
例えば、好きな異性のアイドルについて聞かれたとき、

「イケメンで、かっこよくて、好きなんです」というよ
うに答える人と、「彼にはずっと憧れていて……」とい
うように答える人がいる。両者も大きなくくりで見れば、

「そのアイドルのことが好き」と言っていることに変わ
りないのだが、感情を細かく分析してゆくと、そこには
差異があるのではないだろうか。

このことについて考え始めた際、まず初めに疑問に
なったことがある。それは、「異性に憧れるとはどうい
う感情なのだろうか？」ということである。思うに、「憧
れる」ということは、その人に近づきたい、その人にな
りたいということ。女の子が女優やモデルのスタイルに
憧れてダイエットをしたり、男の子がロックバンドに憧
れて学校帰りにギターショップに寄ってみたりなどだ。
これに関しては十分に理解できる。しかし、異性に憧れ
るとなると、その人の何に惹かれ、何を目的として憧れ
ているのだろうか。イケメンジャニーズアイドルに憧れ
ている女の子は、彼らのようなメンズファッションを習
得したいと思っているのだろうか。もちろん中にはその
ような人もいるかもしれないが、大半はそうではないだ
ろう。女性アイドルに憧れる男の子の場合もまた然りで
ある。

では、彼らは何に対し、どのような感情で「憧れてい
る」と言っているのだろうか。

まず第一に考えられるのは、その人の内面・性格に対
してである。コミュニケーション能力に長けていたり、
努力家だったりなど、その人のパーソナルな一面に対し
てならば、同性・異性関係なく憧れの感情を抱くことも
あり得るだろう。

推し活の心理的効果についてまとめられた記事で、心
理カウンセラーである浮世は、単に良いところがたくさ
んあるのではなく、自分がコンプレックスに思っている
ことをクリアしている人、自分がなりたい姿・要素を持っ
ている人に惹かれる傾向にあると述べている *1。世の中
には魅力的な人はたくさんいるが、人によってコンプ
レックスや、なりたい姿は千差万別である。だから、推
しメンは人それぞれになるのである。

上記の記事は推しを題材としてまとめられているが、

1	 �https://www.nhk.or.jp/minplus/0100/topic011.html	 	
NHK　みんなの声（2022/11/02 作成）　“ 推し活の心理的効果は？心
理カウンセラーが語る【あさイチ】”　イノウエ　2024/12/24　情報
取得

2	 �武藤世良　尊敬関連感情の行為傾向―大学生の感情エピソードに着
目した検討―　心理学研究 2016 年

3	 �https://doi.org/10.20688/jsyap.32.1_17	 	
溝口　大学生のキャリア発達とロールモデルタイプの関係―ロール
モデル尺度（RMS）の開発の試み―　青年心理学研究　2020 年 32 巻
1 号 p. 17-36
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であるといえる。
「〇〇さんに憧れて、この職業を目指しました」とい

う人をよく見かける。まさにこれは、憧れの人に行動や
意思決定に対して様々な影響を与えられたといえるので
はないだろうか。

また、同研究では、なぜロールモデルが必要なのかと
いうことにも触れられている。近年の若者（特に大学生）
は日常生活やライフコースの個人化や、価値観の多様化
が進む中で、自分の将来像を見出すことが困難になると
ともに自分自身の責任でキャリアを形成しなければなら
なくなるため、ロールモデルは将来の生き方や職業生活
を送る中での拠り所の役割がある。これは、「憧れ」と
合致する部分が多い。「憧れのあの人なら、このような
時はこう行動するだろう」という思考は、その人の中で
一種の拠り所となっているといえるだろう。

つまりロールモデルとは、模倣する対象ということに
加え、自分の行動・意思決定の領域にまで影響を与える
可能性がある存在ということである。そして、「憧れ」
の感情がきっかけとなったロールモデルは、特にこの傾
向が強いのではないだろうか。「憧れのようになりたい」
と思った場合、その人に近づくには、その人だったらど
う行動しているか、を考えるからである。

しかし、これは必ずしも良い影響だけはない。確か
に「憧れ」は自分を成長させてくれるきっかけであるが、
それと同時に自分の可能性や行動・意思の決定に無意
識に上限を設けしまう存在だからである。昨年の WBC
で、大谷翔平選手は対アメリカ戦の前、「憧れるのをや
めましょう」と発言し、話題になった。この言葉は、大
リーグの選手たち、あるいは大リーグ自体への憧れが日
本選手の中に確かにあり、おそらくは彼らが高みを目指
す原動力の一部にあったことを示唆すると同時に、「憧
れ」に潜む心理的な上下関係をはっきりと示している。
勝つためには憧れを捨てなくてはならないのだ。確かに
憧れの人を自分の中で絶対的な存在として位置づけて行
動、価値観などを模倣していけば、その人に追いつくこ
とはできるかもしれない。しかし、追い越すことはでき
ない。そして、独自性が生まれない。「憧れ」は、自分
を成長させるための目標の一つであり、通過点でしかな
いのである。だからこそ、成功している人は、仮にその
きっかけが憧れだったとしても、その人に影響されっぱ
なしなのではなく、どこかで憧れの存在を乗り越える瞬
間があったのではないだろうか。

自分にはないものを持っているから人は誰かに憧れを
抱くのではないかと述べたが、もしかしたらこれが「憧
れ」の本質であり、結論を導き出すための重要な糸口な

のかもしれない。人は、その人にしかない唯一無二の魅
力を感じたからこそ、憧れを抱く。「憧れ」とは、自分
も唯一無二の特徴・魅力を持った存在になりたいという
欲求、そして自分でも自覚していないある種のコンプ
レックスの表れなのではないだろうか。唯一無二の魅力
が欲しいからこそ、人は誰かを「憧れの人」と位置づけ、
そこに近づこうとする。しかし、それは結果的にその人
の模倣でしかなく、独自性は失われている。だからこそ、
人は「憧れ」を乗り越える必要があるのである。つまり、

「憧れ」という感情は、克服、あるいは昇華していかな
ければならない存在なのかもしれない。

本論文では、「憧れ」という感情の本質について考察
していく。それを踏まえたうえで、「憧れ」が人々の心
理や行動にどのように影響を与え、自分らしさの確立へ
つながっていくのかを考えていきたい。

第一章　憧れの定義とその他の感情との違い

第一章では、憧れの定義を考えていく。なお、本論文
で扱うのは、対人関係における「憧れ」の感情のみに限
定する。また、尊敬や羨望など、憧れと似た感情との類
似点・相違点を明らかにすることで、憧れという感情の
本質についても考えていく。類似した感情として、「尊敬」
と「嫉妬」が挙げられる。本章では、この二つをそれぞ
れ比較していく。

第一節　「憧れ」の定義

まず、憧れという感情の定義について考えていく。新
明解国語辞典 *4 で「憧れる」と調べると、「理想的な存
在とする人や職業に心が強く惹かれ、会って見たい、近
づきになりたい（出来ることなら自分もそうなりたい）
と切に望む。」と書かれている。「憧れの人」を挙げる際、
その対象に強く引かれているということに加えて、この
人のようになりたい、この人のこの部分を見習いたいと
いうような感情も含まれているだろう。これに対し木
村 *5 は、「憧れ」とは「憧れた対象の要素を自分にも取
り入れること」も含むものであると述べている。これを
踏まえて本稿では、「憧れ」には単なる「心が引かれる」
という感情だけではなく、「こうなりたい」という願望
も暗に含まれているものと定義する。

4	 �山田忠雄（2011）『新明解国語辞典』, 三省堂 , p. 18
5	 �https://open.shonan.bunkyo.ac.jp/hiyoshiclass/survey3/2018/3_

kimura.pdf
	 木村由紀子　憧れと自己肯定感の関係性　文教大学
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的な存在は目まぐるしく変化し、人々はそれを取り入れ
たり、真似をしたりする。これは、単にそれが好きとい
うことだけではなく、「流行に乗り遅れたくない、みん
なと同じものを好きでいたい」という心理も働いている
ように思える。これこそが親和的欲求なのではないだろ
うか。友人間やコミュニティ内、ないしは世の中全体で
共通のものや人を「憧れ」として位置づけることで、一
つの「目指すべきもの」が定まり、安心感を得やすいと
いうことである。

以上を踏まえると、「尊敬」はあくまで相手を認めて
感心するだけで完結しているのに対して、「憧れ」は感
心するとともに、その相手に近づこうとしたり、真似し
ようとしたりなどの行動も伴うということが分かる。ま
た、「憧れ」の場合はそこに加えて同調欲求の心理も働
くといえるだろう。

第三節　「憧れ」と「嫉妬」

「憧れ」は相手が優れていると認めるとともに、自分
もそのようになりたいと思っている状態であるが、仮に
同じように相手が優れていても、それを素直に認められ
ない場合、それは「嫉妬」という感情になる。この二つ
は一見正反対の感情に思えるが、元を辿っていくと紙一
重なものなのかもしれない。そこでここでは「嫉妬」に
ついて考えていく。

新明解国語辞典 *9 では「それまで抱いていた優越感・
愛情・独占感が突如他にしのがれるようになったことに
気づいた時に感じる、ねたみの気持ち。ジェラシー」と
ある。相手を自分より優れていると位置づけているのは

「憧れ」と同じであるが、重要なのはそれを自分自身が
納得してるか否かである。「憧れ」の場合は相手のこと
を認め、理想の人物として位置付けるのに対し、「嫉妬」
では相手のことを認めず、負の感情を抱いている。両者
とも、内心では自分よりも優れていると理解している
にも関わらず、なぜこのような違いが生じるのだろう
か。「憧れ」と「嫉妬」についてまとめられた記事 *10 で
は、憧れは自分よりも遠いものや人に対して起こりやす
く、嫉妬は自分とごく近いものや人に対して起こりやす
いと考えることができる、とある。嫉妬は必ずしも身近
な人物だけではなく、自分が一方的に知っている相手に
対しても抱く場合もあるため、この場合の「近い」とは、

第二節　�「憧れ」と「尊敬」

憧れと似た感情として、尊敬が挙げられる。新明解国
語辞典 *6 では、「尊敬」は「その人の言動・業績の中に
非凡な点の有ることを認め、自他の模範に足る存在とし
て仰ぎ見ること。」とある。また、「尊敬」と類似した感
情として「敬意」と「リスペクト」がある。ここで「憧
れ」と比較をする前に、この三つの感情の違いを明らか
にしておきたい。坂本（2019）*7 によると、「尊敬」は
主に人に対して、その人がすばらしい、敬服すべき存在
であると感じることだと述べている。加えて「尊敬」の
対象となる人物は、自分より目上の存在である場合が多
く、行動、言動がすばらしいものだと感じられ、「仰ぎ
見る存在である」と思うような場合に多く働くとも述べ
ている。一方で「敬意」に関しては、こちらも主に人に
対して持つ感情で、その相手を大事に思う、尊重すると
いうような意味で用いられると述べている。そして、両
者を比較したうえで、相手に対する気持ちとしては、「敬
意」は「尊敬」ほど重くないとしている。しかし、辞書
で「敬意」と調べると「相手に対する尊敬の気持ち」と
あるため、「尊敬」ほど強くはないものの、敬う感情も
含まれていると考えられる。本節での目的はあくまで「尊
敬」と「憧れ」の感情の比較であるため、ここでは、「相
手を敬う気持ち」という大きな括りで、「尊敬」と「敬意」
をほぼ同義として扱っていく。

第一節で示した「憧れ」の定義を踏まえると、「尊敬」
と「憧れ」は「相手の人格や実力を認め、高く評価して
いる」という部分が共通しているといえる。その一方
で「尊敬」は「相手を敬う」という意味があるのに対し、

「憧れ」にはそれが無い。ここから、両者とも相手に対
してポジティブな印象を抱いているということは共通し
ているものの、そこから派生する感情や欲求が異なるの
ではないかということが予測できる。これについて武藤

（2016）*8 は、「敬意」では模範的欲求や相手からの承認
欲求が特に高いのに対して、「憧れ」では親和的欲求が
高い傾向にあると述べている。すなわち、尊敬は相手を
一つの手本として敬うとともに、相手から認めてほしい
という欲求が高い傾向があるということである。一方で
憧れは、親和的欲求、つまり誰かと一緒にいたい、どこ
かに所属していたいというような欲求が高いということ
である。時代によって、流行のファッションやアイコン

6	 注３参照　p. 875
7	 �坂本惠（2019）　「丁寧」「配慮」「尊敬」「尊重」　待遇コミュニケーショ

ン研究 16―特別寄稿―
8	 注２参照

9	 �注 5 参照　p. 637
10	 �https://mdpr.jp/other/detail/1303819#google_vignette
	 �modelpress　2013/11/29　“憧れと嫉妬の心理は同じ「遠い存在への

嫉妬＝憧れ」”　2024/05/23　情報取得
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妬感情が生まれにくいといえるだろう。
そこで、他者との比較と嫉妬、及び憧れとの関係性を

見ていきたい。他者との比較の種類には上方比較と下方
比較があるが、それぞれ Suls ら（2002）と Wills ら（1981）
が研究している（Direct Communication より参照）*13。
上方比較とは自分より優れている他者や集団と比較する
ことを指し、自己改善やモチベーションの向上になると
いうメリットもある一方で、嫉妬や劣等感を感じやすく
なってしまうというデメリットもある。下方比較とは自
分より劣っている他者や集団と比較することで、自己評
価を高め、安心感や満足感を得る行動や傾向を指し、こ
れは自尊心を高め、心理的な安定感・安心感をもたら
すというメリットがある。それと同時に現状に甘んじる
傾向を助長させてしまうということにより、自己改善や
成長の意欲を低下させてしまうというデメリットがある。
ここでは、嫉妬が上方比較のみと関連していると述べら
れているが、下方比較とも関連する可能性がある。

一方で「憧れ」の場合は相手を自分よりも格上だと認
識しているため、特に競争心などを抱くことなく、素直
に認めることができるのではないだろうか。

第二章　「憧れ」が人格形成に与える影響

前章では「憧れ」の感情、そしてその定義について
述べたが、そもそも人が人格を形成していくにあたり、
一番初めに影響を受けるのは家族の存在だろう。金澤

（2004）*14 は家庭環境が子どもの人格形成に与える影響
について以下のように述べている。

　�家族というのは、子どもが初めて出会う集団である。家
庭の文化を受け、家族と子どもの相互作用によって、子
供は成長していくのだと思う。家庭の中で振舞い方を
覚え、言葉を覚え、一定の価値観を身につけ、それを用
いて社会で生きていくことになる。この価値観というこ
とを考えると、親の考え方や家庭環境が、その形成に
重要な影響を及ぼしていることは明らかであると思う。

また、矢野（2019）*15 は経験・好奇心が憧れに与え
る影響について言及しており、そこでは、もっとも憧れ
を抱きやすい幼い時期に様々な経験を得て経験値が上が

交友関係での近さだけではなく、立場や能力が近しいと
いう意味も含まれていると推測される。また神野（2015）
*11 は嫉妬について「自分が享受し、以降も保持し続け
たいと望んでいる財貨（財産、地位、業績、愛など）が
他者に転ずるかもしれないという、疑念や惧れに苛まれ
ている状態の感情」と述べている。以上のことから「嫉妬」
とは、自分と似た立場や地位にいて、且つ自分よりも優
れている相手に抱く感情だといえる。この場合、相手を
自分と同等、もしくは格下と位置付けていることが多い
だろう。そのため、より相手を認めることが難しくなり、
嫉妬の感情へと発展してしまうのだと考えられる。また
Bers&Roidin は嫉妬感情を２つのタイプに分類したうえ
で、次のように述べている（坪田 , 1993 より引用）*12。

　�ひとつは、恋愛関係における嫉妬やきょうだい間の嫉
妬などのように、特定の他者との既存の羨ましい関係
が、第三者によって脅かされると認知したときに生じ
る不快な感情であり、もうひとつは、自分の業績や地
位などの何らかの次元において、自分の方が優か同等
である、あるいはそうあるべきだと思っているにもか
かわらず、実際には他者の方が優位に立っていると認
知した時に生じる不快な感情である。

それぞれ、前者のタイプの嫉妬は社会関係に関する嫉
妬、後者のタイプの嫉妬は社会的比較によって生じる嫉
妬と呼ばれている。この場合、社会的比較によって生じ
る嫉妬は「憧れ」と類似しているといえるだろう。他者
の方が優位に立っていると認知した時、それを認めたく
なくて不快になってしまうのが嫉妬で、同じような状況
でもその事実を受け止めて素直に称賛できるのが「憧
れ」である。加えて坪田は、自尊心の低い子供は嫉妬が
強いという研究結果を踏まえたうえで、嫉妬感情の喚起
に自尊心が関係している可能性があると述べている。自
分自身に対しての評価が低いことで、他社と比較した際
により自分の方が劣っていると感じやすくなってしまい、
それが嫉妬につながってしまうということである。逆に、
自尊心が高い場合は過度に他者と比較をせず、ある程度
自己と他者とを切り離して考えることができるため、嫉

11	 �https://cir.nii.ac.jp/crid/1390853649860074880
	 �神野雄（2015）嫉妬研究の概観と展望　神戸大学発達・臨床心理学研究 , 

14: 18-28
	 �https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000031.000047512.html 投 稿

日 2022 年 10 月 20 日（2024 年 1 月 9 日閲覧）
12	 �https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjesp1971/33/1/33_1_60/_pdf
	 �坪田雄二（1993）原因帰属が社会的比較によって生じる嫉妬感情に

与える影響　実験社会心理学研究　第 33 巻　第 1 号 , 60-69

13	 �h t t p s : / /www . d i r e c t - c ommu . c om/ ch i e / r e l a t i o n / s t o p -
compare01/?utm_source=chatgpt.com#anchor2

	 �Direct Communication（2024/08/24 作成）　“人と比べるのをやめる ,
直す方法”　川島達央　2024/12/25 情報取得

14	 �金澤美佳（2004）　家庭環境が及ぼす子どもへの影響　国士舘大学学
術情報リポジトリ
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18	 �https://toyama.repo.ni.ac.jp
	 �松井三枝、牛麗花（1999）　大学生における性格形成要因の自己認識　

富山大学学術情報リポジトリ
19	 �h t t p s : / /www . i - r e p o s i t o r y . n e t / i l / u s e r _ c o n t e n t s / 0 2 /

G0000284repository/pdf/JOS-KJ00000107713.pdf
20	 �篠田亜美（2022）　多元的自己再考―生命システム論から見た現代のこ

ころの在り方についての試論―　京都大学学生総合支援機構紀要第一巻 
21	 �辻大介（2004）　若者の親子・友人関係とアイデンティティ：16～17

歳を対象としたアンケート調査の結果から　関西大学社会学部紀要
22	 �戸田成美（2013）　ファン対象が自我同一性の発達に及ぼす影響―

ファン対象の imaginary companion 的性質に着目して―　花園大学
心理カウンセリングセンター研究紀要　第７号

いる *18。ここから、自己が確立していく過程において、
自分にとって身近な人物は非常に重要な存在だというこ
とが分かる。幼児が親の真似をして成長していくように、
ある程度自己が形成された後でも、人は他者からの影響
を受け変化しているのである。これについて帆足 *19 は、
同一化はいくら積み重ねられても一個のパーソナリティ
の中に統合されるものではなく、さらに新しい同一化に
よって統合されたとき青年期の発達過程は究極的に完成
されると述べている。つまり、何度も同一化を繰り返し
ていくことで、より確固たるアイデンティティ及び人格
を確立させていくのである。しかしその一方で、現代で
は自己の多元性が進行している。広沢（2015）は、2000
年以降、インターネットが本格的に社会に浸透したこと
が人々の思考や行動に影響を与え、自己の構造や機能
を変化させたと指摘している（篠田 ,2022 より参照）*20。
それにより自己の一貫性や継続性に対する志向が減少し、
その変化が社会的に受け入れられ、機能する自己のあり
方が新たに顕在化したのである。また辻（2004）*21 は、
本当の自分が複数ある「多元的アイデンティティ」とい
うあり方を示したうえで、これはアイデンティティの拡
散状態とは異なるとしている。インターネットを通して
多くの情報や様々な価値観に接する機会が多い現代にお
いて、個人は一つの理想像に同一化するのではなく、複
数の影響を受けてより多元的で柔軟な自己像を形成する
ようになったのである。

そして、同一視の対象は、一概に周囲の人々だけとは
限らないのではないだろうか。戸田はファン対象を求め
るプロセスについて、自我同一性が未確立であるが故に
生じる寂しさを埋める存在として、ファン対象を求めて
いると述べている *22。これを踏まえると、有名人や芸
能人も同一視の対象として含まれるといえるだろう。つ
まり、芸能人の言動に影響を受けたり、持ち物などに興
味を持つのも、同一視の働きの一つといえるということ
である。

同一化は、幼少期には自己形成において重要な役割を
担い、自己形成が完了した後も、個人のパーソナリティ

ることで、憧れを抱きづらくなると述べられている。以
上のことから、家族や家庭環境が「憧れ」や人格形成に
大きく影響を与えていると考えられるだろう。

しかし、年齢が上がり親からの精神的自立が進むにつ
れ、自己形成及びアイデンティティの形成に影響を与え
る人々の幅は広がり、その対象は多岐にわたるようにな
る。そこで注目したいのが、自分にとっての憧れの人が、
自己形成に影響を及ぼす可能性についてである。前章で

「憧れ」とは相手に惹かれ、近づきたいという心理だと
述べた。つまり、憧れの人とは、自分にとっての理想像
といえるのではないだろうか。家島（2004）*16 は、一
般的に、人々はあらゆる経験を通して自分以外の存在＝
他者からの影響を受けており、「〇〇に憧れてこの道を
選びました」という表現や、「生き方モデル」という言
葉からも（自己実現や生き方選択など）自己形成に他者
が深く関わっていることが容易に想像できると述べてい
る。特に今日ではメディアや SNS の発達により、憧れ
の人の対象がより広範囲になっているだろう。そこでこ
こでは「憧れ」が人格形成にどのような影響を与えてい
るのかについて考えていく。

第一節　�自己形成と同一化の過程

人が自己形成・性格形成をしていく時には、周囲の環
境や身近な人物の影響を大いに受ける。その過程で重要
となるのが「同一化（同一視）」である。これは、自分
にない優れた力や名声を持つ他者をまねて自分を近づけ
ることで自分自身の価値を高めたり、劣等感やコンプ
レックスから逃れようとしたりするものを指す（同一
化）。また、自分自身の存在自体を対象となる他者に重
ね合わせ、他者や他者の状況を自分のことのように感じ
たり考えたりすることである（同一視）*17。富山医科薬
科大学医学部で学生 189 人に対して行われたアンケート
では、「自分のパーソナリティはどのようにして形成さ
れてきたか」の問いに、「生まれつき、および遺伝」を
あげたものはわずか 7 名のみで、その他の多くの学生が、
周囲の人や置かれている環境に影響を受けたと回答して

15	 �https://www.kochi-tech.ac.jp/library/ron/pdf/2019/03/15/a1200532.
pdf

	 �矢野史織（2019）　“経験”と“好奇心” は≪憧れ≫を見つけられる鍵な
のか　高知工科大学　経済・マネジメント学群　上條研究室

16	 https://core.ac.Uk/downroad/pdf/39314667.pdf
	 �家島明彦（2004）　理想の自己像とメディアにあらわれる現実像―自

己像形成におけるメディアからの影響の重要性について―　教育方
針の研究 , 7: 65-73

17	 �https://counselor-licence.com/blog/post-5031/
	 �一般社団法人　Cocolo ラーニングアカデミー（2021/08/28作成）　“同

一化（同一視）・取り入れ〈防衛機制〉”　2024/12/18　情報取得



113

『「憧れ」を抱くことと自分らしさの確立』

も新たな女性像を確立する。ドラマ『男女７人夏物語』
（TBS）で、彼女は男性からの告白を振り切り、仕事を
優先するためにアメリカへ旅立つ女性を演じた。このド
ラマが始まった 1986 年には男女雇用機会均等法が施行
され、社会的な女性の自立が意識されるようになった年
代である。社会における男女差別をなくそうという動き
が活発になり、男女平等がさらに進んでいった。

③ 1990 年代

1990 年代になると、バブル景気の崩壊が始まり、就
職氷河期が訪れるなど景気の低迷が顕著となっていった。
このような経済状況を受けて男性はこれまでのように羽
振りよく女性をもてなすことが難しくなり、次第に男性
はリード「する側」から「される側」へと変わっていく。
当時世間に衝撃をもたらしたのが、ドラマ『東京ラブス
トーリー』（フジテレビ）で鈴木保奈美が演じた、帰国
子女の積極的な女性である。自分の欲求や意見をはっき
りと男性へと伝えるその姿に女性は憧れを抱くようにな
り、同時に男性も暴れ馬タイプの女性を上手に乗りこな
すことで、周囲からリスペクトされるような風潮へと変
わっていった。この頃は 1971～1976 年に生まれた団塊
ジュニア世代が社会人となり始めた時期でもある。彼ら
は男女平等教育を受け始めた世代であるため、女性の社
会進出に対して抵抗を感じにくく、よりこのような女性
像が支持されるようになったのだと考えられる。

上述したように、半世紀にも満たないうちに理想の女
性像は目まぐるしく変化しているが、そこにはメディア
が与える影響が大きく関わっていると考えられる。ドラ
マをはじめとしたメディアの影響で、当時の女性たちは
自己の生き方やキャリアについて再考する機会を得たの
ではないだろうか。実際に厚生労働省職業安定局の『就
業率等に関する資料』*24 によると、1980 年代から 1990
年代にかけての 25～29 歳及び 30～34 歳の就業率は、緩
やかに上昇傾向にある。とはいえ、価値観の変化すべて
がメディアによる影響で起きたわけではなく、むしろ社
会の中で進行している意識や価値観の変化を反映し、そ
れを作品という形で世の中に送り出すことで、その変化
をより明確に表面化させ、時にはその加速を促進したの
ではないだろうか。

やアイデンティティの確立において依然として重要な影
響を与えていくものである。

第二節　�メディアが形成してきた「憧れ」のイメージ

有名人や芸能人も同一視の対象となり得ると述べたが、
メディアは時代ごとに様々な「憧れ」や理想像を提示し
てきた。第二節では、メディアが人々の「憧れ」のイメー
ジにどのような影響を与えてきたのかについて「憧れ・
理想の女性像」に注目しつつ考えていく。世代・トレン
ド評論家である牛窪はウェブマガジンの特集で、理想の
女性像の変遷を解説している *23。中でも、特に女性像
の変容が激しかったといえる昭和中期～1990 年代まで
を中心に見ていきたい。

①昭和中期（戦後～1970 年代）

昭和の中頃までは男性の後ろを従順についていくよう
な、それでいて芯はきちんと持っているような女性がよ
しとされていたと述べている。その為、吉永小百合をは
じめとした清楚系女優が人気であった。しかし、1970 年
代後半になると、このような理想像は大きく変わってい
く。そのきっかけとなったのが、大竹しのぶの登場である。
彼女は映画『青春の門』で、素朴ながら色気があり、男
性をリードしていく少女を演じ、男性たちから人気を集
めた。上述したように、当時の日本社会では男性優位の
風潮や家制度が根付いており、女性が性行為をリードす
るといったことはタブーとされていた。そのため、この
映画、そして彼女の役柄は世間に衝撃を与えたのである。

② 1980 年代後半

1990 年前後になると日本はバブル景気となり、それ
に伴い、欧米の文化を取り入れようとする風潮が広まっ
ていった。これにより流行したのが、トレンディドラマ
である。中でも、ドラマ『抱きしめたい！』（フジテレビ）
で親友役を演じた浅野温子浅野ゆう子は、W 浅野とし
て女性たちの憧れの存在となった。それまでの小柄で可
愛らしく、将来は専業主婦を希望するような女性像から、
男性に頼らずに、働いて自立するかっこいい女性像が注
目されていったのである。また、大竹しのぶは、ここで

23	 �https://www.leon.jp/lifestyle/117251
	 �WebLEON（2022/04/19 作成）　“清楚から奔放、強い女へ。芸能界

で輝いた歴代「いい女」たちを検証してみた【前編】”　井上真規子　
2024/12/26　情報取得

24	 �https://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/09/dl/s0910-7d.pdf?utm_
source=chatgpt.com

	 �厚生労働省（2007/09 作成）“就業率等に関する資料”　厚生労働省職
業安定局（2024/01/14 情報取得）
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インターネットが普及し、SNS が文化の中心になって
きたことで、価値観の多様化が進んでいると語っている
*28。特に、生まれた時からすでにインターネットや SNS
が普及していた今の若者世代は、幼いころから家族など
の身近な人間だけではなく、Youtuber などからも大き
な影響を受けている。人格形成やアイデンティティの確
立には同一化が大いに関係していると上述したが、その
対象が著しく広くなっているのである。また、インフル
エンサーマーケティングに携わる飯田は情報サイトの中
で、インフルエンサーが若者から人気な理由として「身
近な存在だから」と述べている *29。人気 Youtuber の多
くは一般人なことが多く、その中には普通の学生や、同
世代の若者もいる。テレビに出ている芸能人と比べても、
より身近で親しみやすい印象を受けるのである。それに
加えて、よりリアル（な存在）であることも支持される
ポイントの一つだと述べている。例えばコスメの場合、
かつては憧れのモデルが使うコスメと同じものを使いた
いというニーズの方が高かったかもしれないが、今では、
身近な存在である Youtuber が自分たちと同じ悩みを解
決するアイテムとして紹介してくれたコスメの方がリア
ルで信頼できると感じるのである。実際に近年では、コ
スメ広告業界でも憧れの形が変化しつつある。広告タレ
ントとして男性が多く起用されるようになったのがその
一つだろう。その理由として日本ビューティインダスト
リー協会代表理事である瀬戸は、広告タレントに自己投
影する時代から、自分で選び取る時代になり、消費者側
の意識の変化が見られると述べている *30。昔はコスメ
広告に起用された女性を見て、自分もこのようになりた
いと思わせるのが主流だったが、最近ではいい意味で女
性タレントに依存しなくなってきている。あえて男性タ
レントを起用することで、「お手本の女性」に左右され
ずに商品そのものに目を向け、自分が選びたいものを自
分で選び取れる時代になっているのである。

かつては「聖子ちゃんカット」や「アムラー」「シノラー」
のように、憧れの象徴のような人を多くの人が真似をす
るという現象もあった。これらの行為は、その当時人気
だったタレントをまねて自分を近づけることで、自分自

しかし、メディアの与える影響の全てが良い方向へと
働くとは限らない。片山（2019）*25 は、メディアが作
る女性像に多くの女性が飲み込まれていき、メディアが
日本社会のニーズに合うように現代女性の「アイデン
ティティ」や「個性」を創り出してしまう危険性を孕ん
でいると述べている。また、公益社団法人ガールズスカ
ウト日本連盟が『18-25 歳対象ジェンダーに関する報告
書 2022』*26 で全国の 18〜25 歳の女性に「メディアは「女
性はこうあるべき」という女性像を形成していると思う
か」と質問したところ、78％の人が「そう思う」と回答
した。メディアは、社会全体での理想像や価値観の変化
を反映して取り上げているが、提示の仕方によっては、
これを価値観の押し付けと感じる人もでてくることにな
る。多様性が進んでいる現代において、メディアが与え
るジェンダー観の影響を見直し、そしてそれらとどのよ
うに向き合っていくのかを改めて考える必要がある。

第三節　「憧れ」とSNSの関係性

第二節ではメディアが「憧れ」に与える影響につ
いて述べたが、今日では SNS の存在も大きいだろ
う。SNS トレンドと Z 世代インサイトの研究機関であ
る「memedays」が Z 世代に実施したアンケートでは、
なりたい職業の第一位がインフルエンサーとなってお
り、憧れの人として、アイドルやタレントだけではな
く、Youtuber を挙げた人も多いという結果が出ている
*27。また同アンケートでは７割以上の人が将来に対す
る考え方は SNS から影響を受けていると回答している。

「憧れの有名人」と聞くと、テレビのスターを思い浮か
べる人も多いかもしれないが、時代が移り変わるにつれ、
人々の話題の中心がテレビから SNS に変化したことで
このような結果になったのではないかと考えられる。世
代・トレンド評論家である牛窪はウェブマガジンの特集
で、令和の女性にとってのいい男像について、最近は

28	 �https://www.leon.jp/peoples/68298
	 �WebLEON（2021/04/23 作成）　“女子が好きな「いい男」は昭和か

ら令和でどう変わった？ ”　井上真規子　2024/12/18　情報取得
29�  https://diamond.jp/articles/-/212193?page=2
	 �DIAMOND online（2019/08/20 作成）　“Youtuber が 10 代 20 代から

の圧倒的な支持を得ている理由”　飯田祐基　2024/12/24　情報取得
30  https://www.oricon.co.jp/special/55112/?utm_source=chatgpt.com
	 �OLICON NEWS　（2020/09/11作成）　“急速に進む美容業界のジェン

ダーレス化、吉沢亮に横浜流星…コスメ広告に ”男性“ を起用するこ
との有用性”　2024/12/24　情報取得

25	 �http://repository.seinan-gu.ac.jp/bitstream/handle/123456789/1800/
gs-n8-p37-66-kat.pdf?sequence=1

	 �片山侑（2019）　メディアが作る女性像に関する一考察―働く女性向
けファッション雑誌の雑誌の分析を通して―　西南学院大学大学院
研究論集

26	 �https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000041.000025743.html
	 �PR　TIMES（2022/12/14 作成）“「メディアは『女性はこうあるべき』

という ” 女性像 “ を形成していると思う」と回答したのは 78％　『18-
25 歳対象ジェンダーに関する調査報告書 2022』を公開 ”, 公益社団法
人ガールズスカウト日本連盟　（2024/01/03 情報取得）

27	 �https://prtimes.jp/main/html/rd/p/.000000056.000056551.html
	 �トレンダース株式会社（2021/03/30 作成）　“Z 世代のなりたい

職業、１位は「インフルエンサー」！憧れの大人は「ふくれな」、
「SixTONES」、「TWICE」等 / ７割以上が「将来の考えに SNS の影
響あり」と回答”　2024/12/18　情報取得
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た人も中学生では 37.5％、高校生では 42.9％と、決して
少ない数とは言えない *32。多様な生き方が容認され始
めたことにより生き方の幅が広がった一方で、具体的
な将来設計が立てにくいというデメリットも生まれてし
まっているのではないだろうか。特に人生経験の浅い若
者にとっては、非常に深刻な問題といえるだろう。それ
を解消するために、理想となる人物をロールモデルとし、
将来設計の参考にするのである。実際に、向田が公立高
校の一年生に対して実施した調査では、ロールモデルが
1 名以上いる生徒は、いない生徒よりも将来像の具体性
が高いという結果が出ている *33。このことからも若者
にとってロールモデルの存在の重要性は明確である。ま
た、第一節で述べように、自己の多元性が進行している
現代では、様々な価値観や人物に接することが求められ
る。そのため、ロールモデルの重要性はさらに増してい
るといえるだろう。

しかし、仮に自分の中でロールモデルを設定したとし
ても、将来設計などにおいて参考にならない人物だった
場合、効果は見込めないだろう。では、どのような人物
がロールモデルとして相応しいのだろうか。湯口が大学
生を対象にロールモデル及び将来設計についての調査を
行ったところ、ロールモデルとして家族や友人・知人な
どの直接的に出会う身近な人物を挙げた人と、著名人・
架空の登場人物などの間接的に出会う人物を挙げた人と
の間ではキャリア探索の有無についての大きな差異はな
く、ともに正の影響を与えているという結果が出ている
*34。同じく Gibson も、直接の交流が全くない場合でも、
個人のキャリアにとって重要な人物はロールモデルにな
る可能性があると述べている（溝口・溝上 , 2020 より引
用）*35。以上のことから、ロールモデルとする人物との
間に直接的な関係や交流の有無にかかわらず、ロールモ
デルは将来設計において良い影響を与えているといえる
だろう。

ここまで「憧れ」とロールモデルとの関係性について
述べ、ロールモデルの存在が若者の将来設計において重
要な役割を担っているということを示した。「憧れ」は「こ

身の価値を高めることにつながる。よってこれは、同一
化の一つといえるだろう。しかし、今日ではインター
ネットや SNS の普及により、人々の興味や好みがより
千差万別になったことで、憧れの対象も多様化している。
特定の誰かを同一視したり、まねしたりするのではなく、
様々の魅力や価値観から影響を受け、それを自分の中で
再解釈しながら、自分らしい「なりたい姿」を追い求め
られるようになったといえるだろう。

第四節　「憧れ」とロールモデル

ここまで「憧れ」には「こうなりたい」という願望も
含まれており、人格形成にも影響を及ぼすと述べた。そ
こで考えたいのが「憧れ」とロールモデルの関係性であ
る。溝口・溝上（2020）*31 は、ロールモデルを「個人
が人生の中で、職業や生き方・人生について考える際、
影響を受け、参考にしたあるいは参考にしたいと思う人
物」と定義している。また古野はキャリアデザインにお
いてモデルになるような人とたくさん出会うことが重要
だと述べたうえで、憧れの先輩を模倣することからキャ
リアデザインは始まるとしている。これを踏まえると「憧
れ」とロールモデルは非常に似た存在なのではないだろ
うか。そこで第二節では「憧れ」がロールモデルに内包
されると仮定し、ロールモデルの存在が人々にどのよう
な影響を与えるのかについて考えていく。

そもそもなぜロールモデルが必要なのだろうか。これ
について溝口・溝上は以下のように述べている。

　�現代社会においては、若者がどのような仕事に就
き、どのように生きていくかを決めるのは困難である。
（中略）さらに近年、日常生活やライフコースの個人
化や、価値観の多様化が進む中で、将来を考える上で
のモデルを見いだすことが困難になり、自分自身の責
任でキャリア形成しなければならないといわれている。
したがって、学生のキャリア形成を考える際に、将来
の生き方や職業生活を送る上での拠り所となりえる、
ロールモデルの果たす役割について研究することは重
要であるといえる。

また、ソニー生命が全国の中高生 1,000 人を対象に行っ
た調査では、10 年後の自身の見通しについて、過半数
の人が「明るい」と回答したものの、「不安」と回答し

31	 �溝口侑・溝上慎一（2020）　大学生のキャリア発達とロールモデルタ
イプの関係性―ロールモデル尺度（RMS）の開発の試み―　青年心
理学研究 2020, 32, 17-36

32	 �https://www.sonylife.co.jp/company/news/2024/files/240725_
newsletter.pdf

	 �ソニー生命株式会社（2024/07/25 作成）　“ 中高生が思い描く将来につ
いての意識調査 2024”　2024/12/18　情報取得

33	 http://doi.org/10.4992/pacjpa.82.0_2EV-086 
	 �向田久美子（2018）　高校生にとってのロールモデルと将来像　日本心

理学会第 82 回大会発表論文集　15, 835
34	 �湯口恭子（2024）　ロールモデルが大学生のキャリア探索に与える影響

―家族や友人・知人と、著名人・架空の人物とを比較して―　ビジネ
ス実務論集　2024 年　第 42 巻

35	 �溝口侑・溝上慎一　大学生のキャリア発達とロールモデルタイプの関
係性―ロールモデル尺度（RMS）の開発の試み―
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ると述べた。このことから、「憧れ」の感情は初期段階
として「模倣」という形で出現する場合が多いというこ
とが分かる。そして、理想とする人物の行動を真似した
り、思考を模倣することで、新たな発見やこれまでにな
かった価値観を獲得することができるのである。上述し
たように、ロールモデルを設定することは、将来設計を
する際にも重要な役割を果たしている。佐宗（2022）*37

は、芸術分野において模倣が重要な役割を果たしている
と述べたうえで、模倣が創造性へと移り変わるプロセス
が、①模倣、②想像、③創造の順で進行すると説明して
いる。具体的には、第一段階では感性のセンサーを働か
せるために自分の好きだと思うものを身体で感じ、観察
し、徹底的に模倣をする。次に第二段階では、模倣をす
る過程で違和感を覚えたものに対して自分だったらどう
するかを考え、世の中にあるものを少しずつ変えて自分
らしさを入れ込んでいく。そして第三段階として、自分
なりのテーマを具現化するために、インプット―ジャン
プ―アウトプットを繰り返し、制作物に落とし込んでい
くというものである。一見これは芸術分野特有の話のよ
うに思えるが、模倣することを経て他者の思考や価値観
を学び、それを自己の価値観の構築へとつなげる過程は、
まさに自分らしさを見つける過程と通ずるといえるだろ
う。つまり、模倣は単なる真似ではなく、インプットを
するための初期段階にあたり、自己の成長を促すための
重要な過程なのである。

第二節　�模倣からの脱却

摸倣は自己の成長に繋がる重要な過程だと述べたが、
この時点では、あくまで他者の価値観や思考を吸収した
だけにすぎず、自分らしさや独自性を見出すことはでき
ていない。加えて、自分の理想の人物として憧れの人が
手本のような存在となってしまっているため、何かを選
択する際にも憧れの人の思考や価値観から無意識に影響
を受けてしまい、本来の自分自身の思考や感情を見失っ
てしまう可能性があるからである。そこで次の段階とし
て、模倣をすることによって吸収した思考や価値観を土
台として、自分なりの価値観や将来設計を構築していく
ことが求められる。

これを踏まえたうえで「憧れ」と自分らしさとの関係
性をもう一度考えていきたい。ここでは例として、自己
成長のために憧れの人を設定した場合の過程を考察して

うなりたい」という願望であり、人の人格形成やアイデン
ティティの確立にも影響を与える。一方でロールモデル
は、将来の生き方を定める一助となっており、特に若者
にとっては非常に大きな影響力を持っているということが
分かった。しかし、ロールモデルが適切ではなかった場合、
十分な効果を得られなかったり、かえって逆効果になっ
てしまう可能性もあるだろう。その為、人選は慎重に行う
必要がある。また、今後はロールモデルの選択の基準や
それによる効果についても更なる研究が求められる。

第三章　�「憧れ」を活かすためにはどうすればよ
いか

第二章では、「憧れ」が自己形成や将来設計に影響を
及ぼす可能性があるということが明らかになった。それ
を踏まえて次に考察したいのが、「憧れ」が自分らしさ
の確立にどのように関係しているのかということである。
そもそも「憧れ」という感情は、これまでに述べたよう
に、自分の理想とする他者に惹かれ、そのようになりた
いと思うものを指す。同時に、ロールモデルとも関係が
あることから、生き方そのものにも影響を与えていると
いえる。そして、自分の理想となる人物を憧れの人とし
て目標にしたり、将来設計の参考としてロールモデルを
設定することは、人格形成や自己成長に良好な影響を与
え、特に将来への不安感が強い若者にとっては一つの拠
り所となる存在である。しかし、自分らしさとの関係性
について考えていく場合、「憧れ」の自己形成に影響を及
ぼしているという側面は、一つの障壁となってしまうの
ではないか。Heine は、「自分らしくある」という本来感は、
他者とは異なる独自な存在として自己を認識する相互独
立的自己観にある文化圏にのみ感じられると述べている

（伊藤 , 2007 より引用）*36。このことからも、自分らしさ
の確立において、自身と他人とを区別することの必要性
が分かる。そこで第三章では、「憧れ」が自分らしさの構
築にどのような影響を与えるのかについて考えていく。

第一節　�模倣をすることによる成長

第一章で、「憧れ」は「こうなりたい」という感情を
含むものだと定義した。また、憧れの人、ないしは自分
が理想とする人物をロールモデルに設定することにより、
自己形成やアイデンティティの確立にも良い影響を与え

36	 �伊藤正哉（2007）　自分らしくある感覚（本来感）についての心理学的
研究　筑波大学博士（心理学）学位論文　甲第 4369 号

37	 �佐宗邦威（2022）　『模倣と創造　13 歳からのクリエイティブの教科
書』, PHP 研究所 , pp. 15-16
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最後の段階として、自分だけの価値観やスタイルを形
にしていく。つまり、再構築した自分らしさを、生活ス
タイルに反映させていく過程である。これにより、日々
の言動に独自性が現れるだけではなく、人生の大きな決
断においても他人からの影響を受けすぎることなく、自
分らしい選択ができるようになるのである。

ロジャーズは、実際の自己（自分が現に感じている自
分）と理想の自己（自分がなりたいと願っている自己）
の二つが一致しないことが原因で、葛藤や不満、ストレ
スを感じることがあると述べている（菅原 , 2024 より参
照）*39。これは、二つの自己の間にギャップがあるから
だと考えられる。この点において、③の独自性の確立の
過程を経ることは、このギャップを埋めるための大きな
助けとなるのではないだろうか。模倣や再構築を通して
自分自身の価値観を明確にしたうえでそれを自分らしさ
として実際に具現化することで「理想の自己」が単なる
憧れの姿にとどまらず、「自分らしさを伴った現実的な
理想」へと昇華されるのである。加えて、抽象的であっ
た憧れが、自分の現実の延長線上だと捉えられるように
なることで、理想と現実の間にある葛藤を和らげ、自己
への満足感を得られるようになることも見込まれる。

憧れの人と比較せずに、自分らしさに価値を見出せる
ようになることは、ある意味「憧れを越える」ともいえ
るのではないだろうか。この場合の「越える」とは、そ
の人物の能力や人間力を越えようとすることではなく、
その人物の価値観や考え方を自分の中に落とし込み、自
分なりの考え方や価値観、つまり自分らしさを生み出し
ていくことを指す。「憧れ」を、ロールモデルを設定し
た際に初期段階として生じた「模倣」という形から「そ
の人の価値観をもとにして自分らしさを再構築し、それ
を自己表現につなげる」という段階に昇華させることで、
結果的に自分が理想とする人物像に近づくことができる
のではないだろうか。

まとめ・考察

株式会社シンシアが 2022 年に行った『私らしさに関
する調査』*40 では、全国の 18～25 歳の Z 世代の男女に
対して「私らしさ」に関する質問をしている。その結

いく。まず初期段階として、憧れの人を目標・手本とし
て、思考や言動、容姿を模倣する。しかし、これはあく
までインプットしている状態であり、模倣をすることか
ら脱却できていないといえる。模倣をしているだけでは
無意識的に憧れの人から影響を受け、自分自身の思考を
見失ってしまう可能性があると上述したが、言い換える
ならこれは「憧れ」の感情にとらわれている状態である。
この状況を脱却するためには、初期段階での「この人の
ようになりたい」という感情を、最終的には「吸収した
ことをもとに自分らしさを見つけたい」という感情にシ
フトしてく必要がある。この段階を経ることにより、新
たな価値観や人生観を発見することにつながり、結果的
に自己成長へとつながるのである。

第三節　�「憧れ」の昇華、そして自分らしさへ

模倣の段階を経て、新たな価値観などを吸収すること
に成功した。そして最後に重要となるのが、独自の価値
観や人生観を構築するために、吸収したことをどのよう
に活かしていくのかということである。ここでは、模倣
によってインプットしたものを、自分らしさへと昇華さ
せるためのプロセスについて考察していきたい。

　
①　自己の価値観の発見

模倣によって得たことを基盤に、自己の価値観を発
見していく。佐宗 *38 は「まねる」のコツがつかめると、
分からなかった自分の感性や「好き嫌い」も自然に見え
てくると述べている。自分が何に共感するのか、どのよ
うな人生観、生き方を望んでいるのかを考えていく過程
で自分の好みや方向性がある程度定まり、より具体的な
理想像が浮かび上がるのである。

②　自分らしさの再構築

次に、これをもとにして、自分らしさの再構築をして
いく。他者から学んだ要素を自分の中で再編成し、独自
の価値観やスタイルを作り出していくのである。これに
よって他者と自己との差別化が進み、憧れの人の要素を
取り入れつつも、模倣だけではないオリジナリティのあ
る新たな視点を生み出すことができる。

③　独自性の確立

38	 �注 29 参照 , pp. 42-43

39	 �菅原かずま（2024）　『自己実現への道：カール・ロジャーズの心理
学的アプローチ』, p. 3

40	 �https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000029.000020614.html
	 �PR　TIMES（2022/06/14 作成）　“Z 世代 800 人に『私らしさ』に関

する意識調査を実施　「必要だと思う」76.2％に対して『私らしさ』を
「答えられる」人は約半分”,株式会社シンシア　（2025/01/03情報取得）
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のである（womAn’s LABO より引用）*42。しかし公式
X にて広告内容が投稿されると、「逆に若者のルッキズ
ムを助長している」といった批判の声が相次いで上がっ
た。また、同社が 16～19 歳の女性に実施した「容姿や
体形に関するアンケート」では、「自分の容姿や体型が
気になりだしたり、自信が無くなったりした瞬間は、ど
んな時ですか」という質問に対し、5 割以上の人が「SNS
を見ている時」と回答している。上述したように現在の
若者にとって SNS は文化の中心であり、主な情報源の
一つであるが、それにより自信を喪失する可能性もある
という、皮肉な矛盾が生じてしまっているのである。現
代の若者、特に中高生の間では「理想像」や「可愛い」
の基準が SNS や広告、流行を通じて具体化されつつあ
る。顔のパーツのタイプや骨格など、黄金比に基いた条
件が「理想」とされ、それに合致しない人々が自身の容
姿にコンプレックスを抱きやすい状況になっているので
ある。また、整形技術の普及や広告の影響で、それらを

「簡単に手に入る理想」として捉える風潮も広がってい
る。各個人の多様性を尊重する動きが進んでいる一方で、
ルッキズムに囚われてしまっている若者が多いというの
も事実である。

しかし、これらの状況は表面的なものであり、すべて
の人が「理想像」や「可愛い」を一様な基準に当てはめ
る必要はない。上述したように、現代では自己の多元性
の進行により、アイデンティティを複数持つ人も多い。
様々な価値観や人物に影響を受けながら、個々人が自身
の「自分らしい姿」を摸索し、それを尊重する動きが求
められる。また、なりたい姿や「憧れ」は、必ずしも一
つに限定されるものではない。現代ではアイデンティ
ティを複数持つ人も多いと述べたが、その時々の状況や
自身の価値観の変化に応じて、複数の理想像を持つこと
があってもよいといえる。外部から押し付けられる理想
を鵜呑みにするのではなく、第三章で述べたように、自
分自身が本当になりたい姿や「憧れ」を見つけ、そこか
ら自分らしさを見出し、自身に投影していく姿勢が重要
なのではないだろうか。

果によると、「私らしさ」が「必要だ」考える人は全体
の 72.6％という結果となっている。そして『「私らしさ」
などの自己表現を周りの人が認めてくれていると感じる
か』という質問では、約 70％の人が「認めてくれている」
と回答し、比較的高い結果となった。その一方で『「私
らしさ」とは何かを答えられるか』という質問に「答え
られる」と回答したのは全体の約半分という結果になり、

「私らしさ」を必要だと考えている人に比較して低い結
果となった。また、ヒューマンホールディングス株式会
社が 2024 年に行った『仕事観と自分らしさに関する調
査』*41 では、企業や団体に務める 20～28 歳の Z 世代の
男女に対して「今後のなりたい自分の姿を思い描けてい
るか」という質問をし、全体の 69.8％が「思い描けてい
ない」と回答している。

第二章で、現在の若者は幼いころからインターネット
や SNS が普及していたことで、人格形成において、よ
り多くの人からの影響を受けるようになったと述べた。
これに加え、今日では多様性への理解が重要視されるよ
うになり、一人一人のなりたい姿や個性が尊重されるよ
うになっている。それにより、自分らしさについて向き
合う時間が増え、同時にその必要性も強く感じているの
ではないかと考えられる。しかしその一方で、上述した
ように、自分らしさやなりたい自分の姿について答えら
れる人の割合は低いというのも現状である。理由として
は、情報化社会の中で SNS やインターネットの発達や
発展が、なりたい理想像や「憧れ」の対象の選択肢を広
げることになったことが考えられる。今日では、多様な
情報が溢れているだけではなく、インフルエンサーや韓
国アイドルなど、憧れの対象となるものも次々と登場し
ている。このように選択肢が増えすぎていることで、自
分が目指すべき方向や軸を見失いやすくなってきている
のではないだろうか。

2024 年 10 月、ユニリーバ・ジャパン株式会社のブラ
ンドである「ダヴ（Dove）」が渋谷駅にサインを掲出し
て実施した広告キャンペーンが物議を醸した。このキャ
ンペーンでは「中顔面 6.5㎝」「遠心顔 / 求心顔」「出目」
など、いわゆる “かわいい” 基準として用いられる言葉に、

「＃かわいいに正解なんてない」というコピーを添える
ことで、女性たちをルッキズムから解放しようというも

41	 �https://www.athuman.com/news/2024/20017/
	 �ヒューマンホールディングス（2024/06/19 作成）　“Z 世代の仕事観

と自分らしさに関する調査 2024 vol. 2　「信頼される」「プライベート
と仕事の両立」に次ぐ回答にも注目！ Z 世代の ” なりたい自分 “ の姿
から見えてくる仕事観と自分らしさ ”　（2024/01/03 情報取得）

42	 �https://womanslabo.com/marketing-case-241011-1
	 �womAn’s LABO（20024/10/11 作成）　“ダヴが炎上、ルッキズム

に異論を唱えるはずだった広告キャンペーンに SNS で批判殺到 ”　
（2025//01/03 情報取得）
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徴的な声質のため、くじら、カモメの声と明確に判別で
きた。

３.　絵本についての研究

目的
絵本のような世界観を音で表現するため、絵本の技法

や特徴を学ぶために行った。
方法

「くじら」をモチーフにした絵本８冊の、文字・こと
ば・リズム・挿絵・作品のメッセージに注目して、その
アイデアと共通点をまとめた。
考察
・文字（ことば）とリズムについて：

ひらがな表記が基本で、易しく丁寧な言葉を使ってい
る。全体的に言葉が作るテンポが穏やかで、繰り返しの
表現、擬音、比喩などが、作品にゆとりを生み出すこと
が分かった。

ひらがなが多く読みづらい部分もあるため、文字間の
空白がある。この空白が、物語のリズムに余韻を与えて
いる。そして、所々に言葉遊びのようなリズムがある。
また、多くの作品で、主人公を見守るような存在（語り）
があった。
・絵と内容について：

作品によってくじらの立場は様々だが、物語を通して、
くじらに何かしらの成長や学びが見られるケースが多い
ことが分かった。

物語や絵で作品の全貌を明かさないことで、読者の想
像力を高めていることが分かった。

４.　音響制作

本作は、物語・海の音・音楽の三要素で構成される。
音楽については、自分で一から音楽を制作することが、

卒業制作の中で大きな挑戦だった。
物語は、海の音にのせて、ゆったりと進む。起伏の激

しい展開ではなく、静かでなだらかな流れを意識した。
リスナーが自然と物語の中に引き込まれ、くじらと一緒
に雲の中を浮遊するような感覚を持ってもらうための演
出を心がけた。

そして、⼦ども向けの絵本の世界のような、優しい⾳
作りを⼼がけた。ママの⼼⾳のような穏やかでゆったり
としたテンポ感で、⾔葉遣いも優しく、簡単に聞き取り
やすい言葉を選んで使うことにした。

各場面の音作りについて
＜空の世界＞は、雲がふわふわと漂う⾮現実感を演出

するためにリバーブをかけ、⾼周波数の⾳を使った⼀⽅
で、＜海の世界＞（最初クジラがいる世界）はドライで
⽐較的低周波の⾳を使った。

＜カモメが空を飛ぶ音＞は、ディレイ、オートパンを
かけることで上空を⾶んでいる様⼦を表現した。

背景の海の⾳、波の⾳で物語の展開、カモメとクジラ
の感情を表現した。そして、くじらの潮吹きの⾳、潜っ

１.　制作意図

原点
親しい⼈にこそ礼儀や配慮が必要で、それは⼈とし

ての美しさだと思う。⼼ない⼀⾔、 この⼈だったらこう
⾔ってもいいかな、という軽はずみな⽢えが誰かの⼼を
傷つける。誰かと接する時、ささやかな気遣いがあれば
いいのに、という思いから始まった。
出発点

⼦どもと⼤⼈が⼀緒に聴くことができる、⾳で紡ぐ物
語にしたい。心の暖かさ、優しさ、ゆとりを想起させる
物語を作りたい。誰かを⼤切に思うこと、隣の誰かを⼤
切にすること、何気ない毎⽇の美しさに気づいてほしい。
そして、他人に優しく向き合うことの大切さを知ってほ
しい。相⼿をさりげなく思うこと、⾒返りを求めずに付
き合っていくことが、⾃分自身の心の豊さへも通じるの
ではないか。

当たり前に周りにいる友達や家族に対して、後悔しな
いためにも、優しい気持ちで接したい。
通過点

カモメとの出会いから、クジラは自分の心と思い出に
向き合う。

真っ直ぐでわかりやすい言葉を多⽤することで、作品
に溶け込めるような空間を作る。海の⾳を含む背景の⾳、
空間の広がり、動物の声としてのクジラとカモメ、⾔葉
を使うクジラとカモメ、また海と空、雲の世界を⾳で表
し、全体のストーリーの変化、展開、⾊付けを調整する
ことにした。
到達点

卒業制作を通して、あらためて人間関係の中にある温
かさを音として伝え、残したい。また、大学生活で培い、
糧にしてきた思いを今後も大切にしていきたいと思った。

２.　企画内容

時間：30 分
形式：オーディオドラマ
登場人物：くじら・カモメ・母

物語の内容
海で泳いでいたくじらは、カモメと出会い、空への憧

れを抱く。カモメたちに連れられ、くじらは空に向かっ
て浮き上がり、空を泳ぐ。

空を泳ぎ、カモメと話し、色々な景色を目にするうち
に、くじらは思い出の美しさと温かい心に気づいていく。
キャスティング
くじら・カモメ：清水綾乃

しっとりと落ち着いた芯のある声で、カモメの印象と
合っていた。一人二役にすることで、空間のまとまりが
生まれ、テンポが安定した。
母：松尾紀子

図書館司書として毎日小学生に読み聞かせをしており、
子供への読み聞かせが自然にできるので起用した。低め
で落ち着いた声は、聞き取りやすく、少しハスキーで特
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ていく時の勢いを背景に⼊れることで、その場面の状況
や気持ちを表現した。また、カモメの台詞に翼の⾳や鳴
き声を加え、リアリティのある演出を目指した。

海、クジラ、カモメに関する⾳は、場⾯ごとに細かく
フォーリーで制作をした。

雲の間を泳ぐ場⾯では、海の⽣き物や躍動感、広がり
を感じさせるように多数の⾳を重ね、⾳量、パンニング、
エフェクターなどで印象付けた。

５.　収録

台詞収録
８月 23 日、くじら・カモメ・母の収録を同時に行った。
収録場所
日本大学芸術学部放送学科 録音スタジオ B
使用したマイク
くじら・カモメ：NEUMANN TLM170
母： NEUMANN U87

効果音収録
（ア）�　８月 30, 31 日、９月６日にフィールドレコーディ

ングを行った。
収録場所
神奈川県三浦半島の海岸
使用したマイク
SENNHEISER MKH416, TASCAM DR100 付属の
OMNI MIC

波の音：
・朝

波打ち際から 20 メートルほど離れたベランダにて
MKH416 で録音した。波打ち際に近づいて、海に向かっ
て DR100 で録音した。
・昼

日中は蝉の鳴き声が入るため、アンビエンスは録音で

きなかった。岩場に波が入り込む時のゴポゴポという特
徴的な音や、小さな洞窟の手前の波音の録音を行った。
・夜

ベランダにて DR100 で録音した。

（イ）�　10 月３, 18 日 水音の収録と鳥の羽音の録音を
行った。

収録場所
日本大学芸術学部放送学科 録音スタジオ C
使用したマイク
SENNHEISER MKH416, NEUMANN TLM170

・水音
スタジオの水道を使用した。
水を 40 センチほど溜め、手・雑巾・じょうろ・桶を使っ

て、変化をつけながら水の音を録音した。
海の生き物、雨、カモメの着水、くじらの動きのイメー

ジに沿って録音した。
・鳥の羽音

スタジオにあったプラスチック系の柔らかいカバーを
使って収録した。

マイクとの距離、羽ばたきの回数や速さに変化をつけ
た。

音楽収録
アコースティックギターで、コードとメロディの収録

を行った。

収録場所
日本大学芸術学部　録音スタジオ C
使用したマイク
SHURE SM57, SHURE SM Beta57

・９月３日 , 10 月９日コードの収録
ピック弾きと指弾きに合わせてゲインの調節を行った。
ピック弾きのほうがゲインが大きくなりやすいため、

マイクとの距離を若干離した。
・10 月 14, 24 日メロディの収録

事前に録音したコード音源をトラックにかけ、それを
聴きながらメロディの収録を行った。

ペンタトニックスケールを活用しつつ、コードに合う
メロディをその場で作りながら録音した。

６.　音楽制作

②くじら雲テーマ
コード進行：Am7 C7 F A7 G7 F （capo3）

明るいだけでなく、切なさや余韻を表現したかったの
で、ジャズなどに使用されるコードを参考に、ゆったり
としたテンポの曲にした。体に波が打ち寄せ、くじらが
浮遊している様子をイメージした。
④空へ憧れるくじら
コード進行：Am7 Gm7 F  （capo3）

夕焼けを、少し暗いマイナーコードを入れることで表
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物語の場面が海から空に移ってから若干リバーブをか
け、非現実的な世界を演出した。際立たせたい台詞（「生
きてるうちに見れてよかった」など）は、ほぼリバーブ
をつけないようにした。

【図①：台詞の音量調節】

パンニング：
センターに定住するくじらの周りをカモメが浮遊して

いる様子を表現するため、オートパンで変化をつけた。

作曲
音量調節：

オートメーションでノイズの除去や、演奏でつけきれ
なかった強弱の変化をつけた。
EQ：

弦の高音が強かったため、高音域を EQ で減衰し、角
が立たない温かみのある音に調整した。

【図②：作曲の EQ】

エフェクター：
全体で２種類のリバーブを用意して、それぞれの曲に

合うリバーブを使用した。
ひとつは響きすぎず自然なリバーブを、もうひとつは

響きが豊かでドラマチックに聴こえるリバーブを設定し、
使用した。

現した。だんだん暗くなる空を見上げながら、思いにふ
けるくじらを想像して作った。
⑤希望の朝
コード進行：A E G F（capo5）

朝の眩しさを表現するために、明るいメジャーコード
のみを使用して作った。キーも高めに設定し、朝日の煌
めきを表現した。
⑦空を泳ぐくじら
コード進行：C Em Am G

空から見える景色を楽しみながら優雅に泳ぐくじらを
イメージして作った。「雲を抜け、風を抜け」という言
葉に合わせて、流れるようなメロディにした。
⑩くじら雲エンドテーマを②くじら雲テーマを編集して
使用することにした。

７.　効果音

上空の風：
低音と高音で、異なる響きが重ねられるように、３つ

の効果音を選んだ。
くじらしぶき：

長さ、大きさ、しぶきの種類に変化を付けるため、異
なる響きの効果音を５つ選んだ。
くじらが潜る音：
・あぶく

くじらが登場したとき、部分的に単音で印象付けるた
めに３つ選んだ。
・水中

深く潜水している音と浅めの水中の音、２つの効果音
を選んだ。
雨上がり：

雫の音を単音で使用することで、神秘さを感じさせた
り、印象付けることができると考え、フォーリー音源と
併用することにした。
カモメ：
・羽音

カモメが複数羽登場する場面で、フォーリー音源に厚
みを出すために、既成の効果音素材を追加した。
・鳴き声

大量のカモメを表現するため、３つの効果音を重ねた。
雨：

雨音に変化をつけるため、降り始めの音、雨脚が強く
なり水面に雨粒が当たる音の２つを選んだ。

８.　編集

台詞
３度目のテイクを軸にし、くじらの台詞でノイズが

乗った部分だけ２度目のテイクと交換した。
ノイズの除去、トラックの切り取りとフェード処理を

した。
出演者の演技が映えるように、オートメーションは使

用せず、気になったところのみ、トラックの音量を変えた。
エフェクター：
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くじらしぶき：
異なる効果音素材を組み合わせて、イメージにだんだ

ん近付くように編集した。クリップごとに音量の変化を
つけ、くじらが近付いてくる様子を表した。

リバーブを若干かけ、広大な海と大きなくじらを表現
した。

物語のラストも、くじらのしぶきを入れて、くじらの
存在を強調した。

【図⑥：くじらのしぶきの編集】

くじらが潜る音：
深く潜水している音と、浅めの水中の音を混ぜて、く

じらが泳いでいる様子を表現した。
カモメ：

羽音は、フォーリー音源に既存の効果音を重ねること
で、よりリアルな大群のカモメになるように表現した。

羽音と鳴き声にディレイとリバーブをかけて、空間を
広げ、場面を印象付けた。

【図⑦：カモメの効果音編集】

【図③：作曲のリバーブの内容】
コンプレッサー：

音の変化によって聴きづらい部分が出ないように、全
体の音量をならすコンプレッサーを使用した。音量の変
化をつけたい曲については、あまりかけなかった。

【図④：作曲のコンプレッサー】

既存楽曲
使用する範囲の切り取りと、音量調節を行った。
音量調節は、全体の音量を決めてから、オートメーショ

ンで他の音と合わせて変化をつけた。特に、台詞が聞き
取りづらくならないようにした。
効果音
海：

外ロケで録音したステレオ音源を使用した。ノイズが
入った部分は切り取り、自然に聴こえる部分を選択した。
オートメーションで、波の音量を場面に応じて変化させ
た。

夜の静かな場面は音量をゆっくり変化させ、台詞が被
らないように調節した。

【図⑤：海の音の編集】
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【図⑩：風の編集】

９.　おわりに

大学生活の集大成として、「くじら雲」を制作できた
ことを嬉しく思う。

「くじら雲」は、人間関係の中にある温かさを音とし
て伝え残したい、という思いから始まった。この作品を
通じて、リスナーが少しでも心を温めてもらえたら、嬉
しい。

素直なくじらと、優しく寄り添うカモメ、見守る母は
変哲もない登場人物で、物語は起伏の緩やかなものにし
た。それは、毎日のあたり前が幸せだということを表し
たかったからである。

些細な幸せや、優しく思いやる心を、言葉と音で作品
中に散りばめたつもりだ。特に最後、くじらとカモメが、
思い出について話す場面があるが、その場面の言葉や気
づきは、作中で最も伝えたかったことだ。「思い出は寂
しいけれど、温かい」という言葉に、私の思いを詰め込
んだ。

身近な人を大切に、心に余裕をもって人と接すること
が大事だと、より多くの人が気づけば、世の中は明るく
なるはずだ。

私も、心に余裕をもって身近な人を大切にすることを、
永遠のテーマにしていきたい。

雨と雷：
あぶくの音を入れ、雨の中で遊び、海を思い出すくじ

らの様子を表現した。フォーリー音源と既存音源を重ね、
雫の音を単音で切り取って使用した。また、リバーブを
オートメーションで調節しながらかけ、印象付けた。

【図⑧：雨と雷の編集】

【図⑨：雨と雷の編集】

風：
低音と高音の素材を混ぜ、オートメーションで音量調

節をした。
特に、くじらが＜空の世界＞に来た場面では、音楽と

重ねてゆっくりとフェードインすることで、風の冷たさ
や綺麗な景色が、徐々に思い浮かんでくるようにした。



『アイドル現象小論～挑戦と変化による承認のプラットフォーム～』

125

　アイドルに関する研究は、アイドル戦国時代といわれた
2010 年代半ばを皮切りに数多く行われてきたが、2020 年
代に入って減少してきた感がある。それはアイドルにまつ
わる社会現象が減少したのではなく、ほぼ日本文化の中
に日常化し、特に若年層には当然のものとなったからでも
ある。しかしまたアイドルの活動場面におけるファンの行
動を参考に消費者行動などを考えようと言う観点も増加
してきたので、アイドルとそれにまつわる現象の分析は、
現在では多くの方面で需要のあるものとなっている。
　しかし、それまでに行われた分析がいかされた上でそれ
らが行われているかという点では疑問符がつく。アイドル現
象を含む若年層文化に関する旧来からのステレオタイプ的
な見方であったり、初期のあまり深くない分析がそのまま
援用されていたりするのが実情かもしれない。そこで、筆
者自身がアイドルに関する現象とその分析を行ってきた研究
成果をふまえて、いくつかの視点でまとめておくことにする。

「推し活」とはなんなのか

　アイドルのファンとしてのアクティビティを「推し活」
と呼ぶようになったのはごく近年のことである。その語
源ともいうべき「推し」という用語はAKB48 など女性
アイドルグループのファンたちの「推しメン」から来る
もので、元来は女性アイドルファンから出た言葉といっ
ていい。現在この「推し活」という言葉による検索結果
を分析すると、K-POP を中心とした男性アイドルに対
する女性ファンの行動にかかわる物が非常に多いことが
わかるが、しかし活用範囲は非常に広く、かつてのファ
ン・マニア・オタクを含んだファンダム全般について使
われているようである。
　かたや「推し活マーケティング」という用語もあるように、
ファンダムを中心とした消費行動を指す使い方もある。そこ
ではあたかも、SNSなどの急速な普及によってここ数年で
現れた若年層主体もしくは女性主体の新たな消費行動かの
ような解説や言説が多いが、はたしてそうなのだろうか。
　実は女性アイドルグループの活動が、新たなマーケ
ティング領域を先取りしているという議論は今に始まっ
た事ではない。新潟県名産の「やわ肌ネギ」を PRする
ため 2003 年 7 月に結成された 3人組アイドルユニット
である Negicco を分析した川上（2014）は、そのファ
ンが楽曲制作からライブ運営までにかかわるなどの活動
は、マーケティングで言うならば、製品中心や顧客中心
でもなく、生活者とともに価値を作り上げていくという
フィリップ・コトラーの「マーケティング 3.0」にすで
に相当していたのだとしている。ファンダムと運営が一
体となり、またメンバーも一体となって運動する多くの
アイドルグループは、その後の参加型マーケティング、
経験マーケティング、ファン・マーケティングなどとい
う名称のついた手法をいわば 90 年代後半から先取りし
続けてきているわけだ。ということは「推し活」という
言葉は、新たな消費行動の発現ではなく、すでにファン

『アイドル現象小論

 ～挑戦と変化による承認の
 プラットフォーム～』

兼高　聖雄

○小論文
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そう変わらない。劇場で大向こうから声をかけることと、
うちわやサイリウムを振ることも同質であろう。重要なこ
とはアイドルや娘や阿国からなにを受け取ろうとしたの
か、であって、ファン行動の表層的な特徴ではない。

成長を見守るという神話

　アイドル、特に日本のアイドルについては、テレビで
新たなアイドルたちが登場した昭和以降、旧ジャニーズ
タレントの全盛期から、さらには 2000 年代まで、未成熟
な少年少女たちを応援し、その成長を見守ることが特徴
なのだとされてきた。これはデビューまでに過酷ともい
えるトレーニングを受け完成された姿でデビューするこ
とが多いK-POPのアイドルと比較される中でも度々指摘
されていた（ただこれは韓国発のオーディション番組の
隆盛と、日本のアイドルのデビューの遅延から逆転した
のではという議論もあった）。この背景を考えてみたい。
　アイドルという言葉がメディアに登場したきかっけで
もあるのは、シルヴィ・ヴァルタンらアイドル俳優がが
多数出演した 1964 年のフランス映画「アイドルを探せ
（原題：Cherchez l’idole）」であると思われる。しかし
映画界においては「大戦前レジーム」を書き換えたとも
言われるオードリー・ヘップバーンの存在がきわめて特
異なアイドル的現象であったといっていい。
　オードリーは、ブロンドの髪、豊かなバスト、男性よ
り低い身長といった映画における美の基準を全て書き換
えて、あらたな女性の美を提示した存在でもあった。オー
ドリー主演の「ローマの休日」では、彼女が演じるアン
王女が、ローマで自国の大使館を抜け出し、サンダルを
買い、美容室で髪の毛をバッサリと切り、自由闊達に
ローマを散策する名シーンがある。そこには旧態依然と
した王室にいる若き女王が、それを捨て去って新たな女
王へと生まれ変わる様相が映し出されている。と同時に、
旧態依然とした映画における女性美を抜け出し、あらた
な時代の女優の魅力を提案するオードリーの姿が重ねら
れてもいる。スクリーンの前でオードリー沼にはまって
いった人々が見たのはそうした二重の意味で変化を遂げ
る姿であった。オードリーはその後「麗しのサブリナ」
においてはそ服飾デザインで新たな魅力を提示し、さら
に「マイフェアレディー」ではロンドンの下層の町娘か
ら、上流階級のレディーと見違えられる存在へという変
化を演じている。
　オードリーの演じる役を単体で見る限りは「成長」と
言えなくもないが、彼女自身が体現したものは、同時代
のエルビス・プレスリーや同じく映画界のジェームス・
ディーンらと同様に、あらたな消費主体である若者たち
に呼応する「革新」とでも呼ぶべきなにかである。「マ
イフェアレディー」は言語学者ヒギンズ教授による薫陶
と成長だとする読解もあるのかもしれないが、基本はヒ
ギンズ教授による挑戦を受けてたつ少女の物語でもあ
る。オードリーが見せてくれた世界は「革新」という名

ダムに内在していたなにかを、現在そう読みとったに過
ぎないということにもなろう。
　こうしたファンダム文化がいつから存在したかという
ことになると、日本において歴史的に確認できるものと
しては、歌舞伎の始祖とされる「出雲阿国」まで遡れる
であろうか。戦乱の世に現れた阿国は、浪人と化した若
い武士たちの中に現れた、女性物の着物を羽織って刀を
下げた歌舞伎者たちを真似て踊った。その意味では時代
の先端をとらえた男装の美女でもあった。多くの「おっ
かけ」が存在し。彼女を真似た遊女たちの演舞が歌舞伎
の基礎を作っていったとされる。阿国が採用した新しい
音楽（三味線という新たな楽器の登場）と舞・踊（振り
付けとフォーメーションの融合）がイノベーションとし
て拡まり、これが「芸」として大衆化していく中で、江
戸期の文化である歌舞伎や長唄、舞妓芸妓などが派生し
ていくことになる（赤坂 , 2023）。
　くだって明治 20 年。浅草で竹本綾乃助という 12 歳の
少女がデビューしている。彼女は義太夫をかたる太夫で
ある。彼女を中心とした「娘義太夫」は、当時の学生を
ファンダムの中心として大ブームとなる。綾乃助が登場
する劇場の周辺には客がほとんどいなくなったなどの逸
話も残る（笹山 , 2014）。
　義太夫は、長唄の一派であるから、歌舞伎の名シーン
を三味線に合わせて唄と台詞とナレーションで「再現」
する芸である。ファンたちは演目をしっかりと予習し、ス
トーリーが佳境にさしかかると「まってました」「さあ、
どうするどうする！」など合いの手を入れたので、彼らは
「ドースル連」「おっかけ連」などと呼ばれた。推しであ
る娘太夫の名前を自室の壁やランプの傘にかきまくった
り、熱烈なファンレターを送ったり、はてはファン同士が
新聞の投書欄で「推し」について激論を闘わせるなどの
行為も記録されている。娘義太夫沼にハマった娘義太夫
オタたちが数多くいたということだと笹山（2014）は言う。
　当時は大学ごとに「推す」娘を分けていたなど「担当
被り」を避ける工夫までされていたようではあるが、い
ずれにしても 2000 年以降のアイドルブームを彷彿とさ
せる状況が、明治末から大正の東京の学生たちにはあっ
たということになる。おっかけるだけでなく、オタ芸に
通じる行動を含んだファンダムの存在も認められる。お
そらく義太夫の制作サイド（運営というべきか）も、こ
うした状況を理解した上でマネジメントを行っていたと
思われる。秋葉原に近い本郷の大学生が、デビューして
まもないAKB48 にハマっていったのも、さほど変わら
ない構造があるというべきであろう。
　現在の「推し活」は、SNSを主体とするスマートホン
上のプラットフォームやメディアに大きく依存しているこ
とは否定できないが、そこで行われていることは、かつ
ての「ドースル連」や親衛隊やオタたちの行動と、おそ
らく構造に変化はない。居室一面にファンであるタレン
トやアイドルのポスターを飾ることと、ホーム画面や通知
を「推し」で埋めること、アクスタやぬいを集めることは、
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みんないるし」というもの。理由を具体的に言語化でき
るほど明瞭ではないのだが、「とにかくその空間にいた
い」という強い欲求がそこにあるのである。さらに「こ
こにいるほうが楽だし」「普段の自分は生きてる感じが
ないんだけど現場では生きてる実感がある」「〇〇（グ
ループ名）があってよかったといつも思う」という声も
ある。これらを聞くと、言葉の上では彼らは現実の世界
には適応できていないのではないかと感じてしまうが、
さらにインタビューしてみるとそんなことはない。アイ
ドル界隈以外の世界にも適応できている人がほとんどで
ある。さらには「現場に行くと言うと会社の人が許して
くれる」など周囲の理解を得ながらアイドルファンでい
る人も実は多かった。これは2000年代のハロー!プロジェ
クト・ファンの手記などを読んでもそうで、とにかくコ
ンサートやライブに行くのは楽しい、そこにいることが
うれしい、みんな（メンバーや知り合いのファン）に会
いたい、周囲にも支えられているというファンは数多い。
　かたやアイドル・メンバーはと言うと、先の姫乃によ
れば（地下アイドルは）両親に愛されて生きてきて、人
に愛される喜びを知っている。しかし学校でいじめられ
たり、人間関係が上手くいかず、その喜びを喪失してい
る。だから学校以外で人間関係を構築しようとしたり、
アイドル活動で自己を確立しようとする、と分析する。
　ここで言う「自己」がどのようなものであるのか姫乃
は詳述していないが、おそらくそれは単一の自己ではな
いと思われる。現代のアイデンティティについては多く
の研究が「複合的自己」であることを指摘している。簡
単にいえば「自分は一つではない」。現代に生きる多く
の人たちは場面に応じて複数の自己を使い分けている。
そうしたアイデンティティのうちの一つをアイドル活動
が作り上げてくれるということではないかと考えられる。
　アイドル・メンバーへのインタビューも度々行なって
きているが、その中でも「〇〇（グループ名）に出会え
たことが今の自分を作っているんだと思う」「〇〇（グ
ループ名）がなかったら、いまごろどうなっているかわ
からない」という声は数多く聞かれた。アイドルになる
ことで失われそうになった自己を確立している、アイド
ルであることがアイデンティティの大きな領域を占めて
いることは確かだと思われる。また「ここにいることで
できることがある」「ここにいる私だから価値があるは
ず」と、アイドルの活動現場を一つの場所として認識し、
そこに存在する自分に価値を見出してもいる。
　さらには「10 年後ですか？もし〇〇（グループ名）
があれば、私はそこにいます」というように、アイドル・
グループ、アイドルの活動現場そのものが、ファンにとっ
てもメンバーにとっても「自己を確立」する「居場所」
になっているということである。物理的な会場は変われ
ども、そのグループのメンバーとファンに出会うことの
できる「一定の場所」としてアイドルグループは機能し
ている。その「場所」は、たとえメンバーが入れ替わっ
ても継続性を持った「一定の場所」としてあり続けてい

の「挑戦と変化」の物語である。
　アイドルの世界でよく語られる言葉に「見たことのな
い景色」という言葉がある。あるいは「新しい景色が見
たい」という言い方もよく使われる。美容室で髪を切る
アン王女に言わせても成立するセリフだ。通常ライブを
行なっている会場ではない、より大きな会場への挑戦や、
定期的に開催されるアイドルフェスティバルへの出場枠
の獲得などがわかりやすい事例であろう。そうした成長
にもつながる挑戦だけではなく「今までとは違う何か」
を常に志向しているのがアイドルであるように思える。
　挑戦は成長につながるようにおもわれるが、成長には
大きな問題点がある。それは成長の時間軸にはいつか終
わりが来るということである。1951 年にデビューした
オードリーもその挑戦の軌跡は 20 年も続きはしなかっ
た。その後、日本のテレビでもアイドルと呼ばれる存在
が数多く登場してくるが、みなわずかな期間でマイクを
置いて去っていくこととなった。
　これを書き換えたのがモーニング娘。である。オーディ
ション番組で最終選考に残るも優勝できなかったメン
バーたちによるこのグループは、挑戦を見守った多くの
ファンたちに支えられ、1998 年デビューを果たす。そし
て新メンバーの加入と「卒業」というシステムを生みだ
した。かくしてモーニング娘。の時間軸は、私たちが生
きる実時間から切り離され、全く別の次元の時間軸として
挑戦と変化を続けることが可能になった。現在のメンバー
は全てがグループ結成以降に生まれたメンバーなのだが、
誰が卒業してもモーニング娘。は「永久に不滅」でいる
ことが可能になったのである。となるとここで求められ
ているのは「成長」であるとは考えにくい。日々「革新」
という名の挑戦と変化を続けていく「モーニング娘。」と
いうストーリーこそがそこにはある。これが、現在のア
イドルというコンテンツなのだと言ってもいいだろう。

アイドルグループが提供してくれるもの

　ではアイドルたちはファンになにを与えてくれるの
か、その分析や解説も 2010 年代以降には非常に多くな
されてきた。疑似恋愛ではないのか、不況の時の閉塞感
に応えているのではないか、参加障壁の低いイベントの
魅力なのではないか、などなどである。
　姫乃（2017）の分析によればアイドルのファンたちは、
そうでない人との差異があるわけではない。強いて言え
ば自己肯定感が強いくらいではないかと指摘している。現
在では少なくなったが 10年ほど前まではアイドルファン
に対して、特殊な存在だろうとする見方はどこでも強かっ
たのだが、実は言われるような特殊性などはない（この
状況も90年代以降変わらないかもしれない）。筆者も長年、
アイドルファンたちの声を聞いてきたが、社会構造的な何
かや社会機能の特殊性に気づいたことは確かにない。
　ファンの声で多かったのは「ここにいると楽しいんで
す」「やっぱり来ちゃうな、ってなるところだ」「だって、
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要なことはまず「拒否」がなく、そこにいてもよい、存
在することが承認された場であるということである。「居
場所のなさ」とはすなわち「拒否」されることでもある
が、それがないことが重要なのである。そして時に「賞
賛」される、能力や行動がプラスの評価を受け、自己肯
定感や自己効力感、ひいては自己の確立につながる場で
もあるということだ。これを提供する一定の場所がアイ
ドルの活動場面だということになる。
　Ｚ世代に関する多くの研究や分析が、承認欲求が彼ら
の特徴であると指摘しているが、その本質的な意味は「拒
否されたくない」世代だと考えても良いと思う。しかし
それは世代に特有なものなのではなく、現代社会の要請
であるかもしれない。現在の社会に対する適応的な行動
が、拒否を回避することなのではないだろうか。

結語

　以上検討してきたように、まず、アイドルに関わる現
象は、現代にはじまった特異な現象なのではなく、歴史
上も何度も繰り返されてきた「新たな価値の提案」と「生
活者参加型でその価値を創造する」ものであることが確
認された。次にそこでは「未熟な存在」であるアイドル
の「成長を見守る」のではなく、「挑戦」と「変化」のストー
リーがコンテンツとして提示されていることが示された。
そして、その活動場面に参加することで、ファンもメン
バーも（おそらく運営スタッフも）「拒否回避」と「賞賛
獲得」からなる「承認欲求」が充足され、一つのアイデ
ンティティが提供される場面であるということになる。
　やや現代風にまとめるならば「挑戦と変化による承認
のプラットフォーム」がアイドルだということになる。
かつその存在は、現実の時間軸から切り離されたものと
なっていることも示された。今後もさまざまな形でアイ
ドル現象は展開されるであろうし、それが分析される機
会もあると思われる。その際には今回示した視点を踏ま
えたものであることを望みたい。
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赤坂治績（2023）、江戸の芸者、集英社 .
川上徹也（2014）、新潟発アイドルNegicco の成長ストーリーこそ、
マーケティングの教科書だ、祥伝社 .
笹山敬輔（2014）、幻の近代アイドル史、彩流社 .
姫乃たま（2017）、職業としての地下アイドル、朝日新書 .
中島信哉（2017）、心理臨床と「居場所」、創元社 .
原田克巳（2014）、居場所概念の再構成と居場所尺度の作成、金沢
大学人間社会学域学校教育学類紀要（6巻）.
菅原健介（1986）、賞賛されたい欲求と拒否されたくない欲求、心
理学研究（57 巻 3 号）
小島弥生他（2003）l, 賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度作成の試み , 
性格心理学研究（11 巻 2 号）.

て、そこに「いる」「くる」「帰る」ことができるところ
となっているわけである。
　この「居場所」という概念は、不登校などを扱う教育
分野での議論から始まり、臨床心理学や社会学分野から
検討され、かつまた建築デザインや社会システム論など
さまざまな分野からアプローチされている言葉ではある
が、実は共有された明確な定義があるわけではない。そ
れが使われる文脈によって意味が異なる場合もあるの
で、学術用語としてはきわめて不確かな状況にある言葉
である。むしろ「居場所のなさ」という現象や状況から
アプローチする場合のほうが研究の上では明瞭になるこ
とからも、残余範疇の一種ではないかと言われることも
ある概念である（中島、2017 ほか）。
　しかしそこには共通するいくつかの論点があるとして
居場所概念を検討し「居場所尺度」を構成した研究もあ
る（原田、2014）。その尺度では「いつでも輪の中に入っ
ていける関係がある」といった社会的つながり、「あり
のままの自分を受け入れてくれる人がいる」という承認
や「自分の行動を必要としてくれている人がいる」など
の自己有用感が重要な項目として挙げられている。
　こうした研究を俯瞰すると、アイドルがその活動を通
じてファンやメンバーにこの「居場所」を提供している
ことは確かであると同時に、そこで満たされているもの
が承認欲求であることもわかる。この承認欲求について
も言葉のイメージから誤解されていることが多いのだ
が、広義には他者から存在や行動を認められたいという
意味であって、褒められたい・目立ちたい・一番になり
たいという自尊感情や自己顕示欲求のことではない（そ
れは承認欲求の一部を構成するものではあるが）。
　承認欲求とは、個人による自己呈示的行動に対し , 他
者から何らかの評価を受けることを期待する欲求である
が、菅原（1986）は、そこに賞賛されたい欲求と拒否さ
れたくない欲求とがあるとしている。前者は「賞賛獲得
欲求」とされ、自己の呈示的行動に対しポジティブな評
価を得ようとするものであるが、後者は「拒否回避欲求」
で、否定的評価を回避する欲求とされる。後続の研究で
は（例えば小島ら , 2003）、この２つの欲求は独立して
行動に影響を与えうるものだが、ともに承認欲求を構成
するものと考えられている。「賞賛獲得欲求」はたとえ
ば「注目されていないとつい人の気をひきたくなる」「信
頼されるために積極的に自らの能力をアピールしたい」
といったもので、褒められたい・注目されたい・関心を
ひきたいというものである。「拒否回避欲求」とは「目
立ってしまうと周囲から反感を買うのではと気になる」
「自分の意見が批判されるとどうしていいかわからなく
なる」などの態度に現れるもので、これはそのまま「居
場所のなさ感」につながる内容である。承認欲求とは、
この２つの下位欲求からなるということもできる。
　アイドルの活動場面でのファンの言葉や、アイドル自
身の声を読み解くと、アイドルが提供する「居場所」と
は、承認欲求を充す空間であるということになろう。重
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女性は無能力者…はて？
2024 年の前期の放送された第 110 作『虎に翼』は女

性初の弁護士、判事である三淵嘉子さんの人生をモデル
に、主人公・猪

いの
爪
つめ

寅
とも

子
こ
（伊藤沙莉）が法の世界で自らの

生きる道を切り拓いていく物語だ。第 1 週にはこのドラ
マの神髄が詰まっていた。

物語は戦後発布された新憲法の第 14 条を寅子が目に
し、涙するところから始まる。

第十四条　すべて国民は、法の下に平等であつて、人
種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、
経済的又は社会的関係において、差別されない。

そこから一気に時を遡り、女学生の寅子が無理やりお
見合いをさせられているシーンへと戻る。そして、寅子
がお見合いを拒みたくなる理由が 1 週間かけてまざまざ
と描かれ続ける。

見合いの席で自らの意見を言えば、女のくせに生意気
な、弁えろと怒鳴られる。公の場では自分の人格を押し
殺し、スンと夫の影に徹する母たち。結婚したお家で 1
番になればいい。女は男みたいに好き勝手にはいかない、
受け入れちゃいなさい、何も考えずに。学をつけすぎる
と嫁の貰い手がなくなる。といった言葉の数々…

極めつけが、当時の法律である。女性は参政権もなく、
家督も継げない。また、結婚した女性は無能力者と称さ
れ責任能力が制限されていた。財産の利用、負債、訴訟
行為、贈与、相続、雇用契約を結んで働くなどは夫の許
可が必要だった。ただし、日常の家事についてはこの限
りではない。要するに社会に出て活動するには夫の許可
が必要だが、家のことならお好きにどうぞ（むしろお任
せします）というわけだ。

ここで戦後、日本国憲法第 14 条を目にした寅子が涙
を流す理由の一端がうかがえる。そう、この時代女性は
女性というだけで明らかに虐げられていた。自らの意思
決定権が削がれ、生き方が決められていたのである。寅
子がお見合いを拒むのも、結婚そのものというよりも、
自分の意思とは関係なく女性の幸せが結婚と決めつけら
れることへの疑問からであった。そして、寅子は明律大
学女子部法科への進学を志す。

地獄の道
しかし、寅子の母・はる（石田ゆり子）は寅子が進学

することを認めず、何が何でも結婚させようとする。

はる：�どう進んだって地獄じゃない。そうでしょう？
頭のいい女が確実に幸せになるためには、頭の
悪い女のふりをするしかないの

ここでいう頭の悪い女のふりとは、要は寅子が気づい
てしまった疑問に目を瞑り、気づかないふりをするとい
うことだ。それは母なりの愛ではあり、またはるもそう

「『虎に翼』と『おむすび』

〜私が私で何が悪い〜」

石毛　みさこ

○小論文
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いっぱい希望いっぱいではなく現実を描き、それを地獄
と評したのである。

どんな人 “も” いる世界
そんな『虎に翼』が繰り返し描いたのが、“声を上げ

ること ”そして“声を聞くこと” だ。象徴的なセリフをい
くつか抜粋する。

はる：�そうやって女の可能性の芽を摘んできたのはど
この誰？男たちでしょう。自分にその責任はな
いと？それならそうやって無責任に娘の口を塞
ごうとしないでちょうだい！（第１週　第５話）

直道：�思っていることは、口に出していかないとね。
その方がいい！（第 3 週　第 15 話）

寅子：�私ね、苦しいって声をしらんぷりしたり、なかっ
たことにする世の中にはしたくないんです		

（第 23 週　第 115 話）

声を上げる口を、その声を聴く耳を、そして世の中を
見る目を、閉じない、塞がない。このことを繰り返し描
くことで、どんな人 “も” この世にいる世界描き出して
いた。

放送にはどうしても最大公約数を求める傾向がある。
それは、なるべく多くの人に伝えようとしているからと
もいえる。しかし、そこからこぼれる人が必ず出てきて
しまう。その結果、いるはずの人たちが描かれなかった
ことが朝ドラでも過去に何度もあった。例えば、この時
代のこの場所が舞台ならば確実に存在していたはずの在
日朝鮮人のコミュニティや、同性愛者のカップルだって
そうだ。全て見えていなかった、見ようとしなかっただ
けでいたはずの人々である。『虎に翼』はその人たちを
いないことにしなかった。

また、主人公の寅子もこれまで朝ドラにいなかった人
である。朝ドラのヒロインはお転婆や男勝りだったりする
ことが多い。しかし、そのようなヒロインであっても、女
だってできるんだ！を原動力に生きたり、女だからこその
視点で成功していったりと、寅子のように世の中が用意
した女という枠組み自体に疑問を呈したり、受け入れず
にその枠組み自体を変えようとしたヒロインは意外にも
いなかった。それは今までのヒロインが、舞台となって
いる時代の価値観に則っていたこともあるだろう。たし
かに、寅子の考え方は極めて現代的だ。寅子だけでなく

『虎に翼』の登場人物は総じて現代的な考え方をする。だ
が、果たして寅子のように考えた人は過去にいなかった
のであろうか？いや、いたからこそ今につながっているは
ずだ。ただ当時の価値観が口を塞いだだけだったのでは
ないだろうか。最終話の寅子の言葉に凝縮されている。

寅子：�はて？ いつだって私のような女はごまんとい

やって生きてきたことがうかがえる。しかし、寅子から
してみれば、はるの考えはとても受け入れることはでき
ない。だが、寅子ははるを否定したいわけではなく、は
るがはるとして生きる権利が奪われていることが受け入
れられないのだ。強かに、笑顔を絶やさず。その裏では
本心を、言いたいことを飲み込む。そうやって世の女性
たちは自分の意思や、人格を押し殺しスンとして生きて
きた。その結果はるの中に、ある種の諦観が根付いてし
まったことが寅子に対する言動からは見て取れる。

一方で、寅子に対し疑問に目を瞑れと言うことは、は
るもまた同じ疑問を持っていることの表れでもある。だ
からこそ、寅子が女性には無理だと否定される姿を目の
当たりにしたとき、そうやって女の可能性の芽を摘んで
きたのは男たちではないかと啖呵を切り、お見合いのた
めの振袖ではなく六法全書を買い求める。

はる：�私は私の人生に悔いはない。でもこの新しい昭
和の時代に、自分の娘にはスンとしてほしくな
いと思っちゃったのよ！

そこには地獄を生きてきたものとして、その地獄を自
分の代で断ち切りたいというはるの矜持が見える。一方
で、寅子が選んだ道もまた地獄である。

寅子が選んだのは即ち、世の中が用意した女という枠
組み自体に疑問を呈し、その枠組みを自らの手で変えよ
うとする道だ。それは、女性に権利は必要ないという世
間の価値観に抗う道なき道である。先が見えず、味方も
少ないだろう。苦労が付いて回り、絶望を味わうかもし
れない。それは傍から見れば地獄で相違無いだろう。だ
からこそ、はるは改めて寅子に問いかける。

はる：それでも、本気で地獄を見る覚悟はあるの？
寅子：ある

たとえ険しい道だとしても、自らの意思でその道を選
び、進む権利は誰にだってあるべきだ。そして、自ら選
んだ道であれば、たとえ地獄でもそれはただの地獄には
ならない。最終話、寅子の前に現れたはるの幻影は寅子
に改めて問いかける。

はる：どう？地獄の道は？
寅子：最高、です。

そう答える寅子は満面の笑みを浮かべていた。実際の
ところ、寅子の人生は壁も多かった。その壁の中には、
現代に続いているものも多い。憲法は平等を謳っている
が、まだまだ性別や人種などによる枠組みは残っている。
それが、現実だ。

朝ドラはこれまで数々の女性の人生を描き続けてき
た。そこでは女性の社会進出を後押しするため、理想を
掲げていた部分もあった。しかし『虎に翼』はあえて夢
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きなことを貫いて、周りにどう思われるかを気にせず自
分の人生を心から楽しむ」という姿勢は、近年の朝ドラ
に共通するものでもある。

セーラームーン、安室ちゃん、あゆの先に
朝ドラは『おはなはん』で女性の人生を描いて以来、

活躍する女性を描き、女性が社会へと飛び出す後押しを
してきた。しかし、その社会は男性が作った、男性主体
の男性文化が根付いた社会でもある。一方で、ギャルは
女性主体の女性文化だ。『おむすび』の中で何度も登場
するセーラームーン、安室ちゃん、あゆはその象徴でも
ある。彼女たちは女の子が憧れ、求める、女の子のため
の文化を体現していた。また、ギャルが女性文化である
ことは、男性の方がギャル男と呼ばれ有徴化されること
からも見て取れる。
『あぐり』『ちゅらさん』の演出や『ちりとてちん』の

制作統括を務めた遠藤理史は 2014 年の朝日新聞の記事
中で、これまでの朝ドラが描いてきたことは年代ごとに
大きく以下の３つに分けられると述べている。1

1960 ～ 70 年代　
縛られた場所から出るヒロイン
80 年代～ 90 年代　
女性が進出しきっていない職種で頑張るヒロイン
2000 年代以降
女性の自己実現

女性が進出しきっていない職種で頑張るヒロインとい
うのは、それまで女性がいなかった、即ち男性社会で頑
張るヒロインともいえる。そして『おむすび』が主に描
いている 2000 年代は、ちょうど朝ドラがそういった男
性社会で頑張るヒロインから女性の自己実現へと移行し
た時期である。それは女性が、男性が作り出した文脈と
は異なる生き方や幸せを模索しだした証だったのではな
いだろうか。

また、80 年代までは戦争を挟んだ女性の一代記が主
流だったが、90 年代は現代ものが主流になる。しかしそ
の後、再び昭和を舞台にした物語が増えていく。そこで
は以前のように働くヒロインだけでなく『ゲゲゲの女房』
や『ごちそうさん』に代表されるような家庭の中で生き
た女性たちにスポットを当てたものが増え、好評を博し
ていく。それは一見、女性の役割を再び固定化する動き
のようにも見える。実際、当時そのような批判もあった。
しかし、これらの作品は家庭の中で女性が担ってきた役
割を再評価している側面が強く、家庭も社会の一部であ
ることを示していた。これもまた男性社会の価値観から
脱却するひとつの形だったと位置づけることができる。

2010 年代後半になると朝ドラのヒロイン像は新たな
フェーズへと入っていく。朝ドラに関する著書やコラム
を多数執筆している木俣冬は『ネットと朝ドラ』の中で
2017 年以降のヒロインについて「その時代の先端を行

ますよ。ただ時代がそれを許さず、特別にした
だけです。

『虎に翼』は朝ドラのこれまでの歴史を踏襲しつつ、
新たな１歩を踏み出した作品だった。

「私は朝ドラヒロインか？！」
『虎に翼』の後を受け、後期から放送が始まったのが

現在放送中の第 111 作『おむすび』である。『おむすび』
の主人公・米

よね
田
だ
結
ゆい

（橋本環奈）は平成元年生まれ。福岡・
糸島と神戸、大阪を舞台に、結と米田家の人々、友人、
ご近所さんたちが過ごした平成の日々を描いている。

そんな『おむすび』の第 1 週は、子供が落とした帽子
を拾おうと海に飛び込んだ結が「私は朝ドラヒロイン
か？！」と突っ込むモノローグをはじめ、家族団らんの
食卓、畑の中を自転車で走るヒロインなど、これでもか
とばかりに朝ドラらしさが描かれていた。これはただ単
に朝ドラらしさを強調しているだけではなく、朝ドラそ
のものが何かの象徴とされているようだった。では、『お
むすび』は朝ドラを何の象徴としていたのか。

“失われた 30 年” を失わなかった人たちの物語
『おむすび』は何か大きな事件が起こるわけではなく、

あくまで私たちが過ごす日常で経験する出来事を描く。
ただ１点、阪神淡路大震災を除いては。

結の家族は阪神淡路大震災を経験している。当時、結
は 5 歳。幸い家族は全員無事だったが、結の８歳上の姉・
歩
あゆみ

は親友・真希を亡くしている。結の家も理容店を営ん
でいた 1 階がつぶれ生活がままならなくなり、父の故郷
である糸島へ移り住んだ。

先ほど “朝ドラは女性の人生を描き続けてきた” と述
べたが、それと共に日常を描き続けてきたドラマでもあ
る。だからこそ『おむすび』は第 1 週であえて “朝ドラ
らしさ” を描き、朝ドラを日常の象徴としたのである。

平成は “失われた 30 年”と称されることもある。しかし
米田家にとってその 30 年はもしかしたら失っていたかも
しれない、しかし失わなかった大事な大事な日々である。
そして、何か大きな出来事があるわけではない日常を生
き生きと過ごす結たちを通して、同じ日々を生きてきた
私たちもまた、何も失っていないのだと語りかけている。

ギャルって何？
ところで『おむすび』の主人公・結はギャルだ。結の

姉で伝説のギャルであった歩（仲里依紗）曰く、ギャル
とは「自分の好きなことを貫いて周りにどう思われとう
とか気にせんと自分の人生を心から楽しむ人たち」のこ
とである。
『おむすび』ではこの「自分の好きなことを貫いて、

周りにどう思われるかを気にせず自分の人生を心から楽
しむ」というギャルマインドを持っていれば性別に関係
なくギャルであると描かれている。実はこの「自分の好
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制作統括：宇佐川隆史、真鍋斎
演出：野田雄介、松木健祐ほか
主演：橋本環奈

【引用文献】
1 �後藤洋平「はじめての連続テレビ小説」、朝日新聞、
2014 年 8 月 18 日

2 �木俣冬『ネットと朝ドラ』、blueprint、2022 年、pp. 
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くような職業を目指し、高みに上がっていき、視聴者が
それに憧れるようなロールモデルになりえるようなムー
ドは朝ドラからなくなりかかっている。物静かで内向的
で先頭に立たず、裏方的な人物が主人公となり自分の尊
厳を大切に、自分らしく生きるという目線になっていく」
と評している。2

しかし 2023 年の『らんまん』以降、それまでとは打っ
て変わり再び明るいヒロインが続いている。この『らん
まん』以降のヒロインたちに共通するのが、『おむすび』
でギャルマインドとされている「自分の好きなことを貫
いて、周りにどう思われるかを気にせず自分の人生を心
から楽しむ」という姿勢である。

それはかつて男性社会で奮闘してきた朝ドラヒロイン
が、時を経て女性の生き方を改めて見つめ直したり、自
分の尊厳を大切に自分らしく生きるという目線を会得し
た結果、男性文化の価値基準に合わせるのではなく、真
の意味で女性が女性として社会で生きていくようになっ
たことの現れではないだろうか。また『らんまん』は “男
性ヒロイン” であったり、『おむすび』ではギャルマイン
ドを持っていれば性別に関係なくギャルであるとされて
いることから、朝ドラは性別に関係なく “その人がその
人らしく生きていくこと” を描くようになったと言える。

私が私のまま私を誇る
どんな人生を歩み、何を幸せとするのか、決める権利

は自分にしかない。なぜならば、自分の人生は自分のも
のであるからだ。また、私たちはどこまでいっても私で
しかなく、他の誰かになることはできない。だからこそ、
他人と比べたり、自分の気持ちを押し殺したり、偽った
りするのではなく、自分で選んだ人生を自分が満足でき
るように歩んで行けばいいのである。

誰に人生を決められるでもなく自分がやりたいことを
やる。そして、それを心から楽しむ。その先には、“私
が私のまま私を誇っていける人生” があるはずだ。それ
は『虎に翼』で寅子が追い求め、『おむすび』で結や歩
が体現しているものである。この 2 つの作品は描いてい
る時代も、テーマも、テイストも異なるが、確かにつな
がっている。今の時代だからこそ作られた、今を描いた
作品だった。

【参考作品】
『虎に翼』
2024 年 4 月～ 9 月 放送
脚本：吉田恵里香
制作統括：尾崎裕和
演出：梛川善郎、橋本万葉ほか
主演：伊藤沙莉 

『おむすび』
2024 年 9 月～現在放送中
脚本：根本ノンジ
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部
。

長�

谷
部
「
は
い
！　

こ
ち
ら
長
谷
部
巡
査
代
理
！　

い
え
！　

あ
の
、
現
在
捜
索
中
で
ご
ざ
い
ま
す
！
は
い
！　

そ
の
通
り

で
ご
ざ
い
ま
す
！
」

誰
も
い
な
い
真
っ
暗
な
ビ
ル
の
中
で
、
長
谷
部
の
平
謝
り

す
る
声
が
響
き
渡
っ
て
い
る
。

○
鏡
一
の
部
屋
（
正
午
）

ア
パ
ー
ト
の
一
室
。
足
の
踏
み
場
は
あ
る
も
の
の
、
物
が

散
ら
か
っ
て
い
て
雑
然
と
し
た
部
屋
で
鏡
一
は
寝
転
が
っ

て
い
る
。

鏡
一
は
ペ
ン
を
揺
ら
し
な
が
ら
呟
く
。

鏡
一
「
こ
れ
、
ど
う
し
よ
っ
か
な
あ
」

時
計
の
針
は
12
と
３
を
指
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
の
方
を
向
き
直
す
鏡
一
。

鏡�

一
「
ナ
ン
チ
ャ
ン
、
顔
が
左
右
反
転
し
て
る
？　

気
の
せ
い

か
」鏡

一
は
寝
転
が
り
続
け
て
い
る
。

突
然
、
ド
ア
の
ノ
ッ
ク
音
が
聞
こ
え
る
。

升�

本
「
す
い
ま
せ
え
ん
。
升
本
で
す
う
。
利
子
の
取
り
立
て
に

参
り
ま
し
た
あ
」

鏡
一
「
え
？
」

テ
レ
ビ
の
音
が
部
屋
に
鳴
り
響
く
。

外
の
景
色
が
映
る
。

無
人
の
部
屋
と
、
反
転
し
た
『
終
』
の
文
字
が
映
る
。（

了
）

と
っ
さ
に
反
応
し
た
鏡
一
だ
け
慌
て
て
し
ゃ
が
み
、
升
本

と
畑
野
は
鏡
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

升
本
「
あ
り
ゃ
！
」

畑
野
「
あ
あ
っ
！
」

先
に
消
え
て
し
ま
う
升
本
と
畑
野
。

升
本
は
消
え
る
間
際
、内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
何
か
を
投
げ
る
。

長
谷
部
「
く
そ
っ
！　

ま
た
升
本
を
逃
し
た
！
」

駆
け
寄
っ
て
く
る
長
谷
部
。

鏡
一
は
急
い
で
鏡
に
手
を
伸
ば
す
が
、何
も
起
こ
ら
な
い
。

銃
を
構
え
て
い
る
長
谷
部
。

鏡
一
は
両
手
を
挙
げ
て
大
人
し
く
す
る
。

長�

谷
部
「
し
か
し
ま
、
お
前
だ
け
で
も
捕
ま
え
ら
れ
た
ら
十
分

だ
。
ノ
ル
マ
は
達
成
し
て
る
」

鏡
一
「
…
…
長
谷
部
さ
ん
、
部
下
と
か
い
な
い
ん
で
す
か
」

長
谷
部
「
い
な
い
よ
。
俺
は
人
望
が
な
い
か
ら
な
」

長
谷
部
は
動
じ
ず
構
え
を
解
か
な
い
で
い
る
。

鏡
一
「
へ
え
、
そ
れ
は
好
都
合
だ
」

長
谷
部
「
あ
あ
？
」

鏡
一
は
目
の
前
の
鏡
を
指
さ
し
て
大
き
な
声
を
出
す
。

鏡
一
「
あ
っ
！　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
！
」

長
谷
部
は
一
瞬
、
鏡
一
が
指
さ
し
た
方
向
を
見
る
。
そ
こ

に
は
鏡
一
が
鏡
の
中
の
鏡
に
入
っ
て
い
く
の
が
映
っ
て
い

る
。

鏡
一
は
升
本
が
置
い
て
い
っ
た
ペ
ン
を
掴
み
、
鏡
の
中
に

飛
び
込
む
。

長
谷
部
「
あ
あ
っ
！
」

パ
ッ
と
振
り
向
い
て
発
砲
す
る
長
谷
部
。

そ
こ
に
鏡
一
の
姿
は
な
く
、
割
れ
た
鏡
が
床
に
散
ら
ば
っ

て
い
る
。

長
谷
部
「
あ
あ
あ
！　

な
ん
て
古
典
的
な
方
法
で
！
」

長
谷
部
が
頭
を
抱
え
て
い
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
着
信
音

が
流
れ
る
。
青
ざ
め
た
顔
で
、
急
い
で
そ
れ
を
取
る
長
谷

鏡
一
「
そ
れ
な
ら
、
三
人
と
も
帰
れ
ま
す
よ
」

畑
野
と
升
本
は
全
く
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
顔
を
見
合
わ
せ

た
。

×　

×　

×

三
面
鏡
の
前
に
立
っ
て
い
る
三
人
。

そ
の
後
ろ
に
は
も
う
一
つ
三
面
鏡
が
あ
る
。

三
面
鏡
の
角
度
に
合
わ
せ
て
少
し
角
度
を
つ
け
た
立
ち
位

置
に
い
る
升
本
と
畑
野
。

真
ん
中
に
立
っ
た
鏡
一
が
言
う
。

鏡�

一
「
こ
の
ま
ま
、
せ
ー
の
で
下
が
っ
て
鏡
に
飛
び
込
め
ば
、

き
っ
と
同
じ
こ
と
が
で
き
ま
す
」

升
本
と
畑
野
が
頷
く
。

畑
野
「
な
る
ほ
ど
ね
」

升
本
「
誰
も
取
り
残
さ
れ
ず
に
済
み
ま
す
ね
え
」

三
人
は
鏡
に
映
っ
た
互
い
の
顔
を
見
る
。

畑
野
「
じ
ゃ
。
ま
た
ど
こ
か
で
」

升
本
「
え
え
」

鏡
一
「
あ
ん
た
ら
、
ま
だ
こ
こ
に
来
る
気
な
の
？
」

升
本
「
柴
田
さ
ん
は
も
う
来
な
い
ん
で
す
か
？
」

鏡�

一
「
俺
は
も
う
懲
り
ま
し
た
。
そ
こ
が
鏡
の
中
だ
と
し
て
も
、

逃
げ
て
る
の
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」

升�

本
「
お
困
り
の
時
は
ま
た
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も

貸
し
に
来
ま
す
の
で
」

升
本
は
そ
う
言
っ
て
ペ
ン
を
鏡
に
投
げ
入
れ
る
。

鏡
一
は
苦
笑
い
す
る
。

足
音
が
聞
こ
え
、
階
段
の
方
を
見
る
鏡
一
。

長�

谷
部
「
こ
、
こ
こ
か
!?　

自
分
が
今
何
階
に
い
る
の
か
さ
っ

ぱ
り
だ
！
」

長
谷
部
の
声
が
す
ぐ
近
く
ま
で
来
る
。

三
人
は
息
を
揃
え
て
一
歩
ず
つ
下
が
っ
て
い
く
。

鏡
一
「
よ
し
、
行
き
ま
す
よ
、
せ
ー
の
っ
」

後
ろ
に
倒
れ
込
む
直
前
、
銃
声
が
鳴
る
。
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鏡
一
「
な
ん
で
、
ま
た
あ
ん
な
…
…
」

メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
た
長
谷
部
が
ヘ
リ
か
ら
乗
り
出
す
形
で

接
近
す
る
。

長�

谷
部
「
逃
げ
ら
れ
る
と
思
っ
た
か
ー
！　

全
部
警
察
は
全
部

で
き
る
か
ら
全
部
警
察
な
ん
だ
！
」

鏡
一
「
ヘ
リ
使
う
予
算
な
ん
て
あ
ん
の
か
よ
！
」

長�

谷
部
「
な
ん
と
言
っ
て
る
か
全
く
聴
こ
え
な
い
が
、
全
部
警

察
は
こ
う
し
た
酔
狂
に
予
算
を
振
り
切
っ
て
い
る
！
」

鏡
一
「
聴
こ
え
て
る
じ
ゃ
ね
ー
か
」

三
人
は
急
い
で
屋
上
か
ら
逃
げ
出
し
て
下
の
階
へ
と
向
か

う
。

○
ビ
ル
４
．
１
階
（
夜
）

長
谷
部
の
呼
び
か
け
る
声
が
近
づ
く
の
を
尻
目
に
三
人
は

４
．
１
階
に
到
着
す
る
。

息
を
切
ら
し
て
い
る
升
本
を
置
い
て
、
二
人
は
三
面
鏡
を

探
し
始
め
る
。

鏡
一
「
升
本
さ
ん
が
入
れ
る
鏡
な
ん
か
あ
る
か
な
あ
」

畑�

野
「
こ
こ
は
協
力
す
る
ふ
り
を
し
て
升
本
だ
け
こ
の
世
界
に

置
い
て
い
こ
う
。
そ
れ
が
世
の
た
め
人
の
た
め
だ
」

升
本
「
聞
こ
え
て
ま
す
よ
お
」

い
く
つ
も
の
鏡
が
乱
雑
に
放
置
さ
れ
て
い
る
中
か
ら
鏡
一

は
三
面
鏡
を
見
つ
け
出
す
。

鏡
一
「
あ
っ
た
…
…
」

畑�

野
「
お
お
！　

そ
れ
じ
ゃ
早
速
升
本
さ
ん
を
後
ろ
に
立
た
せ

て
…
…
」

升
本
「
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
お
」

畑
野
と
升
本
が
揉
め
て
い
る
と
鏡
一
は
は
っ
と
気
付
い
た

よ
う
に
二
人
に
言
う
。

鏡
一
「
こ
れ
、
つ
ま
り
全
員
の
姿
が
見
え
て
い
れ
ば
い
い
ん
で

す
よ
ね
？
」

升
本
「
は
い
、
お
そ
ら
く
は
」

二
人
に
向
け
て
話
す
。

升�

本「
こ
の
ビ
ル
の
４
．１
階
に
最
近
廃
業
し
た
ガ
ラ
ス
ミ
ラ
ー

の
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
ど
う
や
ら
鏡
の
聖
地
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
、リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
ら
し
い
ん
で
す
よ
」

鏡
一
「
こ
の
ビ
ル
!?
」

升
本
「
は
あ
い
」

畑�

野
「
リ
セ
ッ
ト
っ
て
の
は
、
全
員
が
元
の
場
所
に
帰
れ
る
っ

て
こ
と
か
？
」

升
本
「
は
あ
い
」

鏡
一
「
そ
れ
、
な
ん
で
言
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

升
本
「
…
…
…
…
」

畑
野
「
柴
田
君
こ
い
つ
ダ
メ
だ
よ
」

鏡
一
「
そ
う
す
ね
」

升�

本
「
確
実
じ
ゃ
な
い
か
ら
言
わ
な
か
っ
た
だ
け
で
す
っ
て
ば

あ
」

畑
野
「
確
か
め
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

升�
本
「
試
し
に
何
人
か
使
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
」

畑
野
「
こ
い
つ
…
…
」

鏡
一
「
信
じ
る
し
か
な
い
け
ど
不
安
だ
な
あ
」

升
本
は
ぺ
こ
り
と
謝
る
。
頭
を
抱
え
る
鏡
一
と
畑
野
だ
っ

た
が
、
日
が
暮
れ
て
い
く
の
を
見
て
鏡
一
は
決
断
す
る
。

鏡�

一
「
よ
し
、
い
つ
あ
い
つ
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
。
や
る
な

ら
早
く
や
ろ
う
」

畑
野
「
あ
い
つ
？
」

鏡�

一
「
警
察
。
升
本
は
死
刑
囚
で
俺
は
そ
の
逃
亡
を
手
引
き
し

た
こ
と
に
な
っ
て
る
」

畑
野
「
僕
、
抜
け
て
い
い
か
な
？
」

こ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
す
る
畑
野
を
引
き
連
れ
、
屋
上
を

後
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
プ
ロ
ペ
ラ
音

が
遠
く
か
ら
近
づ
い
て
く
る
。

長
谷
部
「
あ
い
つ
っ
て
の
は
、
俺
の
こ
と
か
？
」

畑
野
・
升
本
「「
あ
」」

照
れ
臭
そ
う
な
表
情
か
ら
一
転
、
畑
野
は
あ
ん
ぐ
り
と
口

を
開
け
て
升
本
と
顔
を
合
わ
せ
る
。

升
本
も
口
の
端
か
ら
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
カ
ス
を
こ
ぼ
し
て

い
る
。

鏡
一
「
え
？　

何
知
り
合
い
？
」

鏡
一
は
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
に
顔
を
見
合
わ
せ
る
二
人

を
交
互
に
見
て
い
た
。

×　

×　

×

輪
に
な
っ
て
座
っ
て
い
る
三
人
。

畑�

野
「
そ
れ
で
、
僕
は
命
か
ら
が
ら
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
っ

て
わ
け
で
す
」

鏡
一
「
ペ
ン
が
無
い
の
に
ど
う
し
て
…
…
」

畑�

野
「
買
っ
た
ん
で
す
よ
！　

た
ま
た
ま
似
た
よ
う
な
の
売
っ

て
て
、
わ
ざ
わ
ざ
借
金
し
て
ま
で
」

鏡
一
「
そ
ん
な
経
緯
が
」

畑
野
は
升
本
を
睨
み
な
が
ら
声
を
荒
げ
る
。

畑�

野
「
僕
は
ね
え
、
そ
う
し
て
コ
イ
ツ
に
騙
さ
れ
て
あ
の
世
界

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ん
で
す
よ
！
」

鏡
一
「
あ
ん
た
や
っ
ぱ
鬼
畜
だ
よ
」

升�

本
「
い
や
い
や
、
元
々
迎
え
に
行
く
算
段
だ
っ
た
ん
で
す
よ

お
。
信
じ
て
く
だ
さ
い
」

鏡
一
「
そ
う
な
の
か
？
」

畑�

野
「
信
じ
る
な
！　

こ
い
つ
は
最
後
の
最
後
で
裏
切
る
卑
劣

漢
で
す
。
僕
と
手
を
組
も
う
、
柴
田
君
」

升
本
「
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
よ
お
」

焦
り
気
味
の
升
本
。
変
な
柄
の
ハ
ン
カ
チ
で
顔
の
汗
を
拭

い
て
い
る
。

鏡�

一
「
流
石
に
こ
の
ま
ま
信
じ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、

今
、
帰
る
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

升
本
「
う
う
ん
、
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
」

升
本
は
渋
々
と
い
っ
た
様
子
で
立
ち
上
が
り
、
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る
ぞ
っ
て
」

升
本
「
は
あ
」

興
味
な
さ
げ
に
相
槌
を
打
つ
升
本
。

鏡�

一
「
ま
あ
、昨
日
拳
銃
ぶ
っ
放
し
て
み
て
、気
が
大
き
く
な
っ

た
だ
け
で
す
」

鏡
一
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
言
う
。

升�

本
「
私
も
、
ろ
く
な
人
間
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
ね
え
。
そ

ん
な
私
に
言
わ
せ
て
み
れ
ば
、
刹
那
的
な
感
情
で
も
、
人
助

け
は
立
派
だ
と
思
い
ま
す
よ
」

空
を
見
上
げ
て
升
本
が
言
う
。

鏡
一
は
ヘ
ラ
ヘ
ラ
し
て
い
る
。

鏡�

一
「
升
本
さ
ん
は
ろ
く
で
も
な
い
け
ど
、
利
害
が
一
致
し
て

る
う
ち
は
俺
の
味
方
で
し
ょ
？　

そ
う
い
う
人
間
は
、
あ
る

意
味
信
頼
で
き
る
」

升�

本「
悲
し
い
こ
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
お
。
絆
で
す
絆
。

債
務
者
と
金
貸
し
の
」

鏡�

一
「
え
、
借
金
は
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ

な
い
で
す
か
！
」

升
本
「
言
い
ま
し
た
っ
け
？
」

冗
談
め
か
し
て
言
う
二
人
。

鏡
一
は
屋
上
の
ド
ア
の
方
に
声
を
か
け
る
。

鏡
一
「
あ
ん
た
も
こ
っ
ち
来
な
よ
」

升
本
も
振
り
返
っ
て
そ
ち
ら
を
向
く
。

鏡�

一
「
さ
っ
き
カ
ツ
ア
ゲ
に
遭
っ
て
た
や
つ
で
す
。
一
文
無
し

み
た
い
だ
っ
た
ん
で
、
呼
び
ま
し
た
」

升
本
「
呼
ん
で
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」

鏡
一
「
協
力
し
て
貰
う
？
」

升
本
「
何
の
足
し
に
も
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
」

薄
汚
れ
た
身
な
り
の
畑
野
が
ド
ア
の
向
こ
う
か
ら
気
ま
ず

そ
う
に
出
て
く
る
。

畑�

野
「
い
や
あ
、
飯
く
れ
る
っ
て
ん
で
着
い
て
き
ま
し
た
。
畑

野
っ
て
言
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
…
…
」

升
本
は
怪
訝
そ
う
に
鏡
一
を
見
る
。

鏡�

一
「
い
や
、
俺
ダ
メ
人
間
だ
け
ど
弱
い
も
の
イ
ジ
メ
み
た
い

な
の
嫌
い
な
ん
す
よ
」

升�

本
「
あ
な
た
み
た
い
な
タ
イ
プ
が
正
義
感
あ
る
の
っ
て
厄
介

で
す
よ
ね
え
」

鏡
一
「
い
や
真
っ
当
で
し
ょ
う
。
俺
行
っ
て
き
ま
す
」

鏡
一
が
小
走
り
で
屋
上
か
ら
出
て
い
く
の
を
、
二
個
目
の

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
頬
張
り
な
が
ら
眺
め
る
升
本
。

×　

×　

×

鏡
一
「
や
ら
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
で
す
」

升
本
「
囲
ま
れ
て
ま
し
た
ね
」

鏡
一
「
返
り
討
ち
に
遭
い
ま
し
た
」

升
本
「
何
が
し
た
か
っ
た
ん
で
す
か
あ
？
」

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
顔
に
あ
ざ
を
作
っ
た
鏡
一
を
見
て
升

本
は
眉
を
曇
ら
す
。

鏡�

一
「
こ
ん
な
無
茶
苦
茶
な
世
界
な
の
に
、
ど
こ
も
似
た
よ
う

な
し
ょ
う
も
な
い
や
つ
が
い
る
ん
す
ね
」

鏡
一
は
息
を
大
き
く
吸
っ
て
吐
い
た
。

鏡�
一
「
厭
世
的
に
な
っ
た
の
を
、
自
分
の
中
で
噛
み
砕
い
で
飲

み
込
み
ま
し
た
」

升
本
「
吸
っ
て
吐
い
て
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
け
ど
」

鏡
一
「
揚
げ
足
取
り
や
め
て
く
だ
さ
い
」

升
本
「
す
い
ま
せ
ん
。
と
い
う
と
？
」

鏡�

一
「
厭
世
的
に
な
る
の
っ
て
意
味
な
い
か
ら
し
な
い
よ
う
に

し
て
る
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
し
て
も
嫌
な
も
の
っ
て
目
に
つ

く
じ
ゃ
な
い
す
か
。
そ
れ
で
、
そ
の
流
れ
で
そ
の
周
り
も
目

に
つ
い
て
、『
世
の
中
こ
ん
な
奴
ば
っ
か
だ
な
』
っ
て
思
う

こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
度
に
嫌
気
が
差
す
ん
で
す
け
ど
、
こ

れ
っ
て
俺
が
人
間
に
希
望
を
持
っ
て
る
か
ら
な
ん
で
す
よ

ね
。
そ
こ
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
人
と
し
て
何
か
大
事
な

も
の
を
失
う
ラ
イ
ン
と
し
て
無
意
識
に
設
定
し
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
ー
っ
て
。
そ
れ
で
、
俺
は
こ
の
ラ
イ
ン
を
守
っ
て

升
本
「
そ
う
い
う
こ
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
お
」

二
人
は
く
た
び
れ
た
様
子
で
ビ
ル
の
柵
に
も
た
れ
か
か

る
。

鏡
一
「
あ
っ
」

鏡
一
は
何
か
を
見
つ
け
た
よ
う
な
表
情
で
、
も
た
れ
る
の

を
や
め
る
。

升
本
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」

鏡
一
「
あ
の
女
で
す
！
」

鏡
一
は
下
を
指
差
し
て
言
う
。

そ
こ
に
は
街
行
く
人
に
詰
め
寄
っ
て
い
る
葛
飾
萌
子
が
い

る
。

升
本
「
あ
あ
、
件
の
セ
ー
ル
ス
の
」

鏡
一
「
ク
ッ
ソ
…
…
ど
う
し
て
や
ろ
う
か
な
」

升
本
「
ま
た
警
察
呼
ば
れ
ま
す
よ
」

鏡�

一
「
な
ん
で
あ
い
つ
も
こ
の
世
界
来
て
る
ん
だ
よ
。
あ
っ
、

も
し
か
し
て
、
あ
の
契
約
書
書
か
さ
れ
た
ペ
ン
っ
て
…
…
」

升�

本
「
私
た
ち
み
た
い
に
悪
用
し
て
る
人
っ
て
結
構
い
る
ん
で

す
よ
ね
え
」

鏡�

一
「
一
緒
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
。
じ
ゃ
あ
、
俺
が
い
た

世
界
に
も
、
も
し
か
し
た
ら
こ
っ
ち
の
人
が
い
た
り
す
る
ん

で
す
か
ね
？
」

升
本
「
さ
あ
、
ど
う
で
し
ょ
う
ね
え
」

鏡
一
「
升
本
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
来
た
ん
で
す
か
？
」

升
本
「
そ
れ
も
、
ど
う
で
し
ょ
う
ね
え
」

升
本
は
は
ぐ
ら
か
す
。

二
人
で
ぼ
ん
や
り
と
街
を
見
渡
し
て
い
る
と
、
鏡
一
は
ま

た
何
か
を
見
つ
け
た
よ
う
な
声
を
出
す
。

鏡
一
「
い
や
、
カ
ツ
ア
ゲ
し
て
る
や
つ
い
る
な
っ
て
」

升
本
「
ど
こ
で
す
か
？
」

鏡
一
「
ほ
ら
、
正
面
か
ら
二
つ
目
の
ビ
ル
の
間
」

升
本
「
あ
あ
、
確
か
に
い
ま
す
ね
え
」

鏡
一
「
助
け
て
き
て
も
い
い
で
す
か
？
」
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長
谷
部
「
あ
、
あ
れ
!?
」

鏡
一
「
え
、
や
っ
て
み
た
ら
、
で
き
た
!?
」

拳
銃
を
握
っ
て
い
る
鏡
一
。
鏡
一
と
長
谷
部
は
お
互
い
を

見
な
が
ら
驚
い
て
い
る
。

長
谷
部
「
お
い
、
返
せ
！
」

鏡
一
「
嫌
だ
！　

返
す
も
ん
か
！
」

鏡
一
は
一
発
長
谷
部
の
足
元
に
撃
っ
た
。

焦
っ
て
飛
び
跳
ね
る
長
谷
部
。

長
谷
部
は
奪
い
取
る
素
振
り
を
見
せ
た
あ
と
、
同
じ
よ
う

に
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
映
っ
た
鏡
一
か
ら
拳
銃
を
取
り

上
げ
る
。

長
谷
部
「
俺
も
で
き
た
!?　

よ
、
よ
っ
し
ゃ
ー
！
」

鏡
一
「
う
わ
わ
」

升
本
「
柴
田
さ
ん
！　

行
き
ま
す
よ
！
」

鏡
一
「
あ
、
う
ん
！
」

ペ
ン
を
握
り
し
め
て
い
る
升
本
。

升
本
と
一
緒
に
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
反
射
に
飛
び
込
む

鏡
一
。
長
谷
部
は
遅
れ
て
発
砲
す
る
。

長
谷
部
「
く
そ
！
」

長
谷
部
は
二
人
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド

ウ
に
飛
び
込
む
。

長
谷
部
は
向
こ
う
に
た
ど
り
着
い
て
、
周
囲
に
拳
銃
を
向

け
る
が
、
二
人
の
姿
は
そ
こ
に
な
い
。

長
谷
部
「
本
部
に
叱
ら
れ
る
…
…
」

長
谷
部
は
ゆ
っ
く
り
と
拳
銃
を
下
ろ
し
、
曇
り
空
を
見
上

げ
る
。

○
ビ
ル
の
屋
上
（
昼
）

鏡
一
と
升
本
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
な
が
ら
、

ビ
ル
の
屋
上
か
ら
街
を
眺
め
て
い
る
。

鏡�

一
「
升
本
さ
ん
、
本
当
に
帰
り
方
分
か
る
ん
で
す
か
？　

こ

の
ま
ま
だ
と
助
け
損
で
す
よ
」

商
店
街
に
向
か
っ
て
走
る
二
人
、
徐
々
に
長
谷
部
に
距
離

を
詰
め
ら
れ
て
、
服
屋
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
前
で
追

い
つ
か
れ
る
。

長
谷
部
「
俺
も
歳
だ
か
ら
、
結
構
キ
ツ
い
わ
…
…
」

鏡
一
「
あ
ー
も
う
、
こ
こ
ま
で
来
て
…
…
」

升
本
「
は
あ
、
は
あ
、
お
金
、
お
金
で
解
決
し
ま
せ
ん
か
？
」

長�

谷
部
「
舐
め
る
な
よ
。
そ
ん
な
も
の
い
ら
ん
。
俺
た
ち
は
そ

う
い
う
腐
敗
と
は
無
縁
だ
」

鏡
一
「
腐
敗
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
い
る
か
ら
だ
ろ
」

長�

谷
部
「
そ
れ
に
お
前
ら
、
ど
う
や
ら
鏡
抜
け
で
き
る
ら
し
い

な
？
」

鏡
一
「
鏡
抜
け
？
」

長�

谷
部
「
鏡
の
間
を
移
動
し
て
好
き
勝
手
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ

は
全
部
警
察
基
準
じ
ゃ
取
り
締
ま
り
の
対
象
、
重
罪
も
重
罪

だ
」そ

う
言
っ
て
長
谷
部
は
拳
銃
を
向
け
る
。

鏡
一
「
嘘
、
そ
れ
は
聞
い
て
な
い
っ
て
！
」

長�
谷
部
「
そ
こ
の
升
本
も
散
々
好
き
放
題
し
て
、
よ
う
や
く
捕

ま
え
た
ん
だ
。
升
本
を
、
死
刑
囚
を
解
き
放
つ
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
凶
悪
犯
だ
な
」

鏡
一
「
し
、
死
刑
囚
!?
」

息
を
整
え
た
升
本
だ
っ
た
が
、
再
度
息
を
切
ら
し
た
ふ
り

を
す
る
。

鏡
一
「
５
年
っ
つ
っ
て
た
だ
ろ
！　

あ
ん
た
！
」

升
本
「
は
あ
、
は
あ
」

長
谷
部
「
お
前
ら
は
も
う
、
こ
こ
で
終
わ
り
だ
！
」

鏡
一
「
う
っ
、
う
り
ゃ
っ
！
」

長
谷
部
が
拳
銃
を
構
え
る
の
を
見
て
、
鏡
一
は
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
手
を
突
っ
込
み
、
反
射
し
た
長
谷
部
の
手

か
ら
拳
銃
を
取
り
上
げ
る
。

長
谷
部
は
い
つ
の
ま
に
か
手
元
か
ら
拳
銃
が
消
え
た
の
を

見
て
、
手
の
ひ
ら
を
二
度
見
す
る
。

鏡
一
「
無
理
っ
す
よ
。
流
石
に
捕
ま
り
ま
す
っ
て
」

升
本
「
そ
の
前
に
、
心
臓
が
止
ま
っ
ち
ゃ
い
ま
す
」

鏡
一
「
え
え
〜
、
い
や
困
る
な
あ
」

升
本
は
そ
の
場
で
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
。

息
を
切
ら
し
て
い
る
升
本
を
眺
め
る
鏡
一
。

鏡
一
「
…
…
」

升
本
「
…
…
見
捨
て
よ
う
と
し
て
ま
す
？
」

鏡
一
「
い
や
、
全
然
。
大
変
そ
う
だ
な
っ
て
」

升
本
「
見
捨
て
る
準
備
し
て
ま
す
よ
ね
？
」

鏡�

一
「
あ
の
、
近
く
に
鏡
と
か
な
い
で
す
か
ね
？　

そ
こ
移
動

し
た
ら
少
し
は
楽
に
な
る
ん
じ
ゃ
？
」

升�

本
「
こ
の
辺
の
地
理
に
は
疎
く
て
、
な
に
ぶ
ん
同
じ
鏡
が
で

も
少
し
ず
つ
立
地
が
違
う
の
で
」

鏡
一
「
…
…
う
ー
ん
」

鏡
一
は
少
し
先
に
商
店
街
の
ア
ー
チ
を
見
つ
け
る
。
今
に

も
座
り
込
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
升
本
を
見
て
鏡
一
は
言

う
。

鏡
一
「
あ
の
、
先
に
行
っ
て
て
も
い
い
で
す
か
？
」

升
本
「
ダ
メ
で
す
。
一
連
托
生
で
す
よ
」

鏡
一
「
先
に
行
く
だ
け
な
ん
で
、
ほ
ん
と
」

升
本
「
そ
も
そ
も
元
の
世
界
に
戻
る
方
法
分
か
る
ん
で
す
か
？
」

鏡
一
「
あ
っ
…
…
適
当
に
戻
り
続
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ね
？
」

升
本
「
で
は
そ
う
さ
れ
る
と
い
い
」

鏡
一
「
升
本
さ
ん
、
フ
ァ
イ
ト
！
」

鏡
一
と
升
本
が
話
し
て
い
る
と
、
留
置
所
の
方
か
ら
長
谷

部
が
や
っ
て
く
る
。

長
谷
部
「
お
ー
い
、
戻
っ
て
こ
ー
い
」

鏡
一
「
升
本
さ
ん
あ
い
つ
が
来
た
！　

走
る
よ
！
」

升
本
「
ち
ょ
、
あ
と
５
秒
だ
け
…
…
」

○
商
店
街
（
夜
）

鏡
一
は
升
本
を
無
理
や
り
後
ろ
か
ら
押
し
て
走
ら
せ
る
。
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鏡
一
が
休
憩
室
で
鍵
を
探
し
て
い
る
と
キ
リ
ン
が
鏡
か
ら

首
を
出
し
て
叫
ぶ
。

看�

守
「
お
い
逃
げ
る
な
！　

っ
て
あ
、
首
が
引
っ
か
か
っ
た
！　

お
い
！　

助
け
ろ
！
」

鏡
一
「
大
変
そ
う
で
す
ね
！
」

鏡
一
は
机
の
上
に
あ
る
鍵
を
握
り
し
め
、
休
憩
室
か
ら
飛

び
出
す
。

そ
し
て
、
升
本
の
い
る
房
の
前
に
到
達
す
る
。

升
本
「
お
お
！　

ま
さ
か
成
功
す
る
と
は
」

鏡
一
「
俺
を
信
じ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

升�

本
「
全
く
信
じ
て
な
か
っ
た
し
、
混
乱
に
乗
じ
て
逃
げ
ら
れ

た
ら
儲
け
く
ら
い
に
思
っ
て
ま
し
た
」

升
本
の
房
に
合
う
鍵
を
探
し
な
が
ら
忙
し
な
く

手
元
を
動
か
す
鏡
一
。

鏡
一
「
お
し
、
開
い
た
！
」

升
本
「
こ
の
辺
も
ザ
ル
な
ん
で
す
ね
え
」

二
人
は
休
憩
室
の
方
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

鏡
一
は
升
本
の
走
る
速
度
に
合
わ
せ
な
が
ら
訊
ね
る
。

鏡
一
「
と
い
う
か
留
置
所
の
外
に
出
る
道
分
か
る
ん
で
す
か
？
」

升
本
「
は
い
、
こ
の
前
看
守
を
買
収
し
た
の
で
」

鏡
一
「
脱
走
も
手
引
き
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」

升
本
「
お
金
が
も
っ
た
い
な
か
っ
た
の
で
」

鏡
一
「
こ
の
守
銭
奴
が
！
」

○
留
置
所
（
外
）（
夜
）

留
置
所
か
ら
赤
い
ラ
ン
プ
の
光
が
明
滅
し
て
発
せ
ら
れ
て

い
る
。

息
を
切
ら
し
な
が
ら
走
る
升
本
。
鏡
一
は
背
中
を
支
え
な

が
ら
小
走
り
し
て
い
る
。

後
ろ
を
確
認
し
な
が
ら
鏡
一
は
言
う
。

鏡
一「
警
官
は
た
く
さ
ん
い
て
も
看
守
は
全
然
い
な
い
ん
す
ね
」

升
本
「
は
あ
、
は
あ
。
少
し
休
み
ま
せ
ん
か
？
」

す
。

鏡
一
「
パ
ン
ダ
!?
」

鏡
一
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
寝
転
が
り
、
笹
を
咥
え
て
い
る
パ
ン

ダ
の
房
の
前
で
立
ち
止
ま
る
。

鏡
一
「
可
愛
い
〜
っ
て
、
そ
ん
な
場
合
じ
ゃ
な
い
」

首
を
横
に
振
り
、
前
を
向
き
直
す
鏡
一
。

看
守
が
や
っ
て
く
る
様
子
も
な
く
、
休
憩
室
の
近
く
ま
で

た
ど
り
着
く
。

扉
の
場
所
を
探
し
て
い
る
と
、
鏡
一
の
背
後
か
ら
怒
鳴
り

声
が
聞
こ
え
る
。

看
守
「
貴
様
！　

何
を
し
て
い
る
！
」

鏡
一
「
う
わ
っ
、
ヤ
バ
い
！
」

鏡
一
が
声
の
方
を
振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は
首
を
低
く
し

て
休
憩
室
の
扉
か
ら
出
て
く
る
キ
リ
ン
が
い
る
。

鏡
一
「
キ
リ
ン
だ
！
」

看
守
「
キ
リ
ン
だ
と
ー
？　

貴
様
！
」

鏡
一
「
キ
リ
ン
が
休
憩
室
か
ら
出
て
き
た
！
」

看
守
「
な
ん
だ
貴
様
は
！
」

キ
リ
ン
が
鏡
一
を
捕
ま
え
よ
う
と
休
憩
室
を
出
る
と
、
天

井
に
頭
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
う
。

看
守
「
あ
痛
！
」

キ
リ
ン
が
痛
が
っ
て
い
る
隙
に
鏡
一
は
そ
の
横
を
す
り
抜

け
、
休
憩
室
に
入
る
。

看
守
「
お
い
待
て
！
」

追
い
か
け
よ
う
と
す
る
キ
リ
ン
だ
が
、
扉
の
上
枠
に
ぶ
つ

か
っ
て
し
ま
う
。

キ
リ
ン
と
鏡
一
の
目
が
合
う
。

鏡
一
Ｍ
「
よ
し
、
あ
い
つ
も
見
て
る
！
」

鏡
一
は
ペ
ン
を
握
り
し
め
、
休
憩
室
の
鏡
に
向
か
っ
て
飛

び
込
む
。

鏡�

一
Ｍ
「
こ
れ
、
さ
っ
き
い
た
世
界
に
戻
っ
た
の
か
？　

ど
ん

な
仕
組
み
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
だ
」

鏡
一
「
そ
れ
な
ら
い
い
っ
す
よ
」

升
本
「
薄
情
な
人
だ
な
あ
」

鏡�
一
「
と
い
う
か
升
本
さ
ん
、
俺
に
頼
ま
な
い
で
鏡
の
中
を
移

動
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

升
本
「
私
の
体
型
で
は
不
可
能
な
ん
で
す
」

鏡
一
「
あ
あ
…
…
」

×　

×　

×

看
守
が
通
り
過
ぎ
た
の
を
見
計
ら
っ
て
、
鏡
の
前
に
立
つ

鏡
一
。

隣
の
房
の
升
本
は
横
に
な
っ
て
片
目
を
開
き
周
囲
の
様
子

を
確
認
し
て
い
る
。

鏡�

一
Ｍ
「
看
守
が
交
代
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
鍵
が
休
憩
室
の
机

に
置
か
れ
る
。
そ
し
て
、
休
憩
室
に
誰
も
い
な
い
時
間
が
５

分
間
あ
り
、
そ
こ
で
鍵
を
手
に
入
れ
て
、
バ
レ
な
い
よ
う
に

こ
こ
へ
戻
っ
て
く
る
…
…
自
分
で
言
っ
て
て
で
き
る
気
が
し

な
い
」

鏡
一
は
息
を
吐
い
て
鏡
に
向
か
い
合
っ
た
あ
と
、
鏡
の
中

へ
と
飛
び
込
ん
だ
。

鏡�

一
Ｍ
「
そ
も
そ
も
、
な
ん
で
升
本
さ
ん
は
留
置
所
に
詳
し
い

ん
だ
？　

や
っ
ぱ
反
社
だ
か
ら
か
」

鏡
一
は
鏡
か
ら
這
い
出
す
と
、
警
戒
し
な
が
ら
周
囲
を
見

回
す
。

鏡
一
「
思
っ
た
よ
り
普
通
そ
う
？
」

鏡
一
が
出
た
場
所
は
留
置
所
の
突
き
当
た
り
に
あ
る
手
洗

い
場
で
、
そ
の
真
反
対
に
休
憩
室
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。

鏡
一
Ｍ
「
鏡
と
鏡
の
移
動
っ
て
ア
バ
ウ
ト
だ
よ
な
」

忍
び
足
で
物
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
休
憩
室
に
向
か
う
鏡

一
。

鏡�

一
Ｍ
「
留
置
所
に
い
る
人
た
ち
も
基
本
同
じ
だ
な
。
ヤ
ク
ザ

み
た
い
な
の
と
か
、
ス
ケ
ベ
そ
う
な
の
と
か
、
パ
ン
ダ
と
か

…
…
」

鏡
一
は
パ
ン
ダ
の
い
る
房
を
二
度
見
し
て
思
わ
ず
声
を
出
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と
は
可
能
で
す
よ
」

鏡
一
は
升
本
の
提
案
に
食
い
つ
く
。

鏡�

一
「
ほ
ん
と
で
す
か
！
？　

え
、
穴
と
か
掘
っ
て
る
ん
で
す

か
？
」

升�

本
「
い
や
、
留
置
所
で
す
か
ら
。
そ
ん
な
短
い
期
間
で
穴
を

掘
れ
る
の
は
モ
グ
ラ
く
ら
い
で
し
ょ
う
」

鏡
一
「
升
本
さ
ん
も
モ
グ
ラ
み
た
い
だ
け
ど
」

升
本
「
私
の
話
、
聞
か
な
く
て
い
い
ん
で
す
か
？
」

鏡
一
は
正
座
に
直
っ
て
口
を
横
一
本
に
結
ぶ
。

升
本
「
ペ
ン
は
お
持
ち
で
？
」

鏡
一
「
え
え
、
検
査
が
ザ
ル
だ
っ
た
ん
で
」

升�

本「
で
は
簡
単
な
話
で
す
。奥
に
洗
面
台
が
あ
る
で
し
ょ
う
？　

そ
の
上
は
見
え
ま
す
か
？
」

鏡�

一
「
鏡
…
…
で
す
け
ど
こ
れ
以
上
移
動
し
た
ら
、
冗
談
み
た

い
な
と
こ
ろ
に
着
い
ち
ゃ
い
ま
す
よ
」

升�

本
「
戻
っ
て
く
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
柴
田
さ
ん
だ

け
逃
げ
て
ど
う
す
る
ん
で
す
か
あ
。
私
に
何
の
メ
リ
ッ
ト
も

な
い
で
し
ょ
う
」

鏡
一
「
え
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」

升
本
「
私
も
一
緒
に
逃
げ
ま
す
」

鏡
一
は
鏡
を
振
り
返
っ
て
、
隣
の
房
を
見
る
。

鏡�

一
「
そ
う
な
る
と
俺
に
も
あ
ん
ま
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
気
が
す

る
ん
で
す
け
ど
」

升
本
「
私
、
嫌
わ
れ
て
る
ん
で
す
ね
え
」

鏡�

一
「
升
本
さ
ん
が
嫌
な
の
も
ち
ょ
っ
と
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

升
本
さ
ん
が
い
る
っ
て
こ
と
は
借
金
も
い
る
っ
て
こ
と
な
ん

で
」

升
本
「
な
ん
で
追
い
討
ち
か
け
た
ん
で
す
？
」

声
の
ト
ー
ン
を
下
げ
る
升
本
。

た
め
息
を
吐
い
て
、
升
本
は
嫌
そ
う
に
言
う
。

升�

本
「
大
し
た
金
額
じ
ゃ
な
い
の
で
、
元
金
は
な
か
っ
た
こ
と

に
し
ま
す
よ
。
ペ
ン
は
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
ね
」

鏡
一
「
わ
ざ
わ
ざ
留
置
所
ま
で
来
る
な
ん
て
…
…
」

升�

本
「
そ
れ
は
偶
然
で
す
。
鏡
が
丘
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
鏡
の
中
に
は
無
数
に
世
界
が
存
在
し
て
い
ま
す
か
ら

ね
え
」

鏡�

一
「
偶
然
ね
え
。
と
い
う
か
、
な
ん
で
捕
ま
っ
て
る
ん
で
す

か
？
」

升�

本
「
あ
な
た
を
探
す
つ
い
で
に
と
あ
る
物
を
運
ん
で
い
た
ら

怒
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

鏡�

一
「
何
を
運
ぼ
う
と
し
て
た
ん
で
す
か
？
」

升
本
「
ま
あ
、
平
た
く
言
え
ば
盗
品
で
す
」

升
本
は
笑
顔
で
答
え
た
。

鏡
一
「
升
本
さ
ん
は
俺
よ
り
も
罪
が
重
そ
う
で
す
ね
」

升
本
「
セ
ー
ル
ス
に
や
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
」

鏡
一
「
え
、
な
ん
で
分
か
る
ん
で
す
か
」

升�

本
「
多
い
ら
し
い
で
す
か
ら
ね
。
こ
の
留
置
所
の
３
分
の
１

く
ら
い
は
そ
れ
で
や
ら
れ
て
る
と
か
」

鏡
一
「
ど
う
な
っ
て
ん
だ
よ
」

升�
本
「
大
体
５
年
く
ら
い
み
た
い
な
の
で
、
私
と
同
じ
で
す
か

ね
え
」

鏡
一
「
…
…
５
年
!?
」

升
本
「
聞
い
て
ま
せ
ん
か
？
」

鏡
一
「
い
や
、
初
犯
だ
か
ら
刑
期
も
短
い
だ
ろ
う
っ
て
…
…
」

升�

本
「
長
谷
部
さ
ん
で
し
ょ
。
あ
の
人
の
言
う
こ
と
信
じ
な
い

方
が
い
い
で
す
よ
お
」

頭
を
抱
え
る
鏡
一
。
す
が
る
よ
う
に
升
本
に
泣
き
つ
く
。

鏡
一
「
ど
う
に
か
早
く
出
ら
れ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？
」

升�

本
「
刑
期
を
早
め
る
の
は
無
理
で
し
ょ
う
ね
え
。
な
ん
せ
裁

判
所
が
パ
ン
ク
し
て
ま
す
か
ら
」

鏡�

一
「
や
っ
ぱ
こ
の
世
界
の
シ
ス
テ
ム
っ
て
破
綻
し
て
る
ん
だ

…
…
５
年
、
５
年
っ
て
…
…
」

半
ば
放
心
状
態
の
鏡
一
に
升
本
が
提
案
す
る
。

升�

本
「
刑
期
を
早
め
る
の
は
無
理
で
も
、
こ
こ
か
ら
逃
げ
る
こ

い
ほ
ど
辛
い
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、少
し
面
倒
っ
て
く
ら
い
の
。

で
も
そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
と
、
流
石
に
目
を
背
け
ら

れ
な
く
て
、
な
の
に
ま
だ
な
ん
か
、
自
分
は
助
か
る
と
思
っ

て
て
、
気
付
い
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
っ
て
て
。
俺

の
人
生
そ
ん
な
ん
ば
っ
か
で
、
小
さ
い
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積

み
重
ね
る
っ
て
の
が
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
。
自
分
と
向
き

合
う
時
間
は
山
ほ
ど
あ
っ
た
の
に
、向
き
合
っ
た
と
こ
ろ
で
、

そ
こ
に
は
空
虚
な
人
間
が
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
る
だ
け
だ
っ
た

ん
す
よ
…
…
分
か
り
ま
す
？
」

隣
の
房
の
太
っ
た
男
が
少
し
間
を
置
い
て
、
気
だ
る
そ
う

に
返
答
す
る
。

升
本
「
へ
え
、
そ
れ
は
大
変
で
し
た
ね
え
」

鏡�

一
「
で
も
、
俺
捕
ま
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
ま
せ
ん
よ
。
流

石
に
そ
こ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
ち
ゃ
い
な
い
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
不
当
な
処
遇
で
す
」

升�

本
「
そ
れ
は
分
か
り
ま
す
う
。
私
も
檻
の
中
に
入
れ
ら
れ
る

よ
う
な
こ
と
は
し
て
ま
せ
ん
」

鏡�

一
「
や
っ
ぱ
り
、
も
う
一
度
あ
の
刑
事
さ
ん
と
話
を
…
…
っ

て
あ
れ
？　

そ
の
声
、
も
し
か
し
て
」

鏡
一
は
鉄
格
子
に
張
り
付
い
て
声
の
方
を
見
る
。

升�

本
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
う
。
と
言
っ
て
も
大
し
て
間
は
空
い

て
ま
せ
ん
か
ね
？
」

升
本
の
姿
を
見
て
、
鉄
格
子
か
ら
距
離
を
置
く
鏡
一
。

鏡
一
「
う
わ
あ
！　

借
金
取
り
の
、
あ
の
！
」

升
本
「
升
本
で
す
う
。
随
分
と
好
き
勝
手
さ
れ
た
よ
う
で
」

鏡
一
「
も
し
か
し
て
こ
こ
ま
で
俺
を
追
っ
て
…
…
」

升�

本
「
え
え
、
あ
の
ペ
ン
は
業
務
に
必
要
な
貴
重
な
品
で
す
か

ら
あ
」

鏡
一
「
で
も
、
ど
う
や
っ
て
」

升
本
「
ス
ペ
ア
で
す
」

升
本
は
懐
か
ら
ペ
ン
を
取
り
出
し
て
見
せ
る
。

鏡
一
は
嫌
そ
う
な
顔
を
す
る
。
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き
、
捕
ま
え
た
い
」

鏡
一
「
言
っ
て
る
こ
と
は
真
っ
当
な
ん
だ
け
ど
な
あ
」

真
剣
な
表
情
で
部
屋
を
歩
き
回
る
長
谷
部
。

呆
れ
気
味
に
そ
れ
を
目
で
追
う
鏡
一
。

長�

谷
部
「
通
報
を
し
て
く
れ
た
葛
飾
萌
子
は
、
警
察
を
呼
ぶ
と

脅
し
を
か
け
て
契
約
を
結
ぶ
手
法
で
知
ら
れ
て
い
る
悪
徳

セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
だ
」

鏡
一
「
と
ん
で
も
な
い
な
」

長�

谷
部
「
そ
れ
で
も
契
約
を
結
ば
な
か
っ
た
ら
実
際
に
警
察
を

呼
ぶ
」

鏡
一
「
脅
し
の
時
点
で
も
う
呼
ば
れ
て
た
け
ど
？
」

長�

谷
部
「
そ
し
て
、
俺
た
ち
も
全
部
警
察
と
し
て
仕
事
に
飢
え

て
る
か
ら
こ
う
し
て
捕
ま
え
る
」

鏡�

一
「
警
察
が
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
と
Ｗ
Ｉ
Ｎ
‒
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係

に
な
る
な
よ
」

長�

谷
部
「
と
い
う
わ
け
で
、
お
前
に
は
こ
れ
か
ら
留
置
所
に
向

か
っ
て
も
ら
う
。
お
前
は
初
犯
だ
し
、刑
期
も
短
い
だ
ろ
う
。

達
者
で
な
」

鏡�

一
「
…
…
え
、
そ
ん
な
ス
ピ
ー
ド
感
で
？　

留
置
所
っ
て
こ

ん
な
一
瞬
で
行
け
る
の
？
」

長
谷
部
「
連
れ
て
行
け
」

長
谷
部
の
合
図
で
、
取
調
室
の
外
出
待
機
し
て
い
た
二
人

の
警
官
に
腕
を
掴
ま
れ
、
そ
の
ま
ま

取
調
室
の
外
へ
と
連
れ
出
さ
れ
る
鏡
一
。

諦
め
た
よ
う
に
力
な
く
引
き
ず
ら
れ
て
い
く
。

○
留
置
所
（
夜
）

安
座
の
姿
勢
で
ぼ
ん
や
り
天
井
を
眺
め
て
い
る
鏡
一
。

留
置
所
全
体
は
薄
暗
く
、
寝
息
の
合
間
に
時
折
誰
か
の
い

び
き
が
鳴
り
響
く
。

鏡
一
は
鉄
格
子
を
軽
く
撫
で
て
呟
く
。

鏡�

一
「
簡
単
な
こ
と
か
ら
逃
げ
て
き
た
ん
で
す
。
向
き
合
え
な

う
し
た
い
ん
で
す
か
」

長�

谷
部
「
…
…
俺
た
ち
は
全
部
警
察
と
言
っ
て
な
。
全
部
を
取

り
締
ま
る
組
織
な
ん
だ
」

遠
く
を
見
て
小
声
で
言
う
長
谷
部
。

鏡
一
は
白
け
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。

鏡
一
「
全
部
警
察
っ
て
な
ん
す
か
？
」

長
谷
部
「
西
部
警
察
っ
て
あ
る
だ
ろ
？
」

鏡
一
「
は
あ
、
あ
の
、
昔
の
ド
ラ
マ
で
す
よ
ね
」

長�

谷
部
「
あ
れ
は
西
だ
け
だ
け
ど
、
う
ち
は
東
も
、
南
も
、
北

も
や
る
。
だ
か
ら
全
部
警
察
っ
て
ん
だ
」

鏡
一
「
そ
う
い
う
も
ん
で
す
か
」

長
谷
部
「
う
ん
」

し
ば
し
沈
黙
の
時
間
が
続
き
、
鏡
一
が
言
う
。

鏡�

一
「
い
や
説
明
に
な
っ
て
な
い
っ
て
。
呼
ば
れ
た
ら
捕
ま
え

る
の
が
仕
事
っ
て
こ
と
？　

そ
ん
な
の
呼
ん
だ
も
ん
勝
ち
で

し
ょ
う
よ
」

長
谷
部
「
…
…
全
部
警
察
の
職
員
数
、
知
っ
て
る
か
？
」

鏡
一
「
知
り
ま
せ
ん
よ
」

長
谷
部
「
全
国
で
１
０
０
０
万
人
だ
」

鏡�

一
「
…
…
…
…
え
、
10
人
に
１
人
が
警
察
っ
て
こ
と
で
す

か
？
」

長
谷
部
「
そ
う
だ
」

鏡
一
「
こ
の
世
界
や
ば
い
な
」

鏡
一
の
発
言
に
長
谷
部
が
不
思
議
そ
う
な
顔
を
す
る
。

鏡
一
は
し
ら
を
切
る
。

長�

谷
部
「
そ
し
て
、
俺
た
ち
に
は
一
応
ノ
ル
マ
が
存
在
し
て
い

て
な
。
そ
れ
を
達
成
し
な
い
と
本
部
か
ら
お
叱
り
の
電
話
が

来
る
ん
だ
」

鏡�

一
「
ま
あ
、
点
数
稼
ぎ
し
た
い
の
は
分
か
る
け
ど
、
い
く
ら

な
ん
で
も
こ
れ
は
お
か
し
い
で
し
ょ
」

長�

谷
部
「
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
全
国
に
大
勢
の
警
察
官
が

い
る
状
況
だ
。
通
報
が
あ
っ
た
ら
、
一
刻
も
早
く
現
場
に
行

升
本
は
畑
野
を
姿
見
の
前
に
立
た
せ
る
。

畑
野
「
何
し
て
る
ん
で
す
か
こ
れ
！
」

升�
本
「
帰
る
た
め
の
準
備
で
す
。
誰
か
が
見
て
い
な
い
と
い
け

な
い
の
で
」

畑
野
「
へ
え
、
誰
か
っ
て
、
え
？
」

升�

本
「
お
先
に
失
礼
し
ま
す
。
言
い
忘
れ
て
た
ん
で
す
が
、
片

方
し
か
戻
っ
て
こ
れ
な
い
の
で
人
手
が
欲
し
か
っ
た
ん
で
す

よ
お
」

そ
う
言
っ
て
升
本
は
鏡
の
中
へ
と
消
え
て
い
く
。

畑
野
は
手
鏡
を
床
に
落
と
し
て
、
部
屋
の
中
で
呆
然
と
立

ち
尽
く
し
て
い
る
。

○
タ
イ
ト
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト

『
全
部
警
察
』（
４
／
４
）

○
取
調
室
（
夜
）

蛍
光
灯
の
光
が
ち
ら
つ
く
中
、
鏡
一
と
、
机
を
挟
ん
だ
そ

の
向
か
い
に
長
谷
部
洋
司
（
43
）
が
座
っ
て
い
る
。

長
谷
部
「
な
ん
で
お
前
が
こ
こ
に
い
る
か
分
か
る
か
」

鏡
一
「
本
当
に
分
か
ん
な
い
っ
す
」

長
谷
部
「
だ
ろ
う
な
。
俺
も
そ
ん
な
感
じ
だ
」

鏡
一
は
部
屋
の
中
を
見
渡
し
て
言
う
。

鏡
一
「
や
っ
ぱ
殺
風
景
な
ん
で
す
ね
」

長�

谷
部「
あ
あ
、俺
も
ず
っ
と
こ
こ
に
い
る
と
気
が
滅
入
る
。あ
、

そ
う
だ
、
カ
ツ
丼
食
う
か
？
」

鏡
一
「
い
や
腹
減
っ
て
な
い
で
す
」

長
谷
部
「
…
…
そ
う
か
」

長
谷
部
は
立
ち
上
が
っ
て
鏡
一
の
近
く
の
壁
に
も
た
れ
か

か
っ
た
後
、
優
し
く
訊
ね
る
。

長
谷
部
「
お
前
が
や
っ
た
ん
だ
ろ
？　

楽
に
な
れ
よ
」

鏡�

一
「
い
や
や
っ
た
も
何
も
、
頭
の
お
か
し
い
セ
ー
ル
ス
に
勝

手
に
警
察
呼
ば
れ
て
な
ん
か
捕
ま
っ
て
、
こ
れ
以
上
俺
を
ど
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り
か
か
る
の
は
私
じ
ゃ
な
く
て
彼
に
で
し
ょ
う
。
ヤ
ク
ザ
と

の
繋
が
り
を
ち
ら
つ
か
せ
て
、
踏
み
倒
し
を
図
る
厄
介
な
債

務
者
で
す
か
ら
あ
、
無
法
に
は
無
法
と
い
う
こ
と
で
」

畑
野
は
し
ば
ら
く
黙
っ
た
後
訊
ね
る
。

畑
野
「
こ
れ
、
ケ
ー
ス
を
壊
す
ん
で
す
よ
ね
」

升
本
「
は
あ
い
」

畑
野
「
警
察
、
来
ま
す
よ
ね
」

升�

本
「
人
の
気
配
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
多
分
来
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
」

畑�

野
「
ヤ
ク
ザ
絡
み
の
相
手
に
こ
ん
な
こ
と
し
て
、
酷
い
目
に

遭
い
ま
す
よ
ね
」

升
本
「
バ
レ
な
い
と
思
い
ま
す
よ
お
」

急
い
で
逃
げ
出
そ
う
と
す
る
畑
野
。

足
を
引
っ
掛
け
て
止
め
る
升
本
。

畑
野
「
帰
り
ま
す
！　

帰
り
ま
す
！
」

升
本
「
も
う
覚
悟
を
決
め
て
く
だ
さ
い
よ
お
」

今
に
も
泣
き
そ
う
な
畑
野
を
呆
れ
な
が
ら
見
下
ろ
す
升

本
。

少
し
の
逡
巡
の
後
、
升
本
は
言
う
。

升�

本
「
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
終
わ
っ

た
ら
元
金
は
チ
ャ
ラ
で
構
い
ま
せ
ん
」

畑
野
「
え
っ
、
本
当
で
す
か
？
」

態
度
を
急
変
さ
せ
て
、
目
を
輝
か
せ
る
畑
野
。

升
本
は
溜
め
息
を
吐
く
。

升�

本
「
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
。
あ
そ
こ
に
あ
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

畑
野
「
こ
れ
で
す
か
？
」

升
本
「
畑
野
さ
ん
、
ゴ
ル
フ
は
や
り
ま
す
か
あ
？
」

畑
野
「
い
え
、
や
っ
た
こ
と
な
い
で
す
」

升�

本
「
じ
ゃ
あ
私
が
や
り
ま
し
ょ
う
。
危
な
い
で
す
の
で
、
離

れ
て
て
く
だ
さ
い
」

升
本
は
ク
ラ
ブ
を
構
え
、
綺
麗
な
フ
ォ
ー
ム
で
シ
ョ
ー

升
本
「
副
副
社
長
で
も
部
屋
は
あ
る
ん
で
す
ね
え
」

畑
野
「
こ
こ
に
何
が
あ
る
ん
で
す
？
」

升�

本
「
向
こ
う
で
は
そ
れ
な
り
に
値
打
ち
の
あ
る
宝
石
が
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
ね
え
」

畑
野
「
え
っ
、
同
じ
も
の
が
あ
る
ん
で
す
か
」

升
本
「
さ
あ
。
そ
れ
は
見
て
の
お
楽
し
み
で
す
」

○
副
副
社
長
室
（
夜
）

升
本
が
部
屋
に
入
っ
て
い
く
の
を
畑
野
は
恐
る

恐
る
追
い
か
け
て
い
く
。

閑
散
と
し
た
部
屋
の
中
に
は
ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
、
本
棚

や
姿
見
な
ど
が
あ
り
、
応
接
室
の
よ
う
な
佇
ま
い
を
し
て

い
る
。

そ
の
奥
に
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
が
鎮
座
し
て
い

る
。

升
本
「
あ
り
ま
す
ね
え
」

畑
野
「
あ
り
ま
す
ね
」

悠
々
と
歩
い
て
い
く
升
本
。

畑
野
は
机
の
角
に
足
を
ぶ
つ
け
た
り
し
な
が
ら
、
そ
れ
を

追
い
か
け
る
。

升
本
が
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
照
ら
す
と
、
中
に
は
翠
色
に
輝

く
大
き
な
宝
石
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

畑
野
「
う
わ
、
す
っ
げ
え
…
…
」

升�

本
「
こ
れ
は
、
想
像
以
上
で
し
た
ね
え
。
早
速
こ
れ
を
取
り

立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」

畑�

野
「
そ
も
そ
も
、
取
り
立
て
っ
て
言
う
の
は
誰
に
対
す
る
も

の
な
ん
で
す
か
？
」

升�

本
「
こ
の
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
す
。
と
言
っ
て
も
、
向
こ
う

の
世
界
の
で
す
が
」

畑�

野
「
そ
れ
っ
て
、
道
理
が
通
っ
て
る
よ
う
で
通
っ
て
な
い
よ

う
な
…
…
」

升�

本
「
ま
、
何
ら
か
の
不
都
合
が
生
じ
た
と
し
て
、
災
厄
が
降

ケ
ー
ス
を
打
ち
抜
く
。
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
周
囲
に
そ
の
破

片
が
散
ら
ば
る
。
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
た
畑
野
は
ハ
ッ

と
し
た
よ
う
に
升
本
に
近
づ
く
。

畑
野
「
あ
っ
、
え
、
も
う
で
す
か
!?
」

升
本
「
長
居
す
る
理
由
も
あ
り
ま
せ
ん
し
」

畑�

野
「
ま
さ
か
こ
ん
な
す
ぐ
や
る
と
は
、
と
い
う
か
宝
石
、
宝

石
も
打
っ
ち
ゃ
っ
て
ま
せ
ん
か
!?
」

升
本
「
大
丈
夫
で
す
よ
お
、
ほ
ら
、
こ
こ
に
」

升
本
は
太
い
指
で
宝
石
を
つ
ま
ん
で
見
せ
る
。

畑�

野
「
な
ん
か
、
升
本
さ
ん
が
持
つ
と
途
端
に
小
さ
く
見
え
る

な
」

升�

本
「
ず
っ
と
私
の
体
型
を
ズ
ケ
ズ
ケ
言
っ
て
ま
す
け
ど
、
傷

つ
い
て
ま
す
よ
？
」

升
本
と
畑
野
が
騒
い
で
い
る
と
、
部
屋
の
天
井
に
あ
る
赤

い
ラ
ン
プ
が
点
灯
す
る
。

大
き
な
警
報
音
が
流
れ
始
め
る
。

畑
野
「
あ
、
な
ん
か
全
然
大
丈
夫
じ
ゃ
ね
え
！
」

升
本
「
あ
ら
ら
」

畑
野
「
あ
ら
ら
じ
ゃ
ね
え
よ
！
」

慌
て
ふ
た
め
く
畑
野
を
尻
目
に
升
本
は
扉
の
近
く
ま
で
行

き
、
部
屋
の
明
か
り
を
つ
け
た
。

畑�

野
「
え
っ
、
何
し
て
ん
で
す
か
！　

早
く
逃
げ
ま
し
ょ
う

よ
！
」

升
本
は
部
屋
に
置
い
て
あ
っ
た
姿
見
の
位
置
を
変
え
、
そ

れ
を
見
な
が
ら
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
直
し
て
い
る
。

畑�

野
「
あ
あ
も
う
、
僕
だ
け
逃
げ
ま
す
か
ら
ね
！　

ヤ
ク
ザ
に

殺
さ
れ
て
も
知
り
ま
せ
ん
よ
！
」

升
本
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
内
側
、
懐
中
電
灯
が
入
っ
て
い
た

の
と
は
逆
の
方
か
ら
ペ
ン
を
出
す
。

畑�

野
「
何
で
す
、
ド
ラ
え
も
ん
み
た
い
に
何
か
あ
る
ん
で
す

か
!?　

太
っ
て
る
か
ら
！
」

升
本
「
ま
あ
ま
あ
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
」
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升
本
「
帰
る
っ
て
、
ど
う
す
る
お
つ
も
り
で
す
か
？
」

畑�

野
「
そ
り
ゃ
、
元
の
場
所
に
行
っ
て
、
あ
の
水
溜
ま
り
に
飛

び
込
ん
で
…
…
」

微
笑
ん
で
い
る
升
本
を
見
て
、
何
か
を
察
し
た
よ
う
に
青

ざ
め
た
表
情
を
す
る
畑
野
。

畑
野
「
え
っ
、
帰
れ
な
い
ん
で
す
か
!?
」

升
本
「
は
あ
い
」

畑�

野
「
ク
ッ
ソ
！　

騙
さ
れ
た
！　

そ
り
ゃ
な
い
で
す
よ
！　

そ
ん
な
の
卑
怯
だ
！
」

升�

本
「
早
く
仕
事
を
終
わ
ら
せ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
お

互
い
に
と
っ
て
良
い
選
択
で
す
」

畑�

野
「
信
じ
た
僕
が
バ
カ
だ
っ
た
…
…
や
っ
ぱ
借
金
取
り
な
ん

て
ろ
く
で
も
な
い
…
…
」

扉
を
開
け
て
畑
野
を
引
き
ず
る
よ
う
に
中
へ
入
っ
て
い
く

升
本
。

○
ビ
ル
の
廊
下
（
夜
）

升
本
は
懐
中
電
灯
で
部
屋
の
前
の
案
内
板
を
確
認
し
な
が

ら
進
ん
で
い
く
。

畑�

野
「
と
い
う
か
、
升
本
さ
ん
は
こ
こ
に
来
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
か
」

升
本
「
こ
ち
ら
で
来
る
の
は
初
め
て
で
す
ね
え
」

畑�

野
「
は
あ
。
じ
ゃ
あ
、
取
り
立
て
る
も
の
も
よ
く
わ
か
ら
な

い
ん
じ
ゃ
？
」

升�

本
「
そ
れ
に
関
し
て
は
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
お
お
か
た
の
目

安
は
付
い
て
お
り
ま
す
。
お
っ
、あ
り
ま
し
た
あ
り
ま
し
た
」

腑
に
落
ち
な
い
様
子
の
畑
野
。

升
本
は
懐
中
電
灯
で
照
ら
し
、『
副
副
社
長
室
』
と
い
う

案
内
板
を
見
つ
け
る
と
、
小
走
り
で
そ
の
部
屋
に
近
づ
い

て
い
く
。

升
本
「
こ
こ
で
す
」

畑
野
「
ま
た
…
…
珍
妙
な
」

階
段
を
登
っ
て
い
る
二
人
。

畑
野
は
少
し
怯
え
た
よ
う
な
態
度
で
言
う
。

畑
野
「
そ
も
そ
も
こ
こ
っ
て
、本
当
に
鏡
の
中
な
ん
で
す
か
？
」

升
本
「
さ
あ
」

畑�

野
「
さ
あ
っ
て
、
無
責
任
な
！　

何
か
得
体
の
知
れ
な
い
も

の
と
か
出
て
き
ま
せ
ん
よ
ね
…
…
？
」

升�

本
「
今
の
と
こ
ろ
出
く
わ
し
て
ま
せ
ん
が
、
い
な
い
と
も
言

い
切
れ
ま
せ
ん
よ
ね
え
」

畑
野
「
ち
ょ
、
怖
い
こ
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」

升�

本
「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
も
う
す
ぐ
着
き
ま
す
よ
」

階
段
を
登
り
き
っ
た
踊
り
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
升
本
が

立
ち
止
ま
る
。

そ
こ
に
は
扉
が
あ
り
、
升
本
が
懐
中
電
灯
で
照
ら
す
と

『
６
．
５
階
』
と
書
か
れ
て
い
る
。

畑�

野
「
な
ん
か
、
こ
う
い
う
の
が
い
ち
い
ち
不
気
味
な
ん
だ
よ

な
。
こ
こ
の
人
は
そ
う
い
う
の
感
じ
な
い
ん
で
す
か
ね
？
」

升�

本
「
人
は
そ
れ
ぞ
れ
不
合
理
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
る
も

の
で
す
よ
」

畑�
野
「
そ
う
い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
で
、
こ
こ
で
何
を

す
る
ん
で
す
か
」

升
本
「
取
り
立
て
で
す
」

畑
野
「
誰
か
い
る
ん
で
す
か
」

升
本
「
い
な
い
と
思
い
ま
す
う
」

畑
野
「
許
可
は
取
っ
て
る
ん
で
す
か
」

升
本
「
取
っ
て
ま
せ
ん
ね
え
」

踵
を
返
し
て
階
段
を
降
り
よ
う
と
す
る
畑
野
。

升
本
は
首
根
っ
こ
を
掴
ん
で
止
め
る
。

畑
野
「
犯
罪
は
嫌
で
す
！　

嫌
！
」

升
本
「
取
り
立
て
で
す
。
犯
罪
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

畑�

野
「
知
っ
て
ま
す
？　

泥
棒
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
こ
れ
！　

あ
ー
も
う
、
ノ
コ
ノ
コ
着
い
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
！　

帰
り
ま
す
！
」

升�

本
「
不
思
議
で
す
よ
ね
え
。
ま
、
と
り
あ
え
ず
歩
き
ま
し
ょ

う
か
」

升
本
は
ペ
ン
を
拾
い
上
げ
て
言
う
。

周
囲
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
見
て
い
る
畑
野
。

升
本
は
着
い
て
く
る
よ
う
手
招
き
す
る
。

畑
野
「
よ
く
…
…
こ
ん
な
の
見
つ
け
ま
し
た
ね
」

升
本
「
ま
あ
、
こ
の
辺
は
不
思
議
な
土
地
で
す
か
ら
ね
え
」

話
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
ネ
オ
ン
街
を
歩
く
。

畑�

野
「
水
溜
ま
り
に
反
射
し
た
の
が
鏡
に
な
っ
て
て
、
そ
の
中

に
っ
て
、
だ
か
ら
鏡
が
丘
な
ん
で
す
か
？
」

升�

本
「
由
来
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
え
」

畑�

野
「
僕
ね
、
大
学
で
民
俗
学
の
研
究
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、

鏡
が
丘
っ
て
元
は
存
在
し
な
か
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
突
然

歴
史
上
に
現
れ
た
っ
て
い
う
」

升�

本
「
あ
な
た
、
大
学
中
退
し
て
る
で
し
ょ
う
。
嘘
は
よ
く
な

い
で
す
よ
お
」

畑
野
「
嘘
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
中
退
は
本
当
だ
け
ど
」

升
本
「
着
き
ま
し
た
よ
お
」

升
本
が
立
ち
止
ま
る
の
に
畑
野
も
合
わ
せ
る
。

畑
野
は
目
の
前
の
建
物
を
見
上
げ
る
。

『
マ
ー
ボ
ー
ビ
ル
』
と
い
う
表
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

畑
野
「
ど
ん
な
名
前
だ
よ
」

升
本
「
さ
、
入
り
ま
し
ょ
う
か
」

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
内
側
か
ら
懐
中
電
灯
を
取
り
出
し
て
ビ
ル

の
扉
を
開
け
る
升
本
。

中
へ
先
に
入
る
よ
う
促
さ
れ
、
渋
々
畑
野
は
ビ
ル
に
足
を

踏
み
入
れ
る
。

○
マ
ー
ボ
ー
ビ
ル
・
階
段
（
夜
）

物
静
か
で
薄
暗
い
ビ
ル
の
中
を
、
懐
中
電
灯
の
明
か
り
だ

け
で
進
ん
で
い
く
。
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升
本
が
ペ
ン
を
手
か
ら
離
す
と
、
水
溜
ま
り
に
垂
直
に
落

ち
る
。

そ
の
ま
ま
ペ
ン
は
水
溜
ま
り
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

畑�

野「
え
っ
、ア
レ
？　

ど
っ
か
行
っ
た
！　

ど
っ
か
行
っ
ち
ゃ

い
ま
し
た
よ
！
」

水
溜
ま
り
を
間
近
で
見
る
畑
野
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
付
き

そ
う
な
く
ら
い
顔
を
近
付
け
る
。

升�

本
「
い
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
ね
え
。
さ
、ど
う
で
し
ょ
う
。

こ
れ
が
ち
ょ
っ
と
し
た
心
得
っ
て
や
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
」

畑
野
は
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
様
子
で
辺
り
を
見
て

い
る
。

升
本
「
で
は
次
に
畑
野
さ
ん
、
私
の
手
を
握
っ
て
く
だ
さ
い
」

畑�

野「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
で
す
か
」

升
本
「
悲
し
い
こ
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
お
」

嫌
そ
う
な
顔
で
差
し
出
さ
れ
た
手
を
握
る
。

升
本
は
水
溜
ま
り
に
向
か
っ
て
両
足
で
跳
ね
て
飛
び
込

む
。

引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
よ
ろ
め
く
畑
野
。

畑
野
「
は
、
は
あ
!?
」

一
瞬
、
畑
野
の
周
囲
に
は
辺
り
を
囲
ん
で
い
た
ビ
ル
も
、

近
く
に
見
え
た
ネ
オ
ン
も
、
さ
っ
き
ま
で
い
た
路
地
も
全

て
な
く
な
り
、
夜
空
の
よ
う
な
も
の
が
煌
め
い
た
あ
と
、

ど
こ
か
に
着
地
し
た
よ
う
に
膝
が
曲
が
る
。

ハ
ッ
と
し
た
よ
う
に
周
囲
を
見
る
畑
野
。

先
ほ
ど
い
た
の
と
同
じ
よ
う
な
路
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

升
本
「
ど
う
で
す
？　

何
か
見
え
ま
し
た
？
」

呆
然
と
し
て
い
る
畑
野
に
訊
ね
る
升
本
。

畑�

野
「
何
か
っ
て
、
あ
れ
は
、
星
？　

い
や
、
何
が
見
え
て
い

た
の
か
…
…
」

畑
野
は
何
度
も
首
を
傾
げ
な
が
ら
、
足
元
を
見
た
り
、
手

足
を
触
っ
て
確
認
し
た
り
す
る
。

畑
野
「
今
の
っ
て
幻
覚
で
す
か
？
」

ら
え
ま
す
か
？
」

升
本
「
先
延
ば
し
ど
こ
ろ
か
帳
消
し
に
し
て
差
し
上
げ
ま
す
」

畑
野
は
目
を
見
開
い
て
、
少
し
訝
し
げ
な
表
情
を
す
る
。

畑�

野
「
ま
、
升
本
さ
ん
が
い
い
な
ら
い
い
で
す
け
ど
。
じ
ゃ
あ

や
り
ま
し
ょ
う
か
」

そ
の
場
で
軽
く
手
首
足
首
を
曲
げ
な
が
ら
升
本
を
睨
み
つ

け
る
畑
野
。

升
本
は
棒
立
ち
の
ま
ま
、
余
裕
そ
う
に
畑
野
を
見
返
し
て

言
う
。

升
本
「
は
あ
い
、そ
れ
で
は
位
置
に
つ
い
て
、よ
ー
い
、ど
ん
！
」

勢
い
よ
く
走
り
出
す
畑
野
。
道
の
先
を
見
て
、
息
を
荒
げ

な
が
ら
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
走
り
続
け
る
。

そ
し
て
、
視
界
に
ネ
オ
ン
が
く
っ
き
り
と
見
え
出
し
た
あ

た
り
で
黒
い
影
が
前
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
。

見
覚
え
の
あ
る
姿
に
つ
ん
の
め
っ
て
止
ま
る
畑
野
に
、
升

本
は
微
笑
み
か
け
る
。

升
本
「
私
の
勝
ち
で
す
ね
え
」

畑
野
「
あ
っ
、
え
っ
!?　

な
ん
で
!?
」

畑
野
は
驚
い
て
後
ろ
を
振
り
向
い
た
あ
と
、
も
う
一
度
升

本
を
見
る
。

升
本
「
お
や
、
私
の
方
が
早
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
え
」

畑�

野
「
え
、
こ
れ
マ
ジ
ッ
ク
か
な
ん
か
で
す
か
？　

一
体
、
何

が
起
き
た
の
か
さ
っ
ぱ
り
…
…
」

升
本
「
今
か
ら
お
教
え
し
ま
す
よ
」

升
本
は
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
１
本
の
ペ
ン
を
取
り
出
し
、
足

元
に
あ
る
水
溜
ま
り
を
指
し
な
が
ら
言
う
。

升�

本
「
こ
こ
に
ペ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
今
か
ら
こ
の
水
溜

ま
り
に
落
と
し
ま
す
う
。
す
る
と
、
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
あ
？
」

畑�

野
「
い
や
、
普
通
に
ペ
ン
が
水
溜
ま
り
に
落
ち
る
だ
け
で

し
ょ
」

升
本
「
で
は
、
実
際
に
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」

升�
本
「
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
鈍
臭
く
て
頭
の
悪
い
、
決
断
力
も

無
け
れ
ば
度
胸
も
無
い
ウ
ジ
虫
で
も
で
き
る
仕
事
で
す
」

畑
野
「
そ
こ
ま
で
は
言
っ
て
な
い
で
し
ょ
」

升�

本
「
ど
の
道
、
あ
な
た
に
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
お
。
な

に
せ
５
０
０
万
と
い
っ
た
ら
、
普
通
の
人
が
真
っ
当
に
働
い

た
っ
て
な
か
な
か
返
せ
る
金
額
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら
あ
」

畑�

野
「
…
…
わ
か
り
ま
し
た
。
や
り
ま
す
よ
や
り
ゃ
あ
い
い
ん

で
し
ょ
」

不
満
げ
に
了
承
す
る
畑
野
。

升
本
は
や
れ
や
れ
と
い
う
素
振
り
を
見
せ
た
後
、
説
明
を

始
め
る
。

升�

本
「
ま
ず
、
さ
っ
き
畑
野
さ
ん
は
私
か
ら
逃
げ
て
い
る
時
に

何
か
お
か
し
い
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か

あ
？
」

畑�

野
「
お
か
し
い
こ
と
？　

あ
、
升
本
さ
ん
は
と
て
も
走
れ
る

体
型
じ
ゃ
な
い
の
に
僕
追
い
つ
か
れ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

あ
れ
っ
て
近
道
で
も
使
っ
た
ん
で
す
か
？
」

升
本
「
足
の
早
さ
に
自
信
が
お
あ
り
で
？
」

畑�

野
「
僕
も
歳
な
ん
で
、
自
信
が
あ
る
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
升
本
さ
ん
に
は
負
け
ま
せ
ん
よ
」

升
本
「
試
し
て
み
ま
す
か
あ
？
」

升
本
は
街
の
灯
り
の
あ
る
方
向
、
歓
楽
街
へ
と
続
く
道
の

先
を
示
し
て
訊
ね
る
。

畑�

野
「
競
争
っ
て
言
っ
た
っ
て
、
こ
ん
な
に
細
い
道
じ
ゃ
横
に

並
べ
な
い
で
し
ょ
う
」

升
本
「
ハ
ン
デ
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
お
先
に
ど
う
ぞ
」

畑
野
は
少
し
ム
ッ
と
し
た
表
情
を
す
る
。

畑�

野
「
あ
の
ね
え
、
そ
れ
な
ら
負
け
る
道
理
が
な
い
で
す
よ
。

そ
れ
と
も
な
ん
で
す
か
。
後
ろ
か
ら
突
き
飛
ば
す
つ
も
り
で

す
か
？
」

升
本
「
そ
ん
な
こ
と
し
ま
せ
ん
よ
お
」

畑�

野
「
も
し
僕
が
勝
っ
た
ら
、
返
済
期
限
先
延
ば
し
に
し
て
も
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升
本
「
知
っ
て
ま
す
よ
お
」

畑
野
「
じ
ゃ
あ
帰
っ
て
く
だ
さ
い
！
」

升�

本
「
今
日
が
期
日
で
す
の
で
、
取
り
立
て
は
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
う
」

畑�

野
「
な
ん
で
す
、
カ
ニ
漁
で
す
か
!?　

そ
れ
と
も
腎
臓
!?　

そ
、
そ
れ
だ
け
は
勘
弁
！
」

升�

本
「
勝
手
に
話
を
進
め
な
い
で
く
だ
さ
ー
い
。
そ
れ
ら
も
一

つ
の
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
畑
野
さ
ん
に
は
仕
事
の
方
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
返
済
の
足
し
に
し
て
貰
い
た
い
ん

で
す
う
」

畑�

野
「
運
び
屋
と
か
で
す
か
？　

い
や
、
犯
罪
は
流
石
に
っ
て

う
っ
、
い
、
息
が
…
…
」

升
本
「
お
っ
と
、
こ
れ
は
失
礼
」

ず
っ
と
掴
ん
で
い
た
畑
野
の
襟
首
を
離
し
、
地
面
に
落
と

す
。

畑
野
は
首
元
を
緩
め
な
が
ら
、
升
本
の
顔
色
を
伺
う
よ
う

に
訊
ね
る
。

畑
野
「
あ
の
、
提
案
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
」

升
本
「
な
ん
で
す
か
？
」

畑�

野
「
僕
が
お
金
を
借
り
て
、
そ
れ
を
元
手
に
絶
対
に
勝
て
る

レ
ー
ス
に
注
ぎ
込
む
っ
て
の
は
ど
う
で
す
か
ね
。
借
金
が
返

済
で
き
て
、
升
本
さ
ん
も
儲
か
る
。
い
い
話
だ
と
思
い
ま
せ

ん
か
？
」

升�

本
「
あ
な
た
、
詐
欺
師
だ
っ
た
ら
ひ
と
月
で
捕
ま
っ
て
ま
す

よ
お
。
無
理
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
せ
い

で
こ
ん
な
目
に
遭
っ
て
る
の
忘
れ
た
ん
で
す
か
あ
？
」

笑
顔
で
語
り
続
け
る
畑
野
に
、
升
本
は
呆
れ
た
よ
う
な
視

線
を
送
る
。

升
本
の
表
情
を
見
て
、肩
を
落
と
し
て
う
な
だ
れ
る
畑
野
。

畑�

野
「
で
も
、
僕
は
鈍
臭
い
で
す
し
、
仕
事
な
ん
て
無
理
で
す

よ
。
も
し
失
敗
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
さ
ら
に
借
金
背
負
わ
さ

れ
た
り
…
…
」

安
堵
し
た
よ
う
に
鏡
一
は
床
に
座
り
込
む
。

そ
し
て
、
静
か
に
な
っ
た
部
屋
に
、
警
察
の
サ
イ
レ
ン
の

音
が
遠
く
か
ら
届
く
。

鏡
一
「
え
？
」

○
タ
イ
ト
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト

『
取
り
立
て
屋
』（
３
／
４
）

○
路
地
裏
（
夜
）

路
地
裏
を
走
り
、
何
か
か
ら
一
心
不
乱
に
逃
げ
て
い
る

ス
ー
ツ
の
男
、
畑
野
淳
史
（
42
）。

畑
野
「
来
な
い
で
く
れ
！
」

焦
茶
色
の
コ
ー
ト
を
着
た
ふ
く
よ
か
な
男
、
升
本
の
姿
を

見
て
、
畑
野
は
避
け
る
よ
う
に
角
を
曲
が
る
。

後
方
を
何
度
も
確
認
し
な
が
ら
、
今
に
も
転
び
そ
う
な
様

子
で
前
の
め
り
に
走
っ
て
い
る
。

そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
水
溜
ま
り
が
あ
る
の
も
気
に
せ
ず
、
道

の
真
ん
中
に
青
い
ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
倒
し
、
街
の
灯
り
の
あ

る
方
へ
出
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、畑
野
の
足
が
止
ま
る
。

升�

本
「
私
も
歳
な
ん
で
す
か
ら
あ
、
無
茶
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ

い
」暗

闇
か
ら
突
然
升
本
が
現
れ
、
畑
野
は
道
を
塞
が
れ
る
。

畑
野
「
な
、
な
ん
で
あ
ん
た
が
…
…
」

升�

本
「
取
り
立
て
が
仕
事
で
す
の
で
え
。
ち
ょ
っ
と
し
た
心
得

は
ご
ざ
い
ま
す
」

踵
を
返
し
て
元
来
た
方
向
へ
走
り
出
す
畑
野
。

ス
ー
ツ
の
襟
を
掴
ま
れ
、
升
本
に
後
ろ
か
ら
持
ち
上
げ
ら

れ
る
。

畑
野
「
こ
、
殺
さ
な
い
で
！
」

升�

本
「
殺
し
た
ら
取
り
立
て
ら
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
あ
。

そ
ん
な
こ
と
し
ま
せ
ん
よ
」

畑
野
「
お
金
も
、
お
金
も
あ
り
ま
せ
ん
！
」

続
け
る
。

葛
飾「
そ
れ
で
は
料
金
の
方
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ね
」

鏡
一
「
は
、
な
ん
で
す
？
」

葛�

飾
「
５
年
契
約
と
な
り
ま
す
の
で
月
１
万
の
手
数
料
が
５
千

円
、
そ
し
て
諸
々
の
割
引
を
適
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て

お
支
払
い
が
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
」

鏡
一
「
２
０
０
万
!?
」

葛
飾
「
は
い
、
一
括
で
い
き
ま
す
か
？
」

鏡�

一
「
い
や
、
そ
も
そ
も
契
約
す
る
な
ん
て
一
言
も
言
っ
て
な

い
で
し
ょ
」

葛
飾
「
い
く
か
、
い
か
な
い
か
を
訊
い
て
ま
す
」

鏡�

一
「
な
ん
だ
そ
れ
。
い
き
ま
せ
ん
。
い
き
ま
せ
ん
よ
。
ヤ
バ

い
で
す
よ
こ
の
商
売
」

葛
飾
「
じ
ゃ
あ
、
も
う
こ
っ
ち
か
ら
い
く
し
か
な
い
で
す
ね
」

鏡
一
「
そ
の
い
く
っ
て
な
ん
で
す
か
。
怖
い
っ
て
」

葛
飾
「
警
察
で
す
」

鏡
一
「
は
？
」

葛
飾
「
警
察
を
呼
び
ま
し
た
」

鏡
一
「
呼
び
ま
す
じ
ゃ
な
く
て
、
呼
ん
だ
？
」

葛
飾
「
は
い
」

鏡
一
「
…
…
え
、
本
気
で
？
」

葛
飾
「
本
気
と
書
い
て
マ
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
」

鏡
一
は
少
し
考
え
た
あ
と
、
何
か
を
理
解
し
た
よ
う
に
何

度
か
頷
き
、
笑
っ
て
言
う
。

鏡�

一
「
あ
ー
は
い
は
い
。
な
ん
か
こ
れ
そ
う
い
う
イ
タ
ズ
ラ
で

す
か
？　

流
石
に
、
流
石
に
こ
れ
は
鏡
の
世
界
で
も
お
か
し

い
で
す
よ
」

葛
飾
「
鏡
？
」

鏡�

一
「
あ
っ
こ
っ
ち
の
話
で
す
。
い
や
そ
う
だ
よ
な
。
こ
ん
な

お
ば
さ
ん
い
る
わ
け
な
い
も
ん
な
。
鞄
デ
カ
す
ぎ
る
し
。
こ

れ
、
テ
レ
ビ
か
な
ん
か
？
」

葛
飾
「
鞄
の
デ
カ
い
…
…
お
ば
さ
ん
？
」
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葛�

飾
「
最
初
は
み
な
さ
ん
そ
う
仰
ら
れ
ま
す
。
で
も
、
試
し
て

み
る
と
世
界
が
変
わ
り
ま
す
よ
」

鏡
一
「
試
す
っ
て
言
わ
れ
て
も
…
…
」

葛
飾
「
こ
の
ペ
ン
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」

葛
飾
に
差
し
出
さ
れ
た
ペ
ン
を
嫌
々
持
つ
鏡
一
。

葛
飾
は
靴
を
脱
い
で
、
玄
関
の
す
ぐ
横
に
あ
る
台
所
に
紙

を
置
き
、
鏡
一
を
見
て
言
う
。

葛
飾
「
こ
こ
に
名
前
を
書
い
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」

鏡
一
は
ず
っ
と
視
線
を
逸
ら
さ
な
い
葛
飾
に
怯
え
な
が

ら
、
紙
に
名
前
を
書
く
。

鏡
一
は
葛
飾
に
恐
る
恐
る
紙
を
手
渡
す
。

葛�

飾
「
は
い
！　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
昆
布
キ
ャ

ン
ド
ル
を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
」

鏡
一
「
こ
れ
書
い
ち
ゃ
ダ
メ
な
や
つ
だ
っ
た
…
…
」

葛
飾
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
マ
ッ
チ
を
何
度
も
擦

り
、よ
う
や
く
火
が
点
い
た
と
こ
ろ
で
鏡
一
に
向
き
合
う
。

葛
飾
「
こ
の
昆
布
の
匂
い
、
分
か
り
ま
す
か
？
」

鏡�

一
「
昆
布
茶
の
匂
い
は
分
か
る
ん
で
す
け
ど
、
昆
布
そ
の
も

の
の
は
分
か
ら
な
い
で
す
」

葛�

飾
「
そ
れ
で
は
、
こ
の
匂
い
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
よ
う
脳
に

刻
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

鏡�

一
「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ

…
…
」

鏡
一
は
キ
ャ
ン
ド
ル
に
近
付
い
て
言
う
。

鏡�

一
「
で
も
、
炎
の
ゆ
ら
め
き
っ
て
、
見
て
て
落
ち
着
き
ま
す

よ
ね
。
水
の
反
射
で
ぼ
や
け
た
景
色
だ
っ
た
り
、
自
分
の
見

て
る
も
の
っ
て
思
っ
て
る
よ
り
は
っ
き
り
と
し
た
形
が
な
い

ん
だ
な
っ
て
…
…
」

葛
飾
「
ち
ょ
っ
と
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
」

鏡
一
「
あ
ぁ
そ
う
で
す
か
！
」

葛
飾
は
机
に
電
卓
を
置
き
、
紙
を
手
に
持
っ
て
そ
こ
に
正

座
す
る
。
そ
し
て
、
紙
と
見
比
べ
な
が
ら
、
電
卓
を
打
ち

葛
飾
「
い
や
、
買
い
ま
す
」

葛
飾
は
へ
ら
へ
ら
と
笑
い
な
が
ら
言
う
。

顔
を
顰
め
て
鏡
一
は
言
う
。

鏡�

一「
あ
ん
た
が
決
め
る
な
よ
。じ
ゃ
あ
話
聞
く
だ
け
で
す
よ
？　

あ
と
、
も
う
俺
が
終
わ
り
っ
て
言
っ
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
。

い
い
で
す
か
？
」

葛
飾
「
分
か
り
ま
し
た
。
許
し
ま
し
ょ
う
」

鏡
一
は
言
い
返
し
か
け
る
。

諦
め
た
よ
う
に
手
に
持
っ
た
ま
ま
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中

身
を
飲
み
干
す
鏡
一
。

葛�

飾
「
柴
田
さ
ん
、
柴
田
鏡
一
さ
ん
。
柴
漬
け
の
柴
に
田
園
、

玉
置
浩
二
の
田
園
の
田
で
鏡
の
…
…
」

鏡�

一
「
そ
の
喋
り
方
や
め
て
く
れ
ま
せ
ん
？　

あ
の
簡
潔
に
、

お
願
い
し
ま
す
」

葛�

飾
「
す
い
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
の
悪
い
癖
で
し
て
。
今
回
お

す
す
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
こ
の
っ
、
昆
布
キ
ャ
ン
ド
ル

で
ご
ざ
い
ま
す
」

鏡
一
「
鞄
当
た
っ
た
け
ど
？
」

商
品
を
取
り
出
す
際
に
、
勢
い
余
っ
て
鏡
一
の
腿
に
鞄
が

当
た
る
。

葛
飾
は
気
に
せ
ず
話
を
続
け
る
。

葛�

飾
「
こ
の
昆
布
キ
ャ
ン
ド
ル
は
頭
痛
、
腹
痛
、
腰
痛
、
陣
痛
、

関
節
痛
、
吐
き
気
、
寒
気
、
眠
気
、
心
の
乱
れ
な
ど
に
効
果

が
あ
り
ま
す
」

鏡
一
は
腿
を
さ
す
り
な
が
ら
訊
く
。

鏡
一
「
キ
ャ
ン
ド
ル
っ
て
の
は
焚
く
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
」

葛
飾
「
見
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
」

鏡
一
「
見
て
ど
う
す
ん
だ
よ
」

鏡
一
は
葛
飾
が
持
っ
て
い
る
、
黄
緑
色
の
太
い
キ
ャ
ン
ド

ル
を
指
さ
し
て
言
う
。

鏡�

一
「
な
ん
か
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
っ
て
の
は
分
か
る
ん
で
す
け

ど
、他
の
は
ち
ょ
っ
と
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
ん
な
い
っ
す
」

ら
、
葛
飾
を
恐
ろ
し
そ
う
に
見
る
。

葛�
飾
「
我
々
松
太
陽
健
康
食
品
株
式
会
社
で
新
た
に
開
発
さ
れ

た
、
こ
の
昆
布
…
…
」

鏡�

一
「
さ
っ
き
か
ら
そ
れ
な
ん
で
す
か
？　

全
部
言
わ
な
く
て

い
い
で
し
ょ
」

葛
飾
「
全
部
と
は
？
」

鏡
一
「
い
や
、
松
太
陽
」

葛�

飾
「
松
太
陽
健
康
食
品
株
式
会
社
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

ね
？
」

鏡�

一
「
い
や
だ
か
ら
そ
れ
！　

そ
の
正
式
名
称
じ
ゃ
な
く
て
我

が
社
と
か
で
い
い
で
し
ょ
」

葛�

飾
「
松
太
だ
か
ら
、
ま
つ
ふ
と
し
よ
う
健
康
食
品
株
式
会
社

で
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。
く
れ
ぐ
れ
も
。
松
、
太
陽
で
す
」

鏡
一
「
は
？
」

葛�

飾
「
で
は
、こ
こ
か
ら
は
我
が
社
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
す
の
心
を
。
松
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」

鏡
一
「
変
な
の
増
や
す
な
」

大
き
く
息
を
吐
き
、
部
屋
に
戻
っ
て
机
の
上
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
手
に
取
る
鏡
一
。

鏡
一
「
ち
ょ
っ
ち
ょ
」

無
言
で
玄
関
に
入
っ
て
く
る
葛
飾
。

鏡
一
は
慌
て
て
止
め
よ
う
と
す
る
。

鏡
一
「
そ
う
い
う
手
法
で
す
か
？
」

葛
飾
「
こ
の
方
が
話
し
や
す
い
で
す
よ
ね
？
」

鏡�

一
「
あ
ー
も
う
、
あ
ん
ま
酷
い
と
警
察
呼
び
ま
す
よ
？　

悪

質
セ
ー
ル
ス
っ
て
言
う
ん
で
す
か
こ
れ
」

葛
飾
「
ど
う
ぞ
？　

呼
ん
で
く
だ
さ
い
？
」

鏡
一
「
な
ん
で
強
気
な
ん
だ
よ
」

葛�

飾
「
見
て
も
ら
え
れ
ば
分
か
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
商
品
な

ん
で
す
。
警
察
を
呼
ん
だ
ら
、
購
入
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て

し
ま
い
ま
す
よ
？
」

鏡
一
「
い
や
買
い
ま
せ
ん
よ
」
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葛�

飾
「
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
わ
た
く
し
は
わ
た
く
し
で
ご
ざ
い

ま
す
！　

本
日
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
」

鏡
一
「
あ
、
あ
の
、
あ
と
も
う
一
つ
い
い
で
す
か
？
」

葛
飾
「
は
い
な
ん
で
し
ょ
う
！
」

鏡�

一
「
あ
の
ー
、
松
太
陽
健
康
食
品
、
で
し
た
っ
け
。
そ
れ
っ

て
本
当
の
名
前
で
す
か
？
」

葛�

飾
「
は
い
！　

松
太
陽
健
康
食
品
株
式
会
社
は
昭
和
10
年
設

立
の
由
緒
あ
る
会
社
で
し
て
、
創
業
者
の
松
太
、
松
竹
梅
の

松
に
太
い
と
書
い
て
ま
つ
ふ
と
し
と
読
み
ま
す
。
松
太
が
昆

布
で
太
陽
の
よ
う
に
食
卓
を
照
ら
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら

こ
の
会
社
は
始
ま
り
…
…
」

鏡�

一
「
大
丈
夫
で
す
大
丈
夫
で
す
！　

わ
か
り
ま
し
た
。
え
ー

と
、
昆
布
？
」

葛�

飾
「
は
い
、現
在
松
太
陽
健
康
食
品
株
式
会
社
で
は
昆
布
茶
、

昆
布
サ
プ
リ
、
昆
布
塩
を
扱
っ
て
お
り
、
昆
布
そ
の
も
の
の

販
売
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
独
自
の
製
法
に
よ
り
昆
布

の
…
…
」

鏡
一
「
な
る
ほ
ど
！　

い
や
す
ご
い
っ
す
ね
…
…
」

葛
飾
は
鞄
の
中
を
漁
っ
て
い
る
。

鏡
一
は
部
屋
の
中
の
時
計
を
見
る
。
時
計
の
針
は
17
と
１

と
３
／
４
を
示
し
て
い
る
。

鏡�

一
Ｍ
「
い
や
何
時
だ
よ
！　

な
ん
に
せ
よ
こ
の
人
の
相
手
を

し
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
」

鏡
一
は
ド
ア
を
閉
め
よ
う
と
す
る
。

葛
飾
「
ま
だ
昆
布
の
紹
介
が
済
ん
で
お
り
ま
せ
ん
！
」

葛
飾
は
ド
ア
に
鞄
を
挟
み
、
一
歩
踏
み
込
む
。

鏡
一
「
い
や
も
う
昆
布
は
い
い
で
す
！
」

葛�

飾
「
そ
う
で
す
か
、
そ
れ
で
は
新
商
品
の
紹
介
に
移
ら
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
ね
！
」

鏡
一
「
あ
の
、
興
味
な
い
し
お
金
も
な
い
で
す
か
ら
！
」

葛
飾
「
そ
ん
な
方
に
も
買
っ
て
い
た
だ
き
た
い
！
」

鏡
一
は
玄
関
に
入
ら
れ
そ
う
に
な
る
の
を
阻
止
し
な
が

が
鳴
る
。

鏡
一
は
肩
を
び
く
つ
か
せ
、
持
っ
て
い
た
ビ
ー
ル
の
缶
を

ゆ
っ
く
り
と
机
に
置
く
。

鏡
一
「
い
や
ま
さ
か
、
あ
の
人
が
こ
こ
ま
で
…
…
？
」

葛�

飾
「
ご
在
宅
で
し
ょ
う
か
!?　

わ
た
く
し
葛
飾
萌
子
と
申
し

ま
す
！　

葛
飾
亀
有
の
葛
飾
に
萌
ゆ
る
子
と
書
い
て
葛
飾
萌

子
！　

申
し
遅
れ
ま
し
た
わ
た
く
し
『
松
太
陽
健
康
食
品
株

式
会
社
』
の
も
の
で
し
て
少
し
お
時
間
宜
し
い
で
し
ょ
う

か
!?
」

鏡
一
「
な
、
な
ん
だ
!?
」

ド
ア
の
向
こ
う
か
ら
怒
涛
の
勢
い
で
自
己
紹
介
を
す
る
葛

飾
萌
子
（
46
）。
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
ド
ア
を
何
度
も
強

く
叩
い
て
い
る
。

葛�

飾
「
な
に
や
ら
声
が
？　

い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
出
て
き
て
い

た
だ
け
る
と
わ
た
く
し
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
！　

商
品
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
始
め

て
し
ま
っ
て
も
宜
し
い
で
す
か
!?
」

鏡�
一
「
は
い
出
ま
す
！　

出
ま
す
か
ら
ち
ょ
っ
と
静
か
に
し
て

く
だ
さ
い
！
」

鏡
一
は
慌
て
て
ド
ア
を
開
け
る
。

い
か
に
も
ベ
テ
ラ
ン
と
い
っ
た
風
貌
の
女
性
が
背
筋
を

ま
っ
す
ぐ
に
し
て
立
っ
て
い
る
。

そ
の
横
に
は
大
き
な
鞄
が
置
い
て
あ
る
。

目
が
合
う
と
葛
飾
は
笑
み
を
た
た
え
た
。

葛�

飾
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

そ
れ
で
は
早
速
新
商
品

の
方
を
ご
案
内
…
…
」

鏡�

一
「
あ
の
、
す
い
ま
せ
ん
！　

少
し
お
訊
ね
し
て
も
い
い
で

す
か
？
」

葛
飾
「
は
い
、
な
ん
で
し
ょ
う
！
」

鏡�

一
「
こ
の
世
界
の
訪
問
販
売
の
人
っ
て
み
ん
な
こ
う
な
ん
で

す
か
？
」

葛
飾
は
首
を
傾
げ
て
答
え
る
。

『
訪
問
販
売
』（
２
／
４
）

○
鏡
一
の
部
屋
（
夕
方
）

大
の
字
に
な
っ
て
寝
転
が
っ
て
い
る
鏡
一
。

テ
レ
ビ
の
音
が
部
屋
に
こ
だ
ま
す
る
。

鏡�

一
「
こ
の
間
は
な
ん
と
か
な
っ
た
け
ど
こ
の
世
界
無
茶
苦
茶

だ
な
…
…
」

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
に
は
、
モ
ル
ッ
ク

の
選
手
が
一
面
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

鏡�

一
「
テ
レ
ビ
も
、
な
ん
か
一
発
屋
芸
人
が
Ｍ
Ｃ
や
っ
て
る
し

…
…
と
い
う
か
知
ら
な
い
し
…
…
」

テ
レ
ビ
を
眺
め
な
が
ら
ビ
ー
ル
を
飲
む
鏡
一
。

ビ
ー
ル
に
は
麒
麟
で
な
く
玄
武
（
亀
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

鏡
一
「
し
か
も
…
…
」

鏡
一
は
床
に
置
い
て
あ
る
封
筒
か
ら
紙
を
取
り
出
し
て
開

く
。

そ
こ
に
は
『
退
去
の
お
願
い
』
と
書
か
れ
て
い
て
、
形
式

ば
っ
た
文
章
が
下
に
並
ん
で
い
る
。

鏡�

一
「
金
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
住
む
場
所
す
ら
な
く
な
り
そ
う

だ
。
ど
こ
で
も
ダ
メ
な
の
か
？　

俺
」

紙
を
折
り
た
た
ん
で
放
り
投
げ
る
鏡
一
。

鏡
一
「
た
だ
こ
れ
以
上
は
本
当
に
ヤ
バ
そ
う
だ
な
」

鏡
一
は
姿
見
に
目
を
や
る
。

も
は
や
天
井
に
つ
き
そ
う
な
ほ
ど
大
き
く
、
無
機
質
な
部

屋
の
中
で
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

鏡
一
「
ま
、
今
気
に
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
か
」

涅
槃
の
よ
う
な
体
勢
で
テ
レ
ビ
を
眺
め
る
。

鏡�

一
「
あ
っ
、
ナ
ン
チ
ャ
ン
が
警
察
の
Ｃ
Ｍ
し
て
る
…
…
。
警

察
の
Ｃ
Ｍ
っ
て
な
ん
だ
よ
。と
い
う
か
こ
の
世
界
、ナ
ン
チ
ャ

ン
の
人
気
す
ご
い
な
あ
。
ブ
ラ
ビ
の
時
の
人
気
ず
っ
と
維
持

し
て
る
？
」

鏡
一
が
テ
レ
ビ
に
話
し
か
け
て
い
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
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姿
見
は
通
常
の
も
の
よ
り
も
一
回
り
大
き
く
、
見
上
げ
る

よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。

鏡
一
「
い
や
、
で
も
な
ぁ
…
…
仕
方
な
い
よ
な
」

鏡
一
は
溜
息
を
吐
く
。

少
し
悩
む
素
振
り
を
す
る
。

鏡
に
映
る
自
分
と
向
き
合
う
。

鏡
一
「
変
な
場
所
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
…
…
」

膝
立
ち
に
な
り
、
ペ
ン
を
握
り
し
め
る
。

姿
見
の
前
で
祈
る
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
取
る
。

そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
水
泳
の
蹴
伸
び
の
よ
う
な
形
で
姿
見

に
向
か
っ
て
倒
れ
込
む
。

ノ
ッ
ク
音
が
止
み
、
升
本
が
言
う
。

升
本
「
も
う
開
け
ち
ゃ
い
ま
す
よ
お
」

ド
ア
を
開
け
て
部
屋
の
中
を
見
渡
す
升
本
。

鏡
一
の
姿
は
な
く
、
足
元
の
ゴ
ミ
を
ど
か
し
な
が
ら
周
囲

を
確
認
す
る
。

升�

本
「
ど
こ
に
隠
れ
た
ん
で
す
か
あ
。
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
よ

お
。
手
間
賃
貰
い
ま
す
か
ら
ね
え
」

升
本
は
少
し
語
気
を
強
め
て
言
う
。

押
し
入
れ
を
開
け
た
り
風
呂
場
を
見
た
り
す
る
が
、
そ
こ

に
人
影
は
な
く
首
を
か
し
げ
る
。

升
本
「
柴
田
さ
あ
ん
！
」

声
を
張
り
上
げ
て
も
う
一
度
部
屋
を
見
回
す
が
、
物
音
一

つ
立
た
な
い
。

携
帯
電
話
を
取
り
出
し
、
電
話
を
か
け
る
。

升�

本
「
後
一
歩
だ
っ
た
ん
で
す
が
、ま
た
逃
げ
ら
れ
ま
し
た
あ
。

引
き
続
き
捜
索
し
ま
し
ょ
う
」

電
話
を
切
り
、
部
屋
か
ら
出
て
い
く
升
本
。

部
屋
に
残
さ
れ
た
姿
見
に
視
点
が
近
づ
い
て
い
き
、
そ
こ

に
は
『
鏡
が
丘
の
人
々
』
と
映
る
。

○
タ
イ
ト
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト

い
る
鏡
一
。

手
の
届
く
距
離
に
あ
る
求
人
誌
を
開
き
、
何
ペ
ー
ジ
か
め

く
っ
た
あ
と
放
り
投
げ
て
呟
く
。

鏡
一
「
ダ
メ
だ
。
逃
げ
道
が
な
い
」

鏡
一
は
体
を
起
こ
そ
う
と
す
る
が
、
安
座
の
体
勢
に
な
っ

た
途
端
ま
た
横
に
な
る
。
そ
し
て
、
ポ
ー
ル
ハ
ン
ガ
ー
の

横
に
あ
る
姿
見
を
見
つ
め
な
が
ら
、
一
息
つ
い
て
言
う
。

鏡
一
「
や
っ
ぱ
ア
レ
を
す
る
し
か
…
…
」

今
度
は
時
計
の
方
に
目
を
や
る
と
、
長
い
針
が
６
を
、
短

い
針
が
15
と
い
う
数
字
を
指
し
て
い
る
。
時
計
盤
の
数
字

は
20
ま
で
あ
る
。

鏡�

一
Ｍ
「
そ
ろ
そ
ろ
元
い
た
と
こ
ろ
の
常
識
が
通
用
し
な
く

な
っ
て
く
る
。
た
だ
、
引
き
返
そ
う
に
も
鏡
を
行
き
来
し
す

ぎ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
…
…
」

ド
ア
が
素
早
く
何
度
も
叩
か
れ
る
。

ド
ア
の
向
こ
う
か
ら
借
金
取
り
の
升
本
の
ド
ス
の
効
い
た

声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

升�
本
「
す
い
ま
せ
え
ん
。
柴
田
さ
ん
の
お
宅
で
す
よ
ね
え
？　

探
し
ま
し
た
よ
お
」

声
の
方
を
見
る
鏡
一
。

鏡
一
「
う
わ
っ
、
う
わ
っ
、
な
ん
で
!?
」

ド
ア
を
叩
く
音
が
大
き
く
早
く
な
る
。

升�

本
「
ペ
ン
を
返
し
て
く
だ
さ
あ
い
。
あ
と
、
借
金
も
だ
い
ぶ

膨
ら
ん
で
ま
す
よ
お
」

鏡
一
は
声
を
潜
め
て
物
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
起
き
上
が

る
。

升�

本
「
大
家
さ
ん
に
鍵
貰
っ
た
ん
で
、
い
つ
で
も
入
れ
ま
す
ん

で
ね
ー
。
手
荒
な
真
似
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
お
」

鏡
一
「
え
、
ち
ょ
、
マ
ジ
か
」

鏡
一
は
再
び
鏡
に
目
を
や
る
。

机
の
上
に
置
い
て
あ
る
ペ
ン
を
掴
む
。

四
つ
ん
這
い
の
状
態
で
姿
見
に
近
づ
く
。

中
を
見
渡
し
、
近
く
の
部
下
に
声
を
か
け
る
。

升
本
「
あ
れ
、
柴
田
さ
ん
は
ど
こ
へ
？
」

部
下
「
先
ほ
ど
、
お
手
洗
い
に
行
か
れ
ま
し
た
」

升
本
「
ど
れ
く
ら
い
経
ち
ま
す
？
」

部
下
「
え
、
え
え
と
、
10
分
く
ら
い
は
」

升
本
は
黙
っ
て
ソ
フ
ァ
に
座
る
。

そ
し
て
、何
も
置
か
れ
て
い
な
い
テ
ー
ブ
ル
の
上
を
見
る
。

升
本「
す
い
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ
を
今
す
ぐ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」

升
本
は
素
早
く
立
ち
上
が
り
部
下
に
指
示
す
る
。

部
下
は
ト
イ
レ
に
向
か
い
、升
本
も
後
か
ら
そ
れ
を
追
う
。

部
下
「
あ
れ
!?　

ど
こ
に
行
っ
た
？
」

升
本
は
部
下
を
押
し
除
け
る
よ
う
に
ト
イ
レ
を
見
る
。

升
本
「
外
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
よ
ね
？
」

部
下
「
え
え
、
こ
こ
か
ら
出
す
な
と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
」

升
本
「
や
ら
れ
ま
し
た
ね
」

部
下
「
え
？
」

升�

本
「
ペ
ン
を
使
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
ま
さ
か
、
あ
の
怖
気
付

い
て
る
の
が
演
技
だ
と
は
…
…
」

部
下
「
あ
、
あ
あ
あ
！　

す
い
ま
せ
ん
っ
し
た
！
」

慌
て
て
頭
を
下
げ
る
部
下
。

升
本
は
そ
れ
を
手
で
制
す
る
。

升�

本
「
い
え
、
ペ
ン
を
置
い
て
い
っ
た
私
の
ミ
ス
で
す
。
急
い

で
柴
田
さ
ん
を
探
し
ま
し
ょ
う
」

部
下
「
は
、
は
い
！
」

何
人
か
男
が
慌
た
だ
し
く
事
務
所
を
動
き
回
る
。

升
本
は
戸
棚
を
漁
り
、
先
ほ
ど
の
と
似
た
よ
う
な
ペ
ン
を

取
り
出
す
。

事
務
所
の
外
で
は
夕
陽
が
沈
み
始
め
る
。

○
鏡
一
の
部
屋
（
正
午
）

ア
パ
ー
ト
の
一
室
。
足
の
踏
み
場
は
あ
る
も
の
の
、
物
が

散
ら
か
っ
て
い
て
雑
然
と
し
て
い
る
部
屋
で
寝
転
が
っ
て
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も
う
一
人
の
人
間
が
必
要
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
数
少
な
い
向

こ
う
の
ル
ー
ル
と
で
も
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
」

鏡
一
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
向
こ
う
に
行
っ
た
人
間
は
…
…
」

升�

本
「
お
察
し
の
通
り
、
二
人
行
け
ば
一
人
は
戻
っ
て
こ
れ
ま

せ
ん
。
恐
ろ
し
い
話
で
す
よ
ね
え
」

鏡
一
は
絶
句
し
て
い
る
。

升�

本
「
あ
、
で
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
先
ほ
ど
向
こ
う
に
や
っ

た
彼
が
送
り
迎
え
致
し
ま
す
の
で
、
仕
事
の
方
は
安
心
し
て

臨
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
」

鏡
一
「
こ
ん
な
の
聞
い
て
行
く
わ
け
な
い
で
し
ょ
」

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
向
こ
う
か
ら
現
れ
た
部
下
が
升
本
に

向
か
っ
て
会
釈
す
る
。

升�

本
「
柴
田
さ
ん
に
選
択
肢
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
え
。

よ
い
し
ょ
っ
と
」

升
本
は
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
。

升�

本
「
肩
代
わ
り
し
た
借
金
30
万
、
あ
な
た
に
支
払
え
ま
す

か
？
」

鏡
一
「
地
道
に
返
し
て
い
き
ま
す
よ
…
…
」

升�

本
「
そ
の
見
込
み
は
な
さ
そ
う
で
す
が
ね
え
。
フ
リ
ー
タ
ー

と
言
っ
て
も
、
柴
田
さ
ん
は
ほ
ぼ
無
職
同
然
で
し
ょ
う
？
」

鏡
一
は
苦
虫
を
噛
み
潰
し
た
よ
う
な
顔
を
す
る
。

升
本
は
鏡
一
の
横
で
立
ち
止
ま
っ
て
言
う
。

升�

本
「
少
し
席
を
外
し
ま
す
。
考
え
る
時
間
は
な
い
で
す
よ
。

な
ん
せ
利
子
も
付
き
ま
す
か
ら
」

鏡
一
「
だ
か
ら
俺
は
…
…
」

升�

本
「
お
友
達
を
助
け
る
た
め
に
見
せ
た
漢
気
、
ぜ
ひ
と
も
こ

こ
で
お
見
せ
く
だ
さ
い
。
で
は
」

升
本
は
そ
の
場
を
立
ち
去
る
。

鏡
一
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
ペ
ン
を
見
つ
め
て
い

る
。

×　

×　

×

升
本
が
応
接
室
へ
戻
っ
て
く
る
。

升
本
「
債
務
者
か
ら
取
り
立
て
た
時
に
た
ま
た
ま
」

鏡
一
「
に
し
て
は
随
分
と
詳
し
い
で
す
ね
」

升�

本
「
い
ろ
い
ろ
試
し
ま
し
た
の
で
。
と
は
い
え
、
私
が
話
し

て
い
る
こ
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
。
信

じ
る
か
信
じ
な
い
か
は
あ
な
た
次
第
で
す
」

鏡
一
「
都
市
伝
説
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
…
…
」

眉
間
を
押
さ
え
な
が
ら
鏡
一
は
言
う
。

鏡�

一
「
そ
の
話
は
信
じ
る
よ
。
こ
ん
な
長
々
と
冗
談
を
言
う
と

も
思
え
な
い
」

升�

本
「
お
や
、
そ
れ
で
は
仕
事
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
柴
田
さ

ん
に
は
と
あ
る
物
を
鏡
を
使
っ
て
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

中
身
は
言
え
ま
せ
ん
が
…
…
」

鏡
一
「
俺
が
信
用
で
き
な
い
の
は
、
升
本
さ
ん
だ
」

升
本
は
悲
し
げ
な
顔
を
見
せ
る
。

升�

本「
そ
ん
な
あ
。
だ
っ
て
私
た
ち
、今
日
会
っ
た
ば
か
り
じ
ゃ

な
い
で
す
か
あ
」

鏡
一
「
そ
れ
に
、
あ
ん
た
は
…
…
」

升
本
「
ん
？
」

鏡�
一「
あ
ん
た
は
さ
っ
き
、鏡
の
中
に
人
を
置
い
て
い
っ
た
じ
ゃ

な
い
か
」

鏡
一
は
深
刻
そ
う
な
表
情
で
訊
ね
る
。

升
本
は
笑
っ
て
答
え
る
。

升�

本
「
あ
あ
。
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
い
た
ん
で
す
か
。
心

配
い
り
ま
せ
ん
よ
お
。
あ
れ
は
う
ち
の
人
間
で
す
。
普
段
か

ら
鏡
を
行
き
来
し
て
い
る
の
で
い
つ
で
も
戻
っ
て
こ
れ
ま

す
」

鏡
一
「
な
ぜ
置
い
て
い
っ
た
ん
だ
」

升�

本
「
そ
れ
が
条
件
だ
か
ら
で
す
。
中
に
入
る
の
は
鍵
さ
え
あ

れ
ば
十
分
で
す
が
、
戻
る
に
は
人
の
目
が
必
要
な
ん
で
す
」

鏡
一
「
え
え
？
」

怪
訝
そ
う
に
眉
を
顰
め
る
鏡
一
。

升�

本
「
あ
の
世
界
か
ら
出
る
に
は
、鏡
の
中
の
私
を
見
て
い
る
、

升
本
「
と
い
う
か
誰
が
樽
で
す
か
。
全
く
も
う
」

升
本
は
食
い
気
味
に
言
う
。

鏡
一
は
立
ち
上
が
り
、
落
ち
着
か
な
い
様
子
で
升
本
に
言

う
。

鏡�

一「
鏡
の
中
に
入
る
っ
て
の
は
つ
ま
り
幻
覚
を
見
て
る
と
か
、

そ
う
い
う
」

升�

本
「
夢
で
も
幻
覚
で
も
ト
リ
ッ
ク
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
あ

な
た
が
さ
っ
き
見
た
も
の
は
全
て
現
実
な
ん
で
す
」

鏡�

一
「
百
歩
譲
っ
て
。
あ
れ
が
現
実
だ
と
し
て
、
な
ん
で
そ
れ

を
あ
ん
た
が
好
き
勝
手
で
き
る
ん
だ
」

升�

本
「
私
だ
け
特
別
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
さ

え
あ
れ
ば
誰
で
も
鏡
に
入
れ
ま
す
」

升
本
は
そ
う
言
っ
て
奇
妙
な
デ
ザ
イ
ン
の
ペ
ン
を
机
に
置

く
。

鏡
一
「
あ
あ
、
確
か
に
さ
っ
き
も
…
…
」

鏡
一
は
ペ
ン
を
手
に
取
っ
て
眺
め
る
。

升�

本
「
そ
れ
は
言
わ
ば
鍵
、
鏡
の
向
こ
う
側
へ
行
く
の
に
必
要

な
も
の
で
す
」

鏡
一
「
こ
ん
な
も
の
で
？
」

馬
鹿
に
す
る
よ
う
に
笑
う
鏡
一
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
ペ
ン

を
放
る
。

升
本
「
鏡
文
字
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
？
」

升
本
は
眉
ひ
と
つ
動
か
さ
ず
に
言
う
。

鏡
一
「
あ
の
、
左
右
を
反
対
に
し
た
字
で
す
よ
ね
」

升�

本
「
そ
う
。
あ
れ
は
私
た
ち
が
作
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
唯

一
の
鏡
と
言
え
ま
す
」

鏡�

一
「
い
や
、
だ
っ
て
、
鏡
を
工
場
で
作
っ
て
る
人
も
当
然
こ

の
世
界
に
は
い
る
で
し
ょ
う
よ
」

升�

本
「
い
わ
ゆ
る
物
体
と
し
て
の
鏡
は
た
だ
の
門
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
鍵
が
あ
っ
て
初
め
て
通
り
道
に
な
る
ん
で
す
」

鏡
一
は
ソ
フ
ァ
に
腰
を
か
け
て
言
う
。

鏡
一
「
じ
ゃ
、
な
ん
で
升
本
さ
ん
が
こ
れ
を
？
」
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◯
タ
イ
ト
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト

『
序
』（
１
／
４
）

○
応
接
室
（
夕
方
）

高
級
そ
う
な
絵
画
や
壺
が
飾
っ
て
あ
る
事
務
所
。

膝
の
高
さ
ほ
ど
の
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
、
向
か
い
合
わ
せ

に
座
っ
て
い
る
二
人
の
男
。

ふ
く
よ
か
な
男
、
升
本
学
（
40
）
が
ソ
フ
ァ
に
体
を
深
く

預
け
て
言
う
。

升�

本
「
で
す
か
ら
あ
、
こ
れ
は
安
全
な
仕
事
な
ん
で
す
っ
て
」

向
か
い
に
い
る
男
、
柴
田
鏡
一
（
21
）
は
肘
を
膝
に
置
い

て
、
周
り
の
様
子
を
伺
っ
て
い
る
。

鏡
一
が
座
る
ソ
フ
ァ
の
後
ろ
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
挟
ん

だ
向
こ
う
側
に
は
、
何
人
か
の
男
が
待
機
し
て
い
る
。

鏡�

一
「
安
全
が
ど
う
と
か
っ
て
話
じ
ゃ
な
い
。
馬
鹿
げ
て
る
っ

て
言
っ
て
る
ん
で
す
よ
」

升
本
「
そ
れ
も
さ
っ
き
お
見
せ
し
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
あ
」

鏡�

一
「
あ
れ
は
…
…
な
ん
か
、
ト
リ
ッ
ク
で
も
使
っ
た
ん
で

し
ょ
」

升�

本
「
私
は
借
金
取
り
で
す
よ
お
？　

マ
ジ
シ
ャ
ン
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。
困
り
ま
し
た
ね
え
」

升
本
は
説
得
す
る
。

升�

本
「
そ
れ
に
、
面
白
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

鏡
の
中
に
入

る
な
ん
て
。
滅
多
に
な
い
経
験
で
す
よ
」

鏡
一
「
い
や
い
や
」

升�

本
「
そ
れ
に
柴
田
さ
ん
。
柴
田
鏡
一
な
ん
て
名
前
、
こ
の
仕

事
に
う
っ
て
つ
け
で
す
。
な
ん
せ
名
前
に
鏡
が
入
っ
て
る
ん

だ
か
ら
」

鏡�

一
「
升
本
さ
ん
も
升
み
た
い
な
体
型
で
ぴ
っ
た
り
の
名
前
で

す
よ
」

升
本
「
そ
れ
樽
で
は
？
」

鏡
一
「
あ
あ
、
升
は
日
本
酒
と
か
入
れ
る
や
つ
か
」

《
登
場
人
物
》

柴
田
鏡
一
（
21
）	

�

鏡
の
中
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
こ
と
を

発
見
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
か
ら
逃
げ

続
け
て
き
た
フ
リ
ー
タ
ー
。
お
人
好
し
な

部
分
が
あ
る
が
、
刹
那
的
。

升
本　

学
（
40
）	

�

借
金
取
り
。
間
延
び
し
た
よ
う
な
口
調
で

人
当
た
り
は
穏
や
か
な
人
物
。

畑
野
淳
史
（
42
）	

�

ギ
ャ
ン
ブ
ル
狂
い
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
臆

病
で
大
袈
裟
な
態
度
を
取
る
。

葛
飾
萌
子
（
46
）	

�

押
し
の
強
い
セ
ー
ル
ス
レ
デ
ィ
。
声
が
大

き
い
。

長
谷
部
洋
司
（
43
）	�

刑
事
。
適
当
な
性
格
で
部
下
か
ら
も
あ
ま

り
好
か
れ
て
い
な
い
。

〇
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

他
人
は
自
分
を
映
す
鏡
と
い
う
が
、
そ
の
鏡
が
自
分
の
内
面

を
そ
の
ま
ま
教
え
て
く
れ
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
鏡

に
映
す
よ
う
に
自
分
と
重
な
る
部
分
を
認
識
し
て
、
初
め
て
自

分
の
内
面
が
理
解
で
き
る
。

【
概
要
】

　

フ
リ
ー
タ
ー
の
鏡
一
は
、
借
金
取
り
の
升
本
か
ら
奪
っ
た
ペ

ン
に
よ
っ
て
鏡
の
中
を
移
動
し
、
升
本
の
追
っ
手
か
ら
逃
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
逃
げ
た
先
の
世
界
で
悪
ど
い
セ
ー
ル
ス
の
葛

飾
に
嵌
め
ら
れ
、
手
柄
を
第
一
に
優
先
す
る
警
察
に
捕
ま
っ
て

し
ま
う
。
鏡
の
世
界
を
利
用
し
、
不
当
な
取
り
立
て
を
行
っ
て

い
た
升
本
も
、
鏡
一
の
い
る
世
界
で
警
察
に
捕
ま
っ
て
い
た
。

理
不
尽
な
世
界
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
二
人
は
道
中
で
か
つ
て
升

本
が
嵌
め
た
畑
野
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
鏡
の
世
界
か
ら
の
脱

出
を
試
み
る
。

【
本
文
】

1
7
A
0
8
5
-4
　
今
　
邑
太
郎

『
鏡
が
丘
の
人
々
』

芸
術
学
部
奨
励
賞
受
賞

■
卒
業
制
作
（
脚
本
）
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ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
若
菜

笑
顔
の
若
菜

真
っ
黒
な
画
面

◯
若
菜
の
家
（
回
想
）（
３
月
９
日
）

散
乱
し
て
い
る
部
屋

洗
い
物
が
溜
ま
っ
て
い
る
シ
ン
ク

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
机

溜
ま
っ
て
い
る
ゴ
ミ
袋

カ
ー
テ
ン
が
閉
ま
っ
て
い
る
暗
い
部
屋
の
中
で
唯
一
明
る

い
テ
レ
ビ

『�

シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
の
取
材
で
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
テ
レ
ビ
報

道
局
の
浅
葱
藍
さ
ん
が
シ
ョ
ー
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

賞
を
受
賞
』
の
テ
ロ
ッ
プ

テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
浅
葱
の
声

浅�

葱
Ｎ
「
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
て

感
無
量
で
す
。
周
り
の
方
の
支
え
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

浅
葱
の
賞
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
若
菜
の
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ

―
に
つ
い
て
の
企
画
書
や
紐
、
大
量
の
薬
な
ど
が
置
い
て

あ
る
机

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
若
菜

テ
レ
ビ
を
消
す
若
菜

包
丁
を
取
る
若
菜
の
手

了

今
は
あ
か
ね
が
つ
け
て
い
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ
け
て
い
る

茜
の
祖
母

浅�
葱
Ｎ
「
今
日
だ
っ
て
来
月
だ
っ
て
い
つ
放
送
し
た
っ
て
同
じ

だ
ろ
」

◯
会
社
・
廊
下
（
３
月
９
日
）

浅
葱
「
人
間
ど
う
せ
い
つ
か
死
ぬ
ん
だ
か
ら
」

浅
葱
を
見
る
茜
の
目

怒
り
で
震
え
る
茜
の
唇

祖
母
の
形
見
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
触
れ
る
茜
の
手

撮
影
バ
ッ
グ
に
入
っ
て
い
る
カ
ッ
タ
ー
を
手
に
取
る
茜

楽
屋
に
戻
ろ
う
と
す
る
浅
葱
の
後
ろ
姿

勢
い
よ
く
浅
葱
に
向
か
っ
て
い
く
茜
の
後
ろ
姿

茜
に
気
づ
い
て
止
め
よ
う
と
す
る
社
員
の
取
り
巻
き

取
り
巻
き
を
す
り
抜
け
て
浅
葱
に
向
か
う
茜
の
後
ろ
姿

騒
が
し
い
こ
と
に
気
づ
い
て
振
り
返
る
浅
葱

驚
く
浅
葱

真
っ
黒
な
画
面

◯
会
社
・
廊
下
（
３
月
９
日
）

茜
の
荒
い
息
遣
い

揺
れ
て
い
る
茜
の
肩

う
つ
伏
せ
で
床
に
倒
れ
て
い
る
浅
葱

背
中
に
広
が
っ
て
い
る
血

突
然
廊
下
に
現
れ
た
若
菜
が
浅
葱
を
刺
し
た
こ
と
に
驚
い

て
い
る
社
員
の
取
り
巻
き

動
揺
で
泳
い
で
い
る
茜
の
目

動
揺
で
震
え
る
茜
の
唇

動
揺
で
カ
ッ
タ
ー
を
落
と
す
茜
の
手

泣
き
そ
う
な
茜

茜
「
な
ん
で
？
」

血
が
つ
い
た
凶
器
を
持
っ
た
若
菜
の
手
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社
員
「
本
当
に
凄
い
で
す
よ
」

社
員
「
取
材
の
コ
ツ
、
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」

浅�

葱
「
今
度
飲
み
に
行
っ
た
時
に
で
も
俺
が
み
ん
な
に
教
え
て

や
る
よ
」

上
機
嫌
の
浅
葱

ス
タ
ジ
オ
を
出
て
い
く
浅
葱
と
取
り
巻
き

◯
会
社
・
廊
下
（
３
月
９
日
）

笑
顔
で
楽
屋
に
向
か
う
廊
下
を
歩
い
て
い
る
浅
葱
と
取
り

巻
き

浅
葱
に
駆
け
寄
る
茜

茜
「
浅
葱
さ
ん
！
」

一
瞬
で
不
機
嫌
に
な
る
浅
葱

誰
？　

と
な
っ
て
い
る
取
り
巻
き

茜
「
な
ん
で
直
前
で
特
集
が
変
わ
っ
た
ん
で
す
か
？
」

浅�

葱
「
そ
ん
な
の
俺
に
聞
く
な
よ
。
決
め
た
の
俺
じ
ゃ
な
い
か
ら
」

納
得
で
き
な
い
茜

茜
「
で
も
前
か
ら
オ
ン
エ
ア
日
は
決
ま
っ
て
て
︙︙

」

浅�

葱
「
俺
の
授
賞
式
の
方
が
大
事
っ
て
判
断
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な

い
？　

そ
れ
と
も
な
に
、
お
前
の
特
集
は
俺
の
賞
よ
り
価
値

あ
ん
の
？
」

茜�

「
事
故
か
ら
一
年
後
の
今
日
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
ん

で
す
。
Ｖ
Ｔ
Ｒ
に
は
遺
族
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
て
︙︙

」

◯
蘇
芳
の
家
（
12
月
２
日
）

ス
マ
ホ
の
待
受
の
娘
の
画
像
を
見
る
蘇
芳

悲
し
そ
う
な
蘇
芳

蘇�

芳
「
も
う
こ
ん
な
辛
い
思
い
を
す
る
人
が
出
て
こ
な
い
で
欲

し
い
。
今
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
」

◯
公
園
（
回
想
）（
２
０
１
７
年
）

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
微
笑
み
合
う
茜
と
茜
の
祖
母

浅�

葱
「
あ
い
つ
の
は
い
つ
で
も
い
い
ん
で
変
更
で
き
る
と
思
い

ま
す
」

上�

司
２
「
常
盤
は
も
う
い
な
い
ん
だ
か
ら
上
司
の
浅
葱
の
受
賞

に
な
る
の
は
当
然
だ
ろ
」

目
を
合
わ
せ
る
部
下
た
ち

部
下
「
︙︙

は
い
」

上�

司
１
「
衣
装
と
か
メ
イ
ク
と
か
用
意
し
て
も
ら
っ
て
、
お
前

も
出
れ
ば
？　

受
賞
者
が
出
演
す
れ
ば
視
聴
率
も
上
が
る
だ

ろ
」ニ

ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
浅
葱

浅
葱
「
任
せ
て
く
だ
さ
い
。
視
聴
率
上
げ
ち
ゃ
い
ま
す
か
！
」

笑
い
合
う
浅
葱
と
上
司
た
ち

上
司
２
「
じ
ゃ
あ
変
更
で
。
急
ぎ
で
資
料
作
っ
と
い
て
」

◯
会
社
・
廊
下
（
３
月
９
日
）

浅
葱
を
探
し
回
る
茜

◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
３
月
９
日
）

オ
ン
エ
ア
中
の
お
は
よ
う
テ
レ
ビ

時
間
は
６
時
50
分

ア�

ナ
「
本
日
の
ゲ
ス
ト
は
、
お
は
よ
う
テ
レ
ビ
の
浅
葱
藍
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

拍
手
で
溢
れ
か
え
る
ス
タ
ジ
オ

社
員
「
Ｃ
Ｍ
入
り
ま
ー
す
」

浅
葱
に
挨
拶
を
す
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
た
ち

浅
葱
の
周
り
に
た
く
さ
ん
の
社
員
の
取
り
巻
き

千
草
「
浅
葱
さ
ん
ま
じ
や
ば
い
っ
す
ね
」

社
員
「
報
道
番
組
で
受
賞
は
前
代
未
聞
ら
し
い
で
す
よ
」

浅
葱
「
い
や
ー
、
ら
し
い
ね
」

誇
ら
し
げ
の
浅
葱

音
声
マ
イ
ク
を
取
っ
て
も
ら
う
浅
葱

上
着
を
社
員
に
手
渡
す
浅
葱

驚
く
茜

資
料
を
渡
し
て
き
た
社
員
に
詰
め
寄
る
茜

茜
「
こ
れ
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

突
然
茜
が
詰
め
寄
っ
て
き
て
驚
く
社
員

茜
「
私
の
特
集
が
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
？
」

社�

員
「
ち
ょ
っ
と
俺
に
も
よ
く
分
か
ら
な
く
て
、
な
ん
か
上
の

人
が
急
遽
決
め
た
っ
ぽ
い
」

茜
「
浅
葱
さ
ん
で
す
か
？
」

社
員
「
ご
め
ん
そ
こ
ま
で
は
︙︙

」

資
料
配
付
に
戻
る
社
員

怒
り
に
震
え
る
茜

サ
ブ
を
出
て
い
く
茜
の
後
ろ
姿

◯
会
社
・
階
段
（
３
月
９
日
）

階
段
を
駆
け
降
り
る
茜

◯
会
社
・
会
議
室
（
３
月
９
日
）

朝
の
会
議
を
し
て
い
る
浅
葱
と
社
員
た
ち

上�

司
２
「
お
前
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
賞
、
受
賞
確
実
ら
し
い

ぞ
」

浅
葱
「
ほ
ん
と
っ
す
か
？
」

上�

司
１
「
今
日
の
特
集
飛
ば
し
て
お
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
す

る
か
〜
」

浅
葱
「
最
高
で
す
ね
」

ス
タ
ジ
オ
台
本
を
見
て
い
る
上
司

上
司
２
「
今
日
の
企
画
は
︙︙

、
東
雲
？　

誰
だ
？
」

目
を
合
わ
せ
る
部
下
た
ち

部�

下
１
「
一
年
目
で
企
画
を
通
し
て
す
ご
く
頑
張
っ
て
る
新
人

で
す
︙︙

」

部�

下
２
「
受
賞
す
る
特
集
も
若
菜
さ
ん
の
企
画
じ
ゃ
な
か
っ
た

で
し
た
っ
け
︙︙

？
」

部
下
を
睨
み
、
上
司
の
方
を
見
る
浅
葱
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◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
３
月
８
日
）

前
日
の
ス
タ
ジ
オ
の
準
備
を
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
茜

ス
マ
ホ
で
蘇
芳
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
茜

『�

遂
に
明
日
オ
ン
エ
ア
で
す
。
全
力
を
尽
く
し
た
特
集
が

完
成
し
た
の
で
ご
覧
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
』

ス
マ
ホ
を
見
て
悲
し
そ
う
な
茜

ス
マ
ホ
で
若
菜
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
茜

『�

若
菜
さ
ん
の
お
陰
で
制
作
で
き
た
特
集
で
す
。
明
日
６

時
30
分
か
ら
オ
ン
エ
ア
さ
れ
る
の
で
見
て
頂
き
た
い
で

す
』

返
信
が
き
て
い
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
て
悲
し
そ
う
な
茜

ス
マ
ホ
を
し
ま
っ
て
準
備
に
戻
る
茜

最
終
確
認
を
し
て
い
る
茜
の
後
ろ
姿

◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
３
月
９
日
）

バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
社
員
た
ち

社�

員
「
で
は
３
月
９
日
月
曜
日
、
本
日
の
お
は
よ
う
テ
レ
ビ
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ー
す
！
」

ア
ナ
「
今
日
も
お
願
い
し
ま
す
」

ア
ナ
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
始
め
る
社
員

社
員
「
本
番
ま
で
五
秒
前
、
四
、三
、二
、一
」

◯
会
社
・
サ
ブ
（
３
月
９
日
）

Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
準
備
を
し
て
い
る
茜

資
料
を
配
り
な
が
ら
走
り
回
っ
て
い
る
社
員

社�

員
「
お
疲
れ
様
で
す
。
先
程
番
組
内
容
が
変
更
に
な
っ
た
の

で
皆
さ
ま
ご
確
認
お
願
い
致
し
ま
す
」

茜
に
資
料
を
手
渡
す
社
員

社
員
「
茜
も
、
は
い
」

す
ぐ
に
他
の
人
に
も
資
料
を
渡
し
に
い
く
社
員

受
け
取
っ
た
資
料
を
見
る
茜

茜
「
い
や
、
今
は
来
月
の
特
集
で
手
一
杯
で
︙︙

」

浅�

葱
「
言
い
訳
だ
ろ
。
事
件
で
も
事
故
で
も
な
ん
で
も
い
い
か

ら
可
哀
想
な
人
撮
っ
て
こ
い
よ
」

茜
「
い
や
で
も
そ
れ
だ
と
視
聴
者
も
︙︙

」

浅�

葱「
は
？　

モ
ザ
イ
ク
つ
け
と
け
ば
な
ん
で
も
い
い
ん
だ
よ
。

ど
れ
だ
け
酷
い
画
で
も
い
い
か
ら
と
り
あ
え
ず
視
聴
率
取
れ

る
ネ
タ
探
し
て
こ
い
よ
」

茜
「
︙︙

」

机
に
戻
る
茜

大
量
の
資
料
が
置
か
れ
て
い
る
茜
の
机

な
に
も
置
か
れ
て
い
な
い
隣
の
若
菜
の
机

疲
れ
て
い
る
茜

茜
「
ま
だ
や
れ
る
」

◯
会
社
・
報
道
局
（
２
月
上
旬
）

上
司
に
呼
ば
れ
る
茜

上
司
に
礼
を
し
て
喜
ん
で
い
る
茜

机
に
戻
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
３
月
９
日
を
丸
で
囲
む
茜

ス
マ
ホ
で
蘇
芳
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
茜

『�
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
予
定
通
り
、
事
故
か
ら
一

年
後
の
３
月
９
日
に
オ
ン
エ
ア
が
決
ま
り
ま
し
た
』

嬉
し
そ
う
な
茜

◯
会
社
・
報
道
局
（
２
月
中
旬
）

Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
準
備
を
し
て
い
る
茜

机
に
大
量
の
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
空
き
瓶

茜
の
こ
と
を
気
に
せ
ず
に
帰
る
暁
と
桃

◯
会
社
・
編
集
室
（
２
月
下
旬
）

編
集
者
と
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
確
認
を
し
て
い
る
茜

編
集
者
と
会
議
を
し
て
い
る
茜

真
剣
な
茜

◯
街
（
１
月
中
旬
）

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
準
備
を
し
て
い
る
茜
と
カ
メ
ラ
マ

ン撮
影
バ
ッ
グ
を
肩
に
か
け
る
茜

ス
マ
ホ
で
競
馬
を
見
て
い
る
浅
葱

茜�

「
あ
の
ー
、
そ
ろ
そ
ろ
声
を
か
け
に
い
っ
て
も
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
」

浅�

葱
「
あ
ー
！　

お
前
が
話
し
か
け
る
か
ら
大
負
け
し
た
じ
ゃ

ん
。
こ
ん
な
時
ま
で
気
が
使
え
な
い
の
か
よ
」

茜
「
︙︙

す
み
ま
せ
ん
」

浅
葱
「
ほ
ん
と
使
え
な
い
な
。
や
る
気
あ
ん
の
？
」

茜
「
あ
り
ま
す
！
」

浅�

葱
「
じ
ゃ
あ
俺
、
常
盤
の
代
わ
り
に
来
た
だ
け
だ
か
ら
あ
と

は
よ
ろ
し
く
。
こ
こ
で
見
と
く
わ
〜
」

カ
メ
ラ
マ
ン
に
お
願
い
す
る
浅
葱

浅�

葱
「
こ
い
つ
全
然
使
え
な
い
ん
で
す
け
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」

会
釈
を
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン

茜「
で
も
今
日
が
初
め
て
な
の
で
な
に
も
分
か
ら
な
く
て
︙︙

」

浅�

葱
「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
て
か
ら
言
え
よ
。
最
近
の
子
は

な
ん
で
も
か
ん
で
も
聞
き
す
ぎ
」

悔
し
そ
う
な
茜

人
に
話
し
か
け
よ
う
と
す
る
茜

や
り
方
が
分
か
ら
ず
苦
戦
し
て
い
る
茜

助
け
を
求
め
て
浅
葱
の
方
を
振
り
返
る
茜

イ
ヤ
ホ
ン
を
し
て
競
馬
を
見
て
い
る
浅
葱

競
馬
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
浅
葱

◯
会
社
・
報
道
局
（
１
月
下
旬
）

茜
を
呼
び
止
め
る
浅
葱

浅�

葱
「
お
ー
い
、
東
雲
。
お
前
視
聴
率
取
れ
る
ネ
タ
探
し
て
ん

の
？
」
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た
が
、
丁
寧
に
答
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

蘇
芳
「
放
送
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

茜�

「
生
放
送
の
番
組
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
急
遽
内
容
が
変
更

に
な
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
３

月
９
日
に
放
送
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
調
整

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
放
送
日
が
決
ま
り
次
第

ま
た
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」

蘇�

芳
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
の
思
い
が
一
人
で

も
多
く
の
人
に
届
く
と
い
い
で
す
ね
」

茜
「
本
当
に
。
そ
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」

蘇
芳
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

茜
「
は
い
！
」

お
互
い
に
笑
い
合
っ
て
礼
を
す
る
茜
と
蘇
芳

◯
公
園
（
12
月
２
日
）

取
材
か
ら
帰
っ
て
い
る
茜

途
中
の
公
園
の
ベ
ン
チ
に
座
る
茜

『�
交
通
事
故
の
遺
族
に
取
材
許
可
取
れ
ま
し
た
。
若
菜
さ

ん
が
い
つ
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
』

以
降
既
読
は
つ
い
て
い
る
が
会
社
に
来
な
い
若
菜
を
心
配

す
る
茜

茜
の
顔
の
横
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

『
私
に
何
か
出
来
る
こ
と
あ
り
ま
す
か
？
』

『
ご
飯
食
べ
て
ま
す
か
？
』

『�

交
通
事
故
の
遺
族
に
取
材
許
可
取
れ
ま
し
た
。
若
菜
さ

ん
が
い
つ
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
』

『
心
配
し
て
ま
す
』

『
若
菜
さ
ん
こ
れ
み
た
ら
返
事
く
だ
さ
い
』

な
ど
を
送
っ
て
も
返
事
が
な
く
心
配
そ
う
な
茜

『
取
材
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
』

た
」嬉

し
そ
う
な
茜

蘇�

芳
「
ど
れ
だ
け
後
悔
し
て
も
娘
は
帰
っ
て
こ
な
い
か
ら
、
そ

れ
だ
け
は
変
わ
ら
な
い
事
実
だ
か
ら
︙︙

」

ス
マ
ホ
の
待
受
の
娘
の
画
像
を
見
る
蘇
芳

悲
し
そ
う
な
蘇
芳

蘇�

芳
「
も
う
こ
ん
な
辛
い
思
い
を
す
る
人
が
出
て
こ
な
い
で
欲

し
い
。
今
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
」

茜
に
向
き
直
る
蘇
芳

蘇�

芳
「
な
の
で
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」

茜�

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
祖
母
を
事
故
で
亡
く
し

て
お
り
ま
し
て
、
待
ち
合
わ
せ
の
途
中
の
道
で
運
転
中
に
ス

マ
ホ
を
触
っ
て
い
た
車
に
轢
か
れ
ま
し
た
。
も
し
あ
の
日
に

約
束
し
て
い
な
け
れ
ば
と
私
も
何
度
も
後
悔
し
ま
し
た
。
防

げ
る
事
故
で
辛
い
思
い
を
す
る
人
が
一
人
で
も
減
る
よ
う

に
、こ
の
特
集
に
私
の
思
い
を
込
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

蘇
芳
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

お
互
い
に
礼
を
す
る
茜
と
蘇
芳

茜
「
で
は
続
い
て
︙︙

」

空
に
な
っ
た
コ
ッ
プ
と
お
皿

茜
が
蘇
芳
の
話
を
メ
モ
し
た
メ
モ
帳

◯
蘇
芳
の
家
・
外
（
12
月
２
日
）

茜
「
本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

蘇�

芳
「
こ
ち
ら
こ
そ
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東

雲
さ
ん
の
お
か
げ
で
少
し
気
持
ち
が
軽
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
」

茜
「
本
当
で
す
か
？
」

蘇
芳
「
は
い
。
東
雲
さ
ん
に
お
話
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」

茜�

「
そ
う
言
っ
て
頂
け
て
嬉
し
い
で
す
。
不
慣
れ
な
取
材
で
し

新
し
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
ス
マ
ホ
を
し
ま
う
茜

◯
会
社
・
報
道
局
（
２
０
２
６
年
１
月
上
旬
）

上
司
の
前
に
集
ま
る
社
員
た
ち

上
司
「
今
度
の
特
集
は
東
雲
の
企
画
で
い
く
。
お
め
で
と
う
」

茜
「
本
当
で
す
か
？
！
」

茜
に
お
め
で
と
う
と
伝
え
る
社
員
た
ち

桃
「
茜
お
め
で
と
う
〜
」

暁
「
茜
や
る
や
ん
！
」

拍
手
を
す
る
社
員
た
ち

上
司
「
じ
ゃ
あ
仕
事
戻
ろ
っ
か
〜
」

嬉
し
そ
う
な
茜

悔
し
そ
う
な
浅
葱

ス
マ
ホ
で
若
菜
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
茜

『�

私
の
特
集
の
企
画
が
通
り
ま
し
た
。
若
菜
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。
今
度
お
礼
さ
せ
て
く
だ
さ
い
』

茜
を
呼
び
出
す
浅
葱

浅
葱
「
お
い
、
東
雲
」

ス
マ
ホ
を
し
ま
っ
て
歩
き
出
す
茜

浅
葱
「
お
前
俺
の
頼
ん
だ
仕
事
は
終
わ
っ
た
ん
だ
よ
な
？
」

茜
「
ま
だ
で
す
」

浅
葱
「
自
分
の
特
集
が
決
ま
っ
た
か
ら
っ
て
調
子
乗
ん
な
よ
」

茜
「
す
み
ま
せ
ん
。
急
い
で
終
わ
ら
せ
ま
す
」

浅
葱
「
俺
の
時
代
は
言
わ
れ
な
く
て
も
や
っ
て
た
の
に
な
〜
」

自
分
の
机
に
戻
っ
て
仕
事
に
取
り
掛
か
る
茜

◯
若
菜
の
家
（
１
月
上
旬
）

髪
が
ボ
サ
ボ
サ
で
暗
い
部
屋
に
い
る
若
菜

ス
マ
ホ
を
見
る
若
菜

少
し
微
笑
む
若
菜

返
信
を
せ
ず
に
ス
マ
ホ
を
置
く
若
菜
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◯
道
路
（
回
想
）（
２
０
２
４
年
３
月
９
日
）

信
号
の
な
い
横
断
歩
道

手
を
上
げ
て
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
子
供
た
ち

渡
り
き
り
、
手
を
下
げ
る
子
供
た
ち

近
づ
い
て
く
る
車

車
に
気
づ
か
ず
、
走
っ
て
く
る
女
の
子

蘇�

芳
Ｎ
「
娘
の
中
学
校
の
帰
り
道
に
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
が

あ
り
、
危
険
な
の
で
普
段
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

立
っ
て
く
だ
さ
っ
て
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
手
を
あ
げ
て
渡

る
よ
う
に
し
て
い
て
。
で
も
そ
の
時
に
限
っ
て
ち
ょ
う
ど
誰

も
立
っ
て
い
な
く
て
、
娘
は
友
達
を
追
い
か
け
て
し
ま
っ
た

み
た
い
で
す
︙︙

」

◯
蘇
芳
の
家
（
12
月
２
日
）

俯
い
て
い
る
蘇
芳

蘇�

芳
「
な
ん
で
私
の
娘
が
と
か
、な
ん
で
そ
の
時
に
限
っ
て
ち
ょ

う
ど
誰
も
立
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
か
、
毎
日
何
度
も
思

い
出
し
て
は
、
苦
し
く
な
り
ま
す
。
娘
に
登
下
校
中
は
特
に

安
全
に
気
を
つ
け
て
と
も
っ
と
強
く
言
い
聞
か
せ
て
お
け
ば

良
か
っ
た
と
後
悔
も
し
て
ま
す
。
当
時
は
か
な
り
ニ
ュ
ー
ス

に
な
っ
て
た
の
で
取
材
の
依
頼
も
た
く
さ
ん
き
ま
し
た
」

◯
蘇
芳
の
家
・
玄
関
（
回
想
）（
２
０
２
４
年
３
月
下
旬
）

取
材
を
断
っ
て
扉
を
閉
め
る
蘇
芳

蘇�

芳
Ｎ
「
依
頼
が
く
る
た
び
に
、
他
の
人
た
ち
に
と
っ
て
娘
の

出
来
事
は
人
ご
と
で
し
か
な
い
と
実
感
し
た
ん
で
す
。
考
え

だ
す
と
さ
ら
に
辛
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
︙︙

」

◯
蘇
芳
の
家
（
12
月
２
日
）

蘇�

芳
「
で
も
、
東
雲
さ
ん
の
依
頼
だ
け
は
他
の
人
た
ち
と
違
っ

て
、
同
じ
思
い
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
思
っ
た
の
で
今
回
は
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し

髪
が
ボ
サ
ボ
サ
で
暗
い
部
屋
に
い
る
若
菜

ス
マ
ホ
を
見
る
若
菜

返
信
を
せ
ず
に
ス
マ
ホ
を
置
く
若
菜

◯
蘇
芳
の
家
・
外
（
12
月
２
日
）

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
す
茜

◯
蘇
芳
の
家
（
12
月
２
日
）

名
刺
を
手
渡
す
茜

茜�

「
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
テ
レ
ビ
の
東
雲
茜
で
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！
」

蘇
芳
「
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

茜
「
早
速
で
す
が
、
改
め
て
こ
ち
ら
が
企
画
書
で
す
」

企
画
書
を
手
渡
す
茜

企
画
書
を
見
る
蘇
芳

茜�

「
メ
ー
ル
で
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
辛

い
思
い
を
し
て
い
る
人
を
一
人
で
も
減
ら
し
た
い
と
思
い
、

こ
の
特
集
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
」

蘇
芳
「
は
い
」

茜�

「
先
日
、
蘇
芳
さ
ん
の
娘
さ
ん
の
事
故
の
こ
と
を
知
り
、
二

度
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
欲
し
く
な
い
と
思
っ
た

た
め
特
集
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

蘇
芳
「
は
い
」

茜�

「
事
故
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
話
し
た
く
な
い
、
と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く

お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
」

蘇
芳
「
分
か
り
ま
し
た
」

茜�

「
で
は
、
取
材
を
始
め
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」

蘇
芳
「
お
願
い
し
ま
す
」

茜
「
ま
ず
事
故
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」

蘇
芳
「
一
年
ほ
ど
前
の
３
月
９
日
の
こ
と
で
す
が
︙︙

」

他
の
作
業
か
ら
メ
ー
ル
の
返
信
が
来
た
こ
と
に
気
づ
き
嬉

し
そ
う
な
茜

パ
ソ
コ
ン
の
画
面

『�
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
息
子
の
事
故
に
つ
い
て
お
話

で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
』

悲
し
そ
う
な
茜

出
勤
し
て
い
な
い
若
菜
の
机
を
見
る
茜

特
集
の
企
画
書
や
交
通
事
故
の
遺
族
に
つ
い
て
の
大
量
の

資
料
や
ノ
ー
ト
が
置
か
れ
て
い
る
茜
の
机

企
画
書
や
資
料
、
ノ
ー
ト
に
目
を
向
け
る
茜

も
う
一
度
パ
ソ
コ
ン
で
メ
ー
ル
を
打
つ
茜

パ
ソ
コ
ン
で
メ
ー
ル
を
打
っ
て
い
る
茜
の
手
元

『�

蘇
芳
様
。
度
々
の
ご
連
絡
、
失
礼
い
た
し
ま
す
。
私
自

身
交
通
事
故
で
祖
母
を
亡
く
し
て
お
り
ま
し
て
、
同
じ

よ
う
に
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
人
を
一
人
で
も
減
ら
し

た
い
と
思
い
、
特
集
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
︙︙

』

集
中
し
て
い
る
茜
の
後
ろ
姿

◯
会
社
・
報
道
局
（
11
月
下
旬
）

座
っ
て
開
い
て
メ
ー
ル
の
返
信
を
見
る
茜

パ
ソ
コ
ン
の
画
面

『�

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少
し
で
あ
れ
ば
お

話
で
き
ま
す
』

嬉
し
そ
う
な
茜

ス
マ
ホ
で
若
菜
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
茜

『�

交
通
事
故
の
遺
族
に
取
材
許
可
取
れ
ま
し
た
。
若
菜
さ

ん
が
い
つ
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
』

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
前
に
数
個
の
既
読
メ
ッ
セ
ー
ジ

ス
マ
ホ
を
置
く
茜

◯
若
菜
の
家
（
11
月
下
旬
）
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影
で
見
て
悲
し
そ
う
な
茜

◯
会
社
・
自
販
機
（
11
月
１
日
）

一
人
で
ベ
ン
チ
に
座
る
茜

◯
会
社
・
自
販
機
（
回
想
）（
10
月
12
日
）

笑
い
合
う
茜
と
若
菜

◯
会
社
・
自
販
機
（
11
月
１
日
）

ス
マ
ホ
を
見
る
が
ま
だ
若
菜
か
ら
の
返
信
は
な
く
、
悲
し

そ
う
な
茜

◯
道
路
（
11
月
上
旬
）

休
日
に
散
歩
し
て
い
る
茜

花
束
が
道
端
に
置
か
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
茜

不
思
議
そ
う
な
茜

ス
マ
ホ
で
な
に
か
を
調
べ
て
い
る
茜

辛
そ
う
な
茜

◯
会
社
・
報
道
局
（
11
月
中
旬
）

パ
ソ
コ
ン
で
メ
ー
ル
を
打
っ
て
い
る
茜
の
手
元

『�

蘇
芳
様
。
突
然
の
ご
連
絡
、
失
礼
い
た
し
ま
す
。
Ｌ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
テ
レ
ビ
の
東
雲
茜
と
申
し
ま
す
。「
お
は
よ
う
テ

レ
ビ
」
の
特
集
と
し
て
、
交
通
事
故
の
遺
族
の
思
い
を

扱
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
直
接
蘇
芳
様
の
お
話
を

伺
い
た
く
、
ご
連
絡
い
た
し
ま
し
た
︙︙

』

◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
11
月
中
旬
）

準
備
を
し
て
い
る
茜

返
信
が
な
い
メ
ー
ル
を
何
度
も
確
認
す
る
茜

◯
会
社
・
報
道
局
（
11
月
下
旬
）

◯
河
川
敷
（
10
月
22
日
）

遠
く
か
ら
若
菜
姉
を
呼
ぶ
声

『
ね
え
ま
だ
〜
？　

ビ
ー
ル
来
た
よ
〜
』

返
事
を
す
る
若
菜
姉

『
は
ー
い
。
す
ぐ
戻
る
』

若�

菜
姉
「
そ
っ
か
。
じ
ゃ
あ
呼
ば
れ
た
か
ら
戻
る
ね
。
ま
た
い

つ
で
も
電
話
し
て
」

悲
し
そ
う
な
若
菜

若
菜
「
分
か
っ
た
。
ま
た
電
話
す
る
ね
。
ば
い
ば
い
」

若
菜
姉
「
じ
ゃ
あ
︙︙

」

若
菜
姉
が
話
し
て
い
る
途
中
に
電
話
を
切
る
若
菜

寂
し
そ
う
な
若
菜

家
に
歩
い
て
い
く
若
菜
の
後
ろ
姿

◯
会
社
・
自
販
機
（
11
月
１
日
）

井
戸
端
会
議
を
し
て
い
る
社
員
た
ち

桔�
梗
「
浅
葱
さ
ん
の
俺
ら
へ
の
当
た
り
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
よ

な
」気

ま
ず
そ
う
な
暁

舛
花
「
分
か
る
〜
。
ま
じ
で
迷
惑
」

桔
梗
「
若
菜
が
い
た
か
ら
俺
ら
に
影
響
な
か
っ
た
の
に
」

舛
花
「
ほ
ん
と
そ
う
」

桔�

梗
「
急
に
退
職
願
だ
け
机
に
置
い
て
今
は
連
絡
も
取
れ
て
な

い
ら
し
い
よ
」

暁
「
で
も
若
菜
さ
ん
っ
て
︙︙

」

暁
を
遮
っ
て
話
し
始
め
る
桔
梗

桔�

梗
「
い
や
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
無
さ
す
ぎ
で
し
ょ
。
何
年

目
っ
て
話
だ
よ
な
？
」

舛
花
「
俺
も
仕
事
飛
び
て
ぇ
ー
」

桔
梗
「
ま
じ
で
迷
惑
だ
か
ら
や
め
て
！
」

笑
い
合
う
社
員
た
ち

複
雑
そ
う
に
愛
想
笑
い
を
す
る
暁

会
議
室
を
出
て
机
に
戻
る
若
菜

茜
「
若
菜
さ
ん
大
丈
夫
で
す
か
？
」

若�

菜
「
い
つ
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
み
た
い
な
話

だ
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
呼
び
出
す
話
で
も
な
い
の
に
ね
」

栄
養
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
い
る
若
菜

納
得
い
か
な
い
心
配
そ
う
な
茜

茜「
私
じ
ゃ
頼
り
な
い
か
も
で
す
け
ど
い
つ
で
も
話
聞
き
ま
す
」

若
菜
「
あ
り
が
と
う
。
な
ん
か
あ
れ
ば
話
す
ね
」

空
元
気
の
若
菜
に
気
づ
き
さ
ら
に
心
配
そ
う
な
茜

◯
河
川
敷
（
10
月
22
日
）

家
に
帰
っ
て
い
る
若
菜

ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い
る
若
菜

誰
か
に
電
話
を
か
け
る
若
菜

若
菜
「
も
し
も
し
、
お
姉
ち
ゃ
ん
？
」

若
菜
姉
「
も
し
も
ー
し
。
若
菜
久
し
ぶ
り
。
ど
う
し
た
？
」

騒
が
し
い
居
酒
屋
の
音

若�

菜
「
い
や
、
お
姉
ち
ゃ
ん
最
近
ど
う
し
て
る
か
な
っ
て
思
っ

て
。
仕
事
ど
ん
な
感
じ
？
」

若�

菜
姉
「
楽
し
い
！　

最
近
大
き
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
任
さ
れ

て
や
り
が
い
も
感
じ
始
め
た
と
こ
ろ
か
な
〜
」

若
菜
「
そ
っ
か
。
良
か
っ
た
ね
」

若
菜
姉
「
若
菜
は
ど
う
？　

仕
事
楽
し
い
？
」

若
菜
「
う
ん
。
私
も
楽
し
い
よ
︙︙

」

若�

菜
姉
「
い
い
じ
ゃ
ん
！　

若
菜
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

な
ん
て
珍
し
い
け
ど
な
ん
か
あ
っ
た
？
」

若
菜
「
い
や
な
ん
で
も
な
い
。
大
丈
夫
」

◯
河
川
敷
（
回
想
）（
２
０
１
０
年
）

若�

菜
姉
「
大
丈
夫
っ
て
言
わ
な
い
。
大
丈
夫
っ
て
言
葉
は
自
分

を
苦
し
め
る
ん
だ
よ
」

立
ち
止
ま
っ
て
若
菜
に
笑
い
か
け
る
若
菜
姉
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◯
会
社
・
会
議
室
（
10
月
22
日
）

上
司
の
後
に
続
い
て
会
議
室
に
入
る
浅
葱
と
若
菜

上�

司
「
夏
に
放
送
し
た
新
聞
社
の
ネ
タ
。
あ
れ
決
め
た
の
常

盤
？
」

若
菜
「
は
い
。
で
も
︙︙

」

浅
葱「
す
み
ま
せ
ん
。
な
に
か
問
題
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
」

上
司
「
問
題
も
な
に
も
、取
材
先
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
来
て
︙︙

」

◯
会
社
・
報
道
局
（
回
想
）（
７
月
下
旬
）

資
料
の
山
に
入
れ
ら
れ
る
新
聞
社
の
ネ
タ
の
裏
取
確
認
書

◯
会
社
・
会
議
室
（
10
月
22
日
）

自
分
の
ミ
ス
に
気
づ
い
た
浅
葱

浅�

葱
「
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
私
の
方
か
ら
常
盤
に
よ

く
言
っ
て
聞
か
せ
ま
す
の
で
。
お
い
常
盤
も
、謝
り
な
さ
い
」

驚
く
若
菜

若
菜
「
︙︙

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

上�

司
「
今
回
は
な
ん
と
か
し
て
お
く
け
ど
次
は
な
い
か
ら
ね
。

よ
く
言
い
聞
か
せ
て
お
き
な
さ
い
」

浅
葱
「
承
知
い
た
し
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

も
う
一
度
若
菜
に
頭
を
下
げ
さ
せ
る
浅
葱

怒
り
な
が
ら
会
議
室
を
出
て
い
く
上
司

浅
葱
に
向
き
直
る
若
菜

若
菜
「
浅
葱
さ
ん
、
私
、
裏
取
確
認
書
渡
し
ま
し
た
よ
ね
？
」

浅
葱
「
え
？　

貰
っ
て
な
い
け
ど
？
」

若
菜
「
い
や
で
も
︙︙

」

浅�

葱
「
は
？　

俺
が
お
前
の
た
め
に
謝
っ
て
あ
げ
た
の
に
な
に

そ
の
態
度
？　

感
謝
し
ろ
よ
」

会
議
室
を
出
て
い
く
浅
葱

悔
し
い
若
菜
の
後
ろ
姿

◯
会
社
・
報
道
局
（
10
月
22
日
）

◯
会
社
・
社
員
食
堂
（
10
月
13
日
）

お
昼
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
茜
の
企
画
書
を
見
る
若
菜

文
字
を
書
き
、
付
箋
を
貼
っ
て
い
る
若
菜

集
中
し
て
い
る
若
菜
の
後
ろ
姿

◯
会
社
・
報
道
局
（
10
月
13
日
）

茜
「
お
先
に
失
礼
し
ま
す
」

若
菜
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
渡
す
も
の
が
あ
る
」

付
箋
が
た
く
さ
ん
貼
ら
れ
た
企
画
書
を
手
渡
す
若
菜

若�

菜
「
は
い
。
基
本
は
凄
く
良
か
っ
た
。
こ
っ
ち
の
方
が
い
い

か
も
っ
て
と
こ
ろ
を
メ
モ
し
て
お
い
た
か
ら
見
と
い
て
。
参

考
に
す
る
く
ら
い
で
全
然
い
い
か
ら
ね
〜
。
一
番
は
自
分
の

思
い
を
大
切
に
」

受
け
取
っ
て
驚
く
茜

茜�

「
も
う
見
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
か
！　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
参
考
に
し
ま
す
」

若
菜
「
茜
ち
ゃ
ん
の
や
る
気
に
影
響
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
〜
」

若�
菜
「
特
集
の
企
画
自
体
は
い
い
か
ら
あ
と
は
取
材
相
手
を
見

つ
け
な
き
ゃ
ね
！
」

茜�

「
は
い
！　

頑
張
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」嬉

し
そ
う
に
付
箋
が
貼
っ
て
あ
る
企
画
書
を
見
る
茜

疲
れ
て
い
る
若
菜

若
菜
の
様
子
に
気
づ
か
な
い
茜

◯
会
社
・
報
道
局
（
10
月
22
日
）

怒
っ
て
い
る
上
司

上
司
「
浅
葱
と
常
盤
ち
ょ
っ
と
来
い
」

慌
て
て
上
司
の
方
に
向
か
う
浅
葱

不
思
議
そ
う
に
会
議
室
に
向
か
う
若
菜

心
配
そ
う
に
若
菜
を
見
る
茜

て
！　

っ
て
言
う
の
。
そ
う
す
れ
ば
周
り
の
人
が
な
ん
と
か

し
て
く
れ
る
か
ら
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
ヒ
ー
ロ
ー
み
た
い
に
助

け
る
ん
だ
か
ら
！
」

笑
い
合
う
常
盤
姉
妹

◯
会
社
・
自
販
機
（
10
月
12
日
）

茜
「
若
菜
さ
ん
は
お
姉
ち
ゃ
ん
子
な
ん
で
す
ね
」

若�

菜
「
お
姉
ち
ゃ
ん
子
？　

そ
う
か
も
。
最
近
は
あ
ん
ま
り
連

絡
と
っ
て
な
い
け
ど
︙︙

」

寂
し
そ
う
な
若
菜

茜
「
や
る
気
出
て
き
ま
し
た
！
」

元
に
戻
る
若
菜

若
菜
「
よ
し
！　

じ
ゃ
あ
戻
ろ
っ
か
！
」

報
道
局
に
戻
る
茜
と
若
菜
の
後
ろ
姿

◯
茜
の
家
（
10
月
12
日
）

家
に
帰
っ
た
茜

棚
の
上
に
置
い
て
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
見
て
パ

ソ
コ
ン
を
取
り
出
す
茜
（
写
真
の
隣
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
し
て
い
る
茜

◯
会
社
・
報
道
局
（
10
月
13
日
）

若
菜
に
企
画
書
を
手
渡
す
茜

茜�

「
若
菜
さ
ん
！　

早
速
企
画
書
を
書
い
て
み
た
の
で
み
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

若
菜
「
は
や
！　

も
う
書
い
て
き
た
の
？
」

茜
「
は
い
。
若
菜
さ
ん
と
話
し
て
頑
張
り
た
く
な
っ
て
！
」

若
菜
「
嬉
し
い
！　

見
て
お
く
ね
〜
」

茜�

「
は
い
。
お
時
間
が
あ
る
時
に
で
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
」

若
菜
「
了
解
。
任
せ
て
！
」

仕
事
に
戻
る
茜
と
若
菜
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う
？
」

茜
「
え
？　

特
集
の
企
画
っ
て
私
も
出
せ
る
ん
で
す
か
？
」

若�

菜
「
出
せ
る
！　

あ
ん
ま
り
機
会
が
な
い
か
ら
選
ば
れ
る
人

は
限
ら
れ
る
け
ど
、
私
も
去
年
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
の
特

集
を
組
ん
で
放
送
し
た
よ
。
私
の
お
父
さ
ん
、
男
手
ひ
と

つ
で
育
て
て
く
れ
て
色
々
大
変
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か

ら
、
も
っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
社
会
に
な
れ
ば
い
い
な
っ

て
思
っ
て
。
そ
れ
か
ら
浅
葱
さ
ん
の
あ
た
り
は
も
っ
と
強
く

な
っ
た
け
ど
︙︙

（
小
声
）」

若
菜
の
最
後
の
言
葉
は
聞
こ
え
て
い
な
い
茜

茜�

「
出
し
て
み
よ
う
か
な
。
若
菜
さ
ん
相
談
乗
っ
て
く
れ
ま
す

か
？
」

若
菜
「
も
ち
ろ
ん
！　

相
談
乗
ら
せ
て
」

茜
「
相
談
で
き
る
人
が
い
る
っ
て
安
心
し
ま
す
ね
」

笑
い
合
う
茜
と
若
菜

茜�

「
若
菜
さ
ん
が
い
て
く
れ
て
良
か
っ
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
で

き
た
み
た
い
で
す
！
」

若
菜「
ほ
ん
と
に
？　

私
末
っ
子
だ
か
ら
初
め
て
言
わ
れ
た
！
」

茜
「
し
っ
か
り
し
て
る
の
で
み
え
な
い
で
す
ね
」

若�

菜
「
え
〜
嬉
し
い
〜
。
私
は
昔
か
ら
お
姉
ち
ゃ
ん
に
頼
り
っ

ぱ
な
し
だ
っ
た
よ
。
ず
っ
と
一
番
に
私
の
味
方
を
し
て
く
れ

て
︙︙

」

◯
河
川
敷
（
回
想
）（
２
０
１
０
年
）

歩
い
て
い
る
高
校
生
の
常
盤
姉
妹

若�

菜
姉
「
学
校
大
変
じ
ゃ
な
い
？　

一
人
で
頑
張
り
す
ぎ
て
な

い
？
」

若
菜
「
う
ん
！　

大
丈
夫
」

若�

菜
姉
「
大
丈
夫
っ
て
言
わ
な
い
。
大
丈
夫
っ
て
言
葉
は
自
分

を
苦
し
め
る
ん
だ
よ
」

立
ち
止
ま
っ
て
若
菜
に
笑
い
か
け
る
若
菜
姉

若�

菜
姉
「
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
困
っ
た
時
は
助
け

若
菜
「
大
丈
夫
？　

今
日
予
定
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
？
」

茜�

「
は
い
︙︙

。で
も
桃
に
も
大
事
な
予
定
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
が
な
い
で
す
」

若�

菜
「
私
も
こ
の
仕
事
始
め
て
か
ら
家
族
に
も
友
達
に
も
全
然

会
え
て
な
い
な
〜
」

茜
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね
︙︙

」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
見
つ
め
て
少
し
微
笑
む
茜

若
菜
「
ど
う
か
し
た
？
」

茜�

「
い
や
、
こ
れ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
よ
く
買
っ
て
く
れ
た
な
っ

て
思
い
出
し
ち
ゃ
っ
て
」

若
菜
「
茜
ち
ゃ
ん
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
の
？
」

茜
「
は
い
」

◯
公
園
（
回
想
）（
２
０
１
７
年
）

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
微
笑
み
合
う
茜
と
茜
の
祖
母

今
は
あ
か
ね
が
つ
け
て
い
る
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ
け
て
い
る

茜
の
祖
母

茜�
Ｎ
「
両
親
が
共
働
き
で
一
人
っ
子
だ
っ
た
か
ら
よ
く
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
遊
ん
で
く
れ
て
」

◯
会
社
・
自
販
機
（
10
月
12
日
）

茜�

「
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
事
故
で
死
ん
じ
ゃ
っ
て
か
ら
は
家

で
一
人
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
て
︙︙

」

若
菜
「
事
故
？
」

茜�

「
私
と
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
向
か
っ
て
る
途
中
に
交
通
事

故
で
︙︙

」

若
菜
「
︙︙

ご
め
ん
」

茜�

「
全
然
！　

辛
い
思
い
を
し
て
る
人
を
一
人
で
も
減
ら
し
た

い
っ
て
思
っ
て
こ
の
仕
事
に
就
い
た
の
で
！　

だ
か
ら
頑
張

ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。
両
親
も
応
援
し
て
く
れ
て
る

の
で
」

若�

菜
「
︙︙

そ
う
い
う
思
い
を
特
集
の
企
画
に
す
る
の
は
ど

桃�
「
桃
は
今
日
デ
ー
ト
な
ん
だ
〜
。
記
念
日
だ
か
ら
レ
ス
ト
ラ

ン
予
約
し
て
く
れ
て
る
ら
し
い
！
」

◯
会
社
・
報
道
局
（
10
月
12
日
）

浅
葱
に
向
き
直
る
茜

茜
「
す
み
ま
せ
ん
。
私
が
や
り
ま
す
。
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」

浅�

葱
「
え
？　

な
に
？　

ど
う
し
て
も
外
せ
な
い
大
事
な
予
定

よ
り
も
こ
の
仕
事
を
優
先
し
て
く
れ
る
の
？　

あ
り
が
た
い

ね
〜
」

申
し
訳
な
さ
そ
う
な
桃

桃
に
い
い
よ
行
き
な
と
手
で
合
図
す
る
茜

申
し
訳
な
さ
そ
う
に
報
道
局
を
出
て
い
く
桃

自
分
の
机
に
戻
る
茜

若
菜
「
私
も
手
伝
う
よ
。
な
ん
で
も
言
っ
て
ね
」

茜
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︙︙

」

疲
れ
て
い
る
茜

通
知
が
き
て
ス
マ
ホ
を
見
る
茜

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
グ
ル
ー
プ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

『
茜
今
日
も
来
れ
な
さ
そ
う
？
』

『
忙
し
い
か
な
？
』

『
み
ん
な
で
待
っ
て
る
よ
〜
』

ス
マ
ホ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
茜

『
本
当
に
ご
め
ん
。
今
日
も
行
け
な
さ
そ
う
』

泣
き
そ
う
な
茜
の
後
ろ
姿

泣
き
そ
う
な
茜
に
気
づ
き
、
近
づ
く
若
菜

若
菜
「
ち
ょ
っ
と
休
憩
し
な
い
？
」

◯
会
社
・
自
販
機
（
10
月
12
日
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
茜
に
手
渡
す
若
菜

若
菜
「
は
い
！
」

茜
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︙︙

」

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
茜
と
若
菜
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浅�

葱
「
お
い
、
東
雲
。
お
前
ま
だ
終
わ
っ
て
な
い
の
か
よ
。
い

つ
に
な
れ
ば
で
き
ん
だ
よ
」

茜
「
す
み
ま
せ
ん
」

浅
葱
「
こ
の
仕
事
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

茜
「
す
み
ま
せ
ん
。
急
い
で
終
わ
ら
せ
ま
す
」

浅
葱
「
急
げ
る
な
ら
最
初
か
ら
や
れ
よ
」

上
司
に
呼
ば
れ
る
浅
葱

上
司
に
ペ
コ
ペ
コ
頭
を
下
げ
る
浅
葱

浅
葱
と
上
司
を
見
て
い
る
茜

◯
会
社
・
報
道
局
（
10
月
12
日
）

仕
事
が
一
段
落
し
た
茜

茜
「
ふ
ー
。
終
わ
っ
た
〜
」

浅
葱
の
机
に
近
づ
く
茜

茜
「
浅
葱
さ
ん
、
終
わ
り
ま
し
た
。
ご
確
認
お
願
い
し
ま
す
」

浅
葱
「
お
っ
け
ー
。
じ
ゃ
あ
こ
れ
も
よ
ろ
し
く
」

茜
「
︙︙

す
み
ま
せ
ん
。
今
日
は
ち
ょ
っ
と
︙︙

」

浅
葱
「
え
？　

な
に
？　

も
う
帰
ん
の
？
」

茜
「
今
日
は
外
せ
な
い
大
事
な
予
定
が
あ
り
ま
し
て
︙︙

」

浅�

葱
「
な
に
？　

ど
う
せ
デ
ー
ト
と
か
で
し
ょ
？　

最
近
の

子
っ
て
上
司
よ
り
先
に
帰
る
ん
だ
ね
〜
。
俺
の
時
代
は
あ
り

得
な
か
っ
た
け
ど
な
〜
。
俺
の
お
願
い
す
る
仕
事
よ
り
も
大

事
な
予
定
な
ら
仕
方
な
い
か
〜
。
じ
ゃ
あ
︙︙

」

あ
た
り
を
見
渡
す
浅
葱

桃
を
見
つ
け
た
浅
葱

浅�

葱
「
お
ー
い
、
じ
ゃ
あ
こ
い
つ
の
代
わ
り
に
お
前
に
こ
の
仕

事
任
せ
る
わ
。
な
ん
か
こ
の
仕
事
よ
り
も
大
事
な
予
定
が
あ

る
ら
し
い
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
よ
な
〜
」

困
っ
て
い
る
桃

桃
と
目
が
合
う
茜

◯
会
社
・
報
道
局
（
回
想
）（
10
月
12
日
）

立
ち
上
が
っ
て
振
り
返
る
若
菜

浅
葱
「
い
つ
も
そ
ん
な
服
だ
と
男
も
で
き
な
い
よ
？
」

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
話
を
聞
く
千
草

千
草
「
浅
葱
さ
ん
、
今
の
時
代
ア
ウ
ト
っ
す
」

浅
葱
「
い
や
こ
れ
セ
ク
ハ
ラ
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
？
」

笑
い
合
う
浅
葱
と
千
草

愛
想
笑
い
を
す
る
若
菜

◯
会
社
・
報
道
局
（
10
月
12
日
）

い
つ
も
よ
り
可
愛
い
服
を
着
て
楽
し
そ
う
な
茜

桃
「
な
に
？　

茜
今
日
い
つ
も
よ
り
ル
ン
ル
ン
し
て
る
！
」

茜
「
バ
レ
た
〜
？
」

桃
「
な
ん
か
あ
る
の
？
」

茜�

「
バ
レ
ー
部
の
み
ん
な
と
や
っ
と
会
え
る
の
！　

残
業
で
ド

タ
キ
ャ
ン
ば
っ
か
り
し
て
た
か
ら
や
っ
と
だ
よ
〜
」

桃�

「
分
か
る
〜
。
桃
も
入
社
し
て
か
ら
の
数
ヶ
月
で
何
回
ド
タ

キ
ャ
ン
し
た
か
分
か
ら
な
い
」

茜�
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
よ
ね
？　

今
ま
で
ド
タ
キ
ャ
ン
し
た
こ

と
な
ん
て
な
か
っ
た
の
に
さ
ー
」

桃�

「
桃
は
今
日
デ
ー
ト
な
ん
だ
〜
。
記
念
日
だ
か
ら
レ
ス
ト
ラ

ン
予
約
し
て
く
れ
て
る
ら
し
い
！
」

茜
「
な
に
そ
れ
超
素
敵
！　

楽
し
ん
で
！
」

急
に
小
声
に
な
る
桃

桃�

「
お
互
い
浅
葱
さ
ん
に
仕
事
を
押
し
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に

頑
張
ろ
う
」

茜
「
う
ん
。
今
日
は
絶
対
に
残
業
し
な
い
！
」

桃
「
よ
し
！
」

小
さ
く
エ
イ
エ
イ
オ
ー
を
す
る
茜
と
桃

笑
い
合
う
茜
と
桃

◯
会
社
・
報
道
局
（
10
月
12
日
）

社
員
と
話
し
て
い
る
茜

座
っ
て
い
る
椅
子
を
茜
の
方
に
近
づ
け
る
隣
席
の
社
員

社�
員
「
あ
の
人
い
つ
も
あ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
か
ら
気
に
し
な

く
て
い
い
よ
。
事
件
と
か
事
故
と
か
そ
う
い
う
人
の
不
幸

ば
っ
か
り
待
っ
て
、
感
覚
麻
痺
し
て
ん
だ
よ
。
そ
れ
が
日
常

に
な
っ
て
る
私
た
ち
も
同
じ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね
〜
」

笑
い
な
が
ら
席
に
戻
る
社
員

納
得
い
か
な
い
茜

茜
に
近
づ
く
桃

桃�

「
仕
事
終
わ
っ
て
飲
み
に
行
こ
っ
て
暁
と
話
し
て
る
ん
だ
け

ど
茜
も
も
ち
ろ
ん
行
く
よ
ね
？
」

茜�

「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
行
き
た
い
ん
だ
け
ど
今
日
も
浅
葱
さ
ん
に

新
し
い
仕
事
頼
ま
れ
て
て
厳
し
い
か
も
」

桃�

「
茜
が
シ
ゴ
デ
キ
だ
か
ら
っ
て
浅
葱
さ
ん
頼
り
す
ぎ
な
ん
だ

よ
。
茜
が
行
か
な
い
な
ら
桃
も
行
か
な
ー
い
！
」

茜
「
て
こ
と
は
暁
一
人
飲
み
？
」

桃
「
そ
う
さ
せ
る
！
」

笑
い
合
う
茜
と
桃

◯
会
社
・
サ
ブ
（
９
月
下
旬
）

社
員
証
を
忘
れ
、
取
り
に
戻
っ
た
若
菜

千
草
と
話
し
て
い
る
浅
葱

浅�

葱
「
常
盤
の
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
の
特
集
が
通
っ
た
の
は
上

司
に
気
に
入
ら
れ
て
た
か
ら
ら
し
い
よ
」

千
草
「
ま
じ
っ
す
か
？
」

浅
葱
「
ま
じ
ま
じ
。
だ
か
ら
あ
い
つ
の
力
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
」

千
草
「
普
通
に
す
げ
ー
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
」

浅
葱
「
い
や
あ
れ
コ
ネ
」

千
草
「
ま
じ
か
ー
。
そ
う
な
ん
す
ね
」

会
話
が
聞
こ
え
て
悲
し
そ
う
な
若
菜

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
社
員
証
を
取
ろ
う
と
す
る
若
菜

若
菜
を
呼
び
止
め
る
浅
葱

浅
葱
「
お
い
お
前
」
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い
た
か
ら
資
料
作
っ
て
お
い
て
」

若
菜
「
で
も
私
ま
だ
︙︙

」

浅
葱
「
な
に
？　

で
き
な
い
の
？
」

若
菜
「
︙︙

で
き
ま
す
」

浅
葱
「
最
初
か
ら
そ
う
言
え
よ
」

◯
会
社
・
報
道
局
（
回
想
）（
２
０
１
２
年
）

上
司
に
怒
鳴
ら
れ
て
い
る
浅
葱

上
司
に
ペ
コ
ペ
コ
頭
を
下
げ
る
浅
葱

机
に
大
量
の
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
空
き
瓶

パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
し
て
い
る
浅
葱

仕
事
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
浅
葱
の
後
ろ
姿

浅�

葱
Ｎ
「
俺
の
時
代
は
反
論
と
か
で
き
な
か
っ
た
け
ど
ね
〜
。

上
司
に
頼
ま
れ
た
こ
と
を
や
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
今
の
俺
が

い
る
と
思
っ
て
ま
す
。
あ
り
が
た
か
っ
た
わ
〜
」

◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
８
月
中
旬
）

若
菜
か
ら
離
れ
て
い
く
浅
葱

ス
タ
ジ
オ
の
準
備
を
す
る
千
草
に
声
を
か
け
る
浅
葱

浅
葱
「
お
い
千
草
。
今
日
飲
み
に
行
か
な
い
？
」

千�

草
「
い
い
ん
す
か
？　

も
ち
ろ
ん
浅
葱
さ
ん
の
奢
り
っ
す
よ

ね
？
」

浅
葱
「
あ
ん
ま
調
子
乗
ん
な
よ
？
」

千
草
「
あ
ざ
ー
っ
す
！
」

笑
い
な
が
ら
ス
タ
ジ
オ
を
出
て
い
く
浅
葱
と
千
草

悔
し
そ
う
な
若
菜

◯
会
社
・
報
道
局
（
９
月
上
旬
）

パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
し
て
い
る
茜

上
司
「
あ
ー
、
な
ん
か
事
件
で
も
起
き
な
い
か
な
ー
」

な
に
も
気
に
せ
ず
仕
事
を
続
け
て
い
る
社
員
た
ち

不
思
議
そ
う
な
茜

暁
「
惚
れ
直
し
た
わ
〜
」

暁
の
こ
と
を
気
に
し
な
い
茜

茜�

「
あ
り
が
と
う
！　

緊
張
し
た
〜
。
次
は
み
ん
な
の
番
だ
か

ら
ね
？
」

暁
「
い
や
ス
ル
ー
か
い
。
今
晩
飲
み
に
行
く
や
ろ
？
」

茜
「
も
ち
ろ
ん
！
」

◯
会
社
・
報
道
局
（
７
月
下
旬
）

少
し
聞
こ
え
る
競
馬
実
況

イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
、
ス
マ
ホ
で
競
馬
を
見
な
が
ら
パ
ソ
コ

ン
で
競
馬
予
想
を
し
て
い
る
浅
葱

浅
葱
の
机
に
近
づ
く
若
菜

裏
取
確
認
書
を
浅
葱
に
渡
そ
う
と
す
る
若
菜

若
菜
「
浅
葱
さ
ん
、
ご
確
認
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

浅�

葱
「
今
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
か
ら
持
っ
て
く
ん
な
よ
。
ほ
ん

と
気
使
え
な
い
な
」

納
得
い
か
な
い
若
菜

若�
菜
「
す
み
ま
せ
ん
。
で
は
こ
こ
に
置
い
て
お
く
の
で
落
ち
着

い
た
時
に
ご
確
認
お
願
い
し
ま
す
」

浅
葱
の
机
の
上
に
新
聞
社
の
ネ
タ
の
裏
取
確
認
書
を
置
く

若
菜

返
事
を
せ
ず
に
競
馬
を
見
続
け
る
浅
葱

若
菜
と
す
れ
違
い
で
浅
葱
の
机
に
近
づ
く
上
司

上
司
に
気
づ
き
、
慌
て
て
机
を
片
付
け
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
外

す
浅
葱

資
料
の
山
に
入
れ
ら
れ
る
新
聞
社
の
ネ
タ
の
裏
取
確
認
書

◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
８
月
中
旬
）

ス
タ
ジ
オ
に
作
業
中
の
数
人
の
社
員
た
ち

ス
タ
ジ
オ
の
準
備
を
し
て
い
る
若
菜

若
菜
に
近
づ
く
浅
葱

浅
葱
「
お
前
ま
だ
こ
こ
に
い
た
の
。
机
の
上
に
明
日
の
ネ
タ
置

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
始
め
る
社
員

社
員
「
本
番
ま
で
五
秒
前
、
四
、三
、二
、一
」

◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
７
月
７
日
）

社
員
「
本
日
は
以
上
で
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
〜
」

オ
ン
エ
ア
終
わ
り
の
ス
タ
ジ
オ
で
片
付
け
を
し
て
い
る
社

員
た
ち

挨
拶
に
回
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
た
ち

ア�

ナ
「
お
疲
れ
様
で
す
。
今
日
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
」

社
員
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜
」

茜
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

ア
ナ
「
あ
れ
？　

も
し
か
し
て
今
日
か
ら
？
」

茜�

「
は
い
！　

今
日
か
ら
正
式
に
お
は
よ
う
テ
レ
ビ
配
属
に

な
っ
た
東
雲
茜
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
」

ア
ナ「
東
雲
ち
ゃ
ん
！　

お
願
い
し
ま
す
。
期
待
し
て
る
よ
〜
」

茜
「
は
い
！　

頑
張
り
ま
す
！
」

ア
ナ
「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
お
願
い
し
ま
す
〜
」

嬉
し
そ
う
な
茜

茜
に
近
づ
く
若
菜

若
菜
「
お
疲
れ
様
！　

今
日
は
よ
く
休
み
な
〜
」

茜
「
お
疲
れ
様
で
す
！　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

ス
マ
ホ
を
見
る
茜

ス
マ
ホ
に
両
親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

『
お
疲
れ
様
。
テ
レ
ビ
見
ま
し
た
。
自
慢
の
娘
で
す
』

『
オ
ン
エ
ア
見
ま
し
た
。
茜
の
名
前
も
流
れ
て
き
た
よ
』

嬉
し
そ
う
な
茜

ス
タ
ジ
オ
の
片
付
け
を
始
め
る
茜

茜
に
近
づ
く
同
期
た
ち

桃�

「
茜
お
疲
れ
様
〜
！　

ほ
ん
と
一
緒
に
入
社
し
た
と
は
思
え

な
い
」
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『�

明
日
か
ら
正
式
に
お
は
よ
う
テ
レ
ビ
の
担
当
に
な
っ
た

よ
。
朝
忙
し
い
と
思
う
け
ど
時
間
が
あ
れ
ば
見
て
ね
』

棚
に
置
い
て
あ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
見
る
茜
（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
隣
に
祖
母
の
写
真
）

ス
マ
ホ
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
仲
間
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

る
茜

『�

明
日
か
ら
お
は
よ
う
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ッ
フ
！　

み
ん
な

見
て
ね
〜
』

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
仲
間
か
ら
す
ぐ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

返
っ
て
く
る
茜

『
ま
じ
！
』

『
夢
叶
う
ね
』

『
見
ま
ー
す
！
』

笑
顔
で
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
茜

◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
７
月
７
日
）

資
料
を
整
理
し
て
い
る
社
員

資
料
を
作
っ
て
い
る
社
員

カ
メ
ラ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
社
員

撮
影
バ
ッ
グ
を
肩
に
か
け
る
茜

茜
に
近
づ
く
若
菜

若
菜
「
茜
ち
ゃ
ん
独
り
立
ち
ど
う
？　

緊
張
し
て
る
？
」

茜「
か
な
り
し
て
ま
す
︙︙

。
失
敗
す
る
気
し
か
し
な
い
︙︙

」

若�

菜
「
そ
う
だ
よ
ね
〜
。
生
放
送
だ
か
ら
失
敗
は
許
さ
れ
な
い

け
ど
私
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
ら
！
」

茜
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

社�

員
「
で
は
７
月
７
日
月
曜
日
、
本
日
の
お
は
よ
う
テ
レ
ビ
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ー
す
！
」

ア
ナ
「
今
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

ア
ナ
「
お
願
い
し
ま
ー
す
」

若
菜
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
頑
張
ろ
う
！
」

茜
「
は
い
！
」

い
く
と
思
う
か
ら
分
か
ん
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
聞
い

て
〜
」

茜
「
は
い
！　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

メ
モ
を
取
っ
て
い
る
茜

茜
に
近
づ
く
暁

暁
「
茜
ま
だ
そ
ん
な
ん
も
覚
え
て
へ
ん
の
か
？
」

茜
「
違
う
か
ら
、
少
し
不
安
だ
っ
た
の
！
」

ニ
ヤ
ニ
ヤ
す
る
暁

暁�

「
ほ
ん
ま
か
〜
？　

さ
っ
き
桃
と
三
人
で
社
食
行
こ
っ
て
話

し
て
た
ん
や
け
ど
、
茜
ど
う
す
る
？
」

茜
「
行
く
！
」

勢
い
良
く
立
ち
上
が
る
茜

笑
っ
て
い
る
暁

◯
会
社
・
社
員
食
堂
（
７
月
６
日
）

夕
食
を
食
べ
て
い
る
同
期
た
ち

暁
「
み
ん
な
ど
う
？　

も
う
仕
事
慣
れ
た
？
」

桃�
「
ま
だ
時
間
か
か
り
そ
う
。
社
会
人
や
っ
て
い
け
る
気
が
し

な
い
〜
」

暁�

「
珍
し
く
気
合
う
や
ん
。俺
も
は
よ
休
み
来
て
欲
し
い
わ
〜
。

飲
み
に
行
き
た
い
し
一
日
中
寝
た
い
！
」

茜
「
い
や
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
暁
は
単
純
す
ぎ
！
」

桃�

「
茜
は
余
裕
で
し
ょ
。
明
日
か
ら
独
り
立
ち
じ
ゃ
ん
〜
。
同

期
の
中
で
一
番
じ
ゃ
な
い
？
」

暁�

「
い
や
こ
い
つ
さ
っ
き
先
輩
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
初
歩
的
な
こ

と
聞
い
と
っ
た
か
ら
な
？　

正
直
俺
と
変
わ
ら
ん
で
」

桃
「
い
や
暁
と
は
変
わ
る
か
ら
！　

ね
？
」

◯
茜
の
家
（
７
月
６
日
）

家
に
帰
っ
た
茜

祖
母
の
写
真
の
前
に
外
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
置
く
茜

ス
マ
ホ
で
両
親
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
茜

ア
ナ
「
元
気
い
い
ね
〜
。
よ
ろ
し
く
！
」

話
し
か
け
ら
れ
て
嬉
し
そ
う
な
同
期
た
ち

◯
会
社
・
楽
屋
（
５
月
下
旬
）

楽
屋
準
備
を
し
て
い
る
茜
と
桃

桃
「
楽
屋
準
備
っ
て
ド
キ
ド
キ
し
な
い
？
」

茜
「
な
ん
で
？
」

桃
「
な
ん
か
テ
レ
ビ
の
裏
側
っ
て
感
じ
！
」

茜
「
桃
、
そ
れ
暁
と
同
じ
こ
と
言
っ
て
る
か
ら
ね
」

桃
「
う
わ
ほ
ん
と
だ
。
最
悪
〜
」

笑
い
合
う
茜
と
桃

桃�

「
で
も
ほ
ん
と
、
芸
能
人
に
会
え
る
か
も
？　

み
た
い
な
？　

ド
キ
ド
キ
感
な
い
？
」

茜
「
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
分
か
る
」

桃�

「
い
つ
か
推
し
に
会
い
た
い
〜
。
絶
対
会
お
？　

企
画
で
呼

ぼ
？
」

茜
「
い
や
私
た
ち
は
ま
だ
無
理
で
し
ょ
」

桃�

「
さ
す
が
に
ま
だ
無
理
か
！　

で
も
い
つ
か
絶
対
に
推
し
に

会
え
ま
す
よ
う
に
〜
」

お
祈
り
を
し
て
い
る
桃

笑
い
合
う
茜
と
桃

◯
イ
ン
サ
ー
ト

時
間
経
過
の
イ
ン
サ
ー
ト
（
三
ヶ
月
後
）（
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
）

◯
会
社
・
報
道
局
（
７
月
６
日
）

社
員
に
資
料
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
茜

社
員
「
こ
の
方
法
で
や
れ
ば
問
題
な
い
と
思
う
」

茜�

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

こ
の
間
教
え
て
頂
い
た
ん

で
す
け
ど
こ
の
部
分
が
ま
だ
少
し
不
安
だ
っ
た
の
で
︙︙

」

社�

員
「
ま
あ
最
初
は
そ
ん
な
も
ん
！　

だ
け
ど
徐
々
に
慣
れ
て
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同
期
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

浅
葱
に
お
辞
儀
を
す
る
新
入
社
員
た
ち

◯
会
社
・
報
道
局
（
４
月
１
日
）

机
の
整
理
を
し
て
い
る
茜

座
っ
て
い
る
椅
子
を
茜
の
方
に
近
づ
け
る
若
菜

若
菜
「
お
隣
の
常
盤
若
菜
で
す
。
よ
ろ
し
く
！
」

茜
「
東
雲
茜
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

若�

菜
「
茜
ち
ゃ
ん
！　

私
は
み
ん
な
か
ら
若
菜
さ
ん
っ
て
呼
ば

れ
る
こ
と
が
多
い
け
ど
好
き
に
呼
ん
で
〜
」

茜
「
若
菜
さ
ん
、
で
！
」

若�

菜
「
私
も
最
初
は
隣
の
席
の
先
輩
を
頼
っ
て
た
か
ら
茜
ち
ゃ

ん
も
な
ん
で
も
頼
っ
て
！
」

茜
「
は
い
！　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

◯
会
社
・
ス
タ
ジ
オ
（
４
月
下
旬
）

忙
し
そ
う
に
走
り
回
っ
て
い
る
社
員
た
ち

楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
同
期
た
ち

茜
「
ド
キ
ド
キ
し
て
き
た
！
」

桃
「
遂
に
生
で
見
れ
ち
ゃ
う
よ
！
」

暁
「
こ
れ
ぞ
テ
レ
ビ
の
裏
側
っ
て
感
じ
？
」

桃
「
ね
え
暁
、
そ
れ
バ
カ
っ
ぽ
い
か
ら
や
め
て
」

暁
「
お
い
桃
、
今
な
ん
て
言
う
た
？
」

桃
「
バ
カ
っ
ぽ
い
っ
て
言
い
ま
し
た
〜
」

今
に
も
喧
嘩
が
始
ま
り
そ
う
な
暁
と
桃

ス
タ
ジ
オ
に
入
っ
て
く
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
た
ち

元
に
戻
る
暁
と
桃

嬉
し
そ
う
な
同
期
た
ち

ア
ナ
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
」

ア
ナ
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

同
期
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
見
て
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
同
期
た
ち

【
本
編
】

◯
会
社
・
報
道
局
（
回
想
）（
２
０
１
２
年
）

２
０
１
２
年
の
テ
レ
ビ
局

上
司
に
怒
鳴
ら
れ
て
い
る
浅
葱

上�

司
「
お
前
ま
だ
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
て
な
い
の
か
よ
。
俺
の

時
代
は
言
わ
れ
な
く
て
も
や
っ
て
た
の
に
な
〜
」

上
司
に
謝
っ
て
い
る
浅
葱

浅
葱
「
す
み
ま
せ
ん
」

◯
会
社
・
報
道
局
（
２
０
２
５
年
）

２
０
２
５
年
の
テ
レ
ビ
局

後
輩
を
怒
鳴
っ
て
い
る
浅
葱

浅�

葱
「
い
つ
に
な
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
よ
。
こ
れ
お

前
の
成
長
の
た
め
に
言
っ
て
あ
げ
て
る
ん
だ
か
ら
な
。
俺
の

時
代
は
も
っ
と
キ
ツ
か
っ
た
わ
〜
」

社
員
「
す
み
ま
せ
ん
」

◯
会
社
・
入
口
（
４
月
１
日
）

会
社
の
外
観

入
口
付
近
を
歩
い
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
（
ス
マ
ホ

を
持
っ
て
い
る
）

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
茜

会
社
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す
茜
の
後
ろ
姿

◯
会
社
・
報
道
局
（
４
月
１
日
）

ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
る
新
入
社
員
た
ち

挨
拶
を
し
て
い
く
新
入
社
員
た
ち
（
桃
・
暁
・
茜
の
順
番

で
挨
拶
を
し
て
い
る
）

茜�

「
東
雲
茜
で
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！
」

浅
葱
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
浅
葱
藍
で
す
。
よ
ろ
し
く
」

1
7
A
0
9
5
-7
　
金
　
　
世
実

1
7
A
0
9
6
-9
　
後
藤
　
佑
希

1
7
A
1
1
2
-3
　
石
井
　
幹
人

1
7
A
1
2
0
-2
　
岡
本
　
　
響

1
7
A
1
2
3
-8
　
石
原
美
夕
希

『
ホ
ワ
イ
ト
』

芸
術
学
部
長
賞
受
賞

■
卒
業
制
作
（
映
像
作
品
）



放送と表現　第28号

令和7年3月11日　印刷
令和7年3月20日　発行

発 行 人／安　部　　　裕
 東京都練馬区旭丘2-42-1
 日本大学芸術学部放送学科
 電話 03（5995）8270

編集委員／兼 高 聖 雄 小 林 　 偉 森 中 慎 也

 金 　 龍 郎 星 野 　 裕 中 町 綾 子

 茅 原 良 平 石毛みさこ 澤 田 顕 一

 鈴 木 康 平 唐 牛 彩 帆 大 熊 香 音

 大 槻 雄 大 森 岡 　 颯 岸 本 果 惟

印 刷 所／株式会社 ブレインズ・ネットワーク 

日本芸術大学　放送と表現 vol.28　表 2表 3




